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まえがき

 

1985年の夏、私はアイルランドへ行き、レプリコーン一家が住む古いコテージでひと夏を過ごしました。このめったに姿を見せない存在は、彼ら「エレメンタル存在」の進化について私に教えてくれました。エレメンタル存在には、レプリコーンの他に、エルフ、ゴブリン、ノーム、トロール、妖精、デーヴァといった仲間たちがいます。彼らは自分たちと人間たちが互いに依存しあっていることを説明し、地球を癒すために、人間とエレメンタル存在がどのように協力すべきかを、この本を通して広めるようにと言いました。レプリコーンたちとの最初の出会いはアイルランドでしたが、それ以降、彼らを含む他のエレメンタル存在たちは私の生活の一部となっています。『レプリコーンと過ごした夏』は、これまでに8か国で出版されており、毎日のように、老若問わず多くの読者からこの物語に心を動かされたというメールが届きます。

 

この改訂版には、新しい「まえがき」およびレプリコーンからのメッセージが加えられました。さらに、私が実際に聞いているのと同じようにレプリコーンの声を感じ取れるようにしました。この書籍は、続編である『レプリコーンとの巡礼：アイルランド神秘ツアーの実話』へと自然に続くようになっています。もしご関心があれば、私とレプリコーン、そして彼の仲間であるエレメンタル存在たちとの冒険がどのように続いていくか、こちらもお読みいただければと思います。

 

さて、ここで読者の中には、私の精神状態に疑問を持たれる方もいらっしゃるかもしれません。というのも、私たちの多くは、エレメンタル存在、天使、そして三次元的な現実に根ざさないものは、すべて「存在しない」と教えられてきたからです。こうしたジレンマは理解できますし、現実と空想を見分けるためには、批判的な意識を十分に育てる必要があるとも思います。しかし、オープンな態度で見ると、エレメンタル存在の実在を裏づける証拠は圧倒的な数で存在しています。今から100年前、W.B.イェイツは著書『アイルランド農民の妖精物語と民話集』の序文の中で、妖精について次のように書いています。「アイルランドでは、今もなお彼らが存在し、親切な者には贈り物を与え、無愛想な者には災いをもたらしている。」物語を集めていたイェイツがパディ・フリンに「君は妖精なんかを見たことがあるかい？」と尋ねると、パディは「うんざりするほどさ」と答え、自分が体験した数々の実話を語り始めたそうです。

 

エレメンタル存在がいるのは、アイルランドだけではありません。世界中のほとんどの文化に、彼らにまつわる伝説や物語があります。カナダの大手新聞『グローブ・アンド・メール』に引用されたある調査によると、アイスランド人の22％が「エルフの存在を信じている」そうです。ハプナルフィヨルズゥル市のイングヴァル・ヴィクトルソン市長はこう語っています。「我々は長い間、人間社会と共存する別の社会があることを知っていた。それは多くの人の目から隠されているが、町のさまざまな場所、およびその周りの溶岩や崖に住む存在たちから成るコミュニティーだ。我々は、そこに住むエルフや隠れた人々、他の存在たちが、我々に対して友好的であると確信している。」

 

エレメンタル存在の実在を信じているのは欧州の人々だけではありません。先住民族の文化においても同様に信じられています。ニュージーランドのマオリ族は、最も古いエレメンタル存在のことを「霧の子どもたち（パトゥパイレヘ）」と呼びます。霧の子どもたちは金髪で細身の姿をしており、マオリの長老たちによれば、自分たちの祖先が到来するよりずっと以前からニュージーランドに存在していたそうです。またマオリ族は、「ナナキア」と呼ばれるエルフに似た存在も信じています。彼らは樹木に関係していて、森で最もよく出会うとされています。

 

私はこれまでの人生で、こうした存在の実在を裏づけるあまりにも多くの「証拠」を体験してきたため、その存在を否定することはできません。私は幼少期に、いくつもの世界を同時に生きており、風の中の声や、視界の端に映るエレメンタル存在に気づいていました。当時私は、他の人がこれらの存在を見たり聞いたりしていないことに気づかず、疑問にも思わず、話題にすることもありませんでした。7歳になるまで、私は自分が他の人とは異なる「開かれた感覚」を持っているとは知らなかったのです。その事実を私が思い知ったのは、ある日突然のことでした。

 

学校に登校中、2人の女の子と一緒に歩いていたときのこと。一人は私のことが好きで、もう一人は嫌っていました。嫌っていた子は、表面的には優しい言葉をかけてきましたが、心の中では「この子、いなければいいのに」と思っていました。

 

私は傷つき、その子にこう尋ねました。「どうして言ってることと、思ってることが違うの？」そして私は、彼女が心の中で考えていたことをそのまま口に出しました。

 

2人は怯えた表情を浮かべました。私を嫌っていた方の子は、恐怖と憎しみの入り混じった目で私を見つめ、もう一人の子も、それまで私のことを好いてくれていたのに、その瞬間から私を怖がり、「危険な子」と思うようになったのです。そのとき私は「他の人たちには心の声は聞こえないのだ。言葉だけを聞いているのだ」と理解し、同時に「この子たちは、もう私と友達でいたくないと思っている」とも悟りました。

 

ショックを受けた私は、その晩、両親には自分の思考が聞こえるかどうか試してみることにしました。夕食のとき、私は言葉ではあることを言い、頭の中では正反対のことを考え、両親がそれに気づくかどうか試しました。しかし、両親にも「言葉しか聞こえていない」ことがわかり、大きく失望しました。

その瞬間、私は「人に受け入れてもらうには、自分も彼らと同じようにならなければ」と決意しました。そして7歳の私は、自分なりの倫理観を作り上げ、「人を、相手が望む深さまでしか聞かず、相手が望む深さまでしか見ない」ことに決めたのです。けれどその選択は、私の幼少期を驚きと魔法で満たしていた、多くの声や光景を閉ざしてしまう結果をもたらしました。

 

私は、自分の体験が特別なものだとは思っていません。多くの子どもたちが、妖精やエルフのようなエレメンタル存在たちを目にし、彼らを特別な友達にしています。親たちはそれらを「想像上の友だち」と片づけてしまうのですが。『ピーター・パン』の物語は、子どもたちがエレメンタルの不思議な世界とつながっていること、そして大人になるにつれてそのつながりを失ってしまうというメッセージを描いています。けれど、大人になってもなお、天使やエレメンタル存在を見たり、それらの声を聴いたりする人もいます。そうした人々は「神秘家」や「透視者」と呼ばれますが、私は「もっと多くの人たちが、再び子どものころのように見たり聞いたりすることができるようになる」と信じています。

 

子ども時代から10代の頃まで、私はアストラル・トラベルを続け、眠っている間に預言的な言葉を話していたこともありました。私は「普通に見られたい」と願い、こうしたことを控えるようになっていましたが、19歳のとき、臨死体験を経て状況は一変しました。その後まもなく瞑想を始め、再び他の現実へと心を開いたのです。

 

その後15年にわたる内面的な旅で、私は霊的存在たちと関わりながら意識を成長させていきましたが、それについて話すことはめったになく、話すとしても信頼する友人に限られていました。幸運なことに、その時期に私は自分の「直感」を正当な形で活かせる職業を見つけました。トロントで、私はスピリチュアルな変容を専門とする心理療法の個人セッションを行い、魂の目的を探し、世界にもっと貢献したいと望む人々の手助けを16年間行いました。また、世界各地でワークショップを開催し、自分が自然に身につけた能力を、人々が自ら開発できるよう指導しました。私が目指したのは「代わりに見てあげる」ことではなく、「その人が別の現実を自分で見ることができるよう、能力を育む」のを手助けすることでした。

 

それが2000年に、「International Institute for Transformation（IIT）」を設立することへとつながりました。これは、ひとりひとりがスピリチュアルな知性を育み、霊的法則・自然法則に沿って働く共創者となり、地球とあらゆる存在に奉仕できるよう、サポートしていく機関です。

 

さて、話をエレメンタル存在に戻しましょう！ レプリコーンたちと出会うまで、私は子どもの頃以来、意識的にエレメンタル存在とコミュニケーションをとることはありませんでした。仕事における私の道は、一貫して「人間の意識」を発達させる方法を探求することでした。そんな中、レプリコーンや他のエレメンタル存在たちが、彼ら自身の進化について、また、人間とエレメンタル存在が互いの進化を助けるために協力する必要について教えてくれたのです。

 

レプリコーンによれば、エレメンタル存在たちの主な目的は、自然の法則に沿って、美と多様性に満ちた世界を創造することです。彼らは花が咲くのを助け、木が育つのを助け、さらには私たち人間の身体を生かす手助けもしています。それだけではありません。彼らは人間の中に楽しさ、きらめき、いたずら心を呼び起こし、創造性を刺激し、あらゆる芸術における美への感受性も刺激してくれます。

 

『レプリコーンと過ごした夏』を、どのように解釈するかはあなた次第です。レプリコーンは単なる民話上の存在で現実にはいないと考える人にとっては、本書は楽しく愉快な「フェアリーテール」になるでしょう。

 

また、自分はレプリコーンや妖精を見たことがないけれど、彼らの存在を信じ、もっと知りたいと思っている人には、この物語は、彼らの生き方や資質について洞察を与え、これまで抱いていた疑問の多くに答えを与えてくれるはずです。

 

さらにもう一つの、定義が難しい読者層もいます。それは、自然とともに働き、地球を癒すよう呼びかけられていると感じている人たちです。この物語の中に、あなたがエレメンタル存在と共に働く共創者になるためのツールを見出して頂ければと思います。彼らは、共に働くことのできる人間を探しているのです。

 

もしあなたが、本書を上記のどのような形であれ楽しんでくださったなら、この本は成功だと言えます。私たちには、この世界に蔓延する重苦しい思考を吹き飛ばす「楽しさ」と「笑い」が必要です。そして、この惑星を私たちと共有するエレメンタル存在という種族について学ぶと、彼らと私たち両方の世界を傷つけている信念や行動を、変えていくきっかけがつかめるでしょう。

 

タニス・ヘリウェル

 


レプリコーンのメッセージ

 

これは実際にあった出来事です。私たちエレメンタル存在の世界には、人間世界のような本は存在しません。けれども、人間とコミュニケーションをとるには、この方法が一番ふさわしいと考えました。エレメンタル存在たちは、この美しい地球で私達と共に創造したいと望む人間を探しています。ぜひ、あなたもこの旅に加わってください。

 

 

レプリコーン

「アイルランドの伝承に登場する小人や妖精。多くの場合、小さな老人の姿で描かれ、捕まえた者に黄金の入った壺のありかを教えると言われている」
ウェブスター辞典

 


第一章 レプリコーンとの出会い

 

多くの人にとって人生の半ばで自分の血に呼ばれるということがあるものだ。つまり、自分自身の、あるいは親の出身地に呼び戻されるのである。私の場合、これはアイルランドだった。

話しの始まりはカナダのトロントに遡る。私のパートナーとの十六年間続いた関係が終わりに近づいていた。家は売りに出され、私のキャリアは衰退しつつあり、私自身は人生のより深い意味を探し求めていた。私はどこかに一人で引きこもりたくなり、その時アイルランドに手招きされたような気がしたのだった。

 

ちょうどその時期に、私の友達の一人であるエリザベスがアイルランドに行くことになり、私は彼女にしばらく一人で生活出来るような場所を探してくれるように頼んだ。町や村から離れた小さな小屋で、夏の間中ずっと座り、瞑想をしたかった。目的は悟りを得ることだ。私が読んでいた精神世界の本によれば、執着を絶ち、精神世界の道に専念すれば悟りを得ることが出来るはずだった。私は家を捨て、家族を捨て、キャリアを捨て、それ以外に執着しているものも思いつかなかった。明らかに私には悟りを得る資格があるように思えたのだ。

 

二ヶ月後、エリザベスがアイルランドから帰国し、私は彼女と会うことになった。彼女は旅行中静かな田舎の小屋を知らないかと聞いてまわってくれていたが、ついに最後の晩ダブリンで旧知の友達と食事をしている時にその話が出たのだった。彼女の友達が夏借りられる小屋を知っているというのである。アイルランド西海岸のアキル島にあるという。

それから二週間経つか経たないうちに、私はそれまでの生活に別れを告げ、ダブリンに向かう機上にいた。私が戻るまでにきっとトロントの家は売られ、前のパートナーのビルは新しい人生を始めているだろう。

 

私がダブリンに着いたのは平日の早朝で、私はその小屋の大家のもとを訪れ、代金を払って鍵を受け取ろうとしていた。デイビッドソン氏は、アイルランドで長年働いている、そこそこ成功した中年の英国ビジネスマンだった。礼儀正しく控えめに、彼は私に椅子を勧めた。

「デイビッドソンさん」 ファーストネームでは人を呼ばないヨーロッパ流マナーに配慮しながら私は尋ねた。

「どのくらい小屋をお持ちでいらっしゃるのですか？」

「二十年になりますが、夏の間しか使いません。それ以外の時は空家になっていますが、近所のオツールさんに面倒を見てもらっています。もう彼女にはあなたのことを伝えてあり、鍵を開けておいてくれるでしょう」

彼はちょっと間をおき、咳ばらいを一つしてから、こう言った。

「残念なことに悪い知らせがあります。ここ二週間で小屋は売られてしまったのです」 私が失望するなか、彼は続けた。

「ただよい知らせは、新しい持ち主には私があなたにお約束しているので引渡しは一ヶ月待ってくれと伝えてあります。ただ一ヶ月後にはどこか他の所を探してもらわなくてはなりません」

私は口もきけずにそこに座ったままだった。私の蟄居する計画は信じられない速度で変わっていて、どう考えても良くなっているようには思えなかった。これから二つのシナリオが考えられた。

一ヶ月で悟りを得るか、予想だにしなかった面倒に巻き込まれるかである。悟りへの道は思ったほど簡単ではないように思われたので、後者のほうが可能性が高そうだ。しかし私はイギリス流のマナーを思い出し、デイビッドソン氏と握手し、小屋を一ヶ月貸してくれることのお礼を述べた。

 

不安で心臓が高鳴るなか、タクシーに乗りバス発着所に向かった。

それから一時間も経たないうちにマヨ郡アキル島に向かうバスに私は乗っていた。都市から町へ、町から村へ、村から郊外へ、景色はより人里離れて、より荒れてきた。マヨ郡に着く頃には丘は剥き出しで岩だらけになった。丘の高い部分は、泥炭を取るために農民や住民によって切り出されていた。ダブリンを出発して約五時間後、田舎道の麓でバスは止まり、運転手は遠くの丘を指して、あそこに小屋がありますよ、と言った。

なんて薄気味悪い、と私は思った。ダブリンの運転手が私が探している小屋の場所を知っているとは。その時はアイルランドには極めて効率的な「口コミネットワーク」があることを私はまだ知らなかったのだ。

私は荷物を担いだが、そこには寒いアイルランドの夏に備え、シーツや着物が詰まっていた。私が坂を登り始める頃には、夕闇が近づいてきていて、一歩足を進めるたびに不安感が増してきた。

一ヶ月後ここを追い出されるときにはどこに行けばいいのだろう？ この小屋には何があるのだろう？ アイルランドに来る理由を勘違いしたのだろうか？ なぜ私自身の決心をいつも迷い将来を心配しているのだろうか？ 今回の決断は正しかったのだろうか？

 

三十分ほど歩くと、スレート屋根吹、青い木戸、周囲を白塀で囲まれた小さな白い小屋に到着した。その小屋の様子はディビッドソン氏が説明してくれたものに合っていたので、私は木戸を空け、玄関に近づいた。驚いたことにそれは開け放しになっており、私は、すいません、どなたかいらっしゃいますか？と声をかけたが応えはなく、恐る恐る私は中にはいった。

暖炉には火が燃えていた。荷物を床に置き、手近な椅子に腰をかけた。暗くなりかけている部屋に目が慣れるにつれ、ゆっくりと周りの様子が見て取れた。暖炉の脇には泥炭の山があり、フイゴが下向きに立てかけてあった。暖炉の前には、たるんだ古い緑のソファがあり、その後ろには六脚の丈夫そうな椅子と木製の大きなテーブルがあった。私の左側には明らかに使われていない小さな空部屋があり、私の右側のドアのむこうには、窓と衣装入れが見え、寝室のようだった。私の後ろには小さな台所があり、玄関ホールと兼用となっていた。

私が小屋に足を踏み入れてからずっと誰かの家に侵入したかのような感覚があった。あたかも誰かがちょっと席をはずし、戻ってきて私を見つけるかのようだった。私はその感覚を振り捨てようとしたが、かえって私が監視されていることを確信し始めた。徐々に暗くなる明かりになれた目は、このバイブレーションが発せられている角に向けられた。驚いたことにそこには四人の人間が私を見ていた。小さな男、小さな女、そして二人の子供。私はその場で立ちすくみ、息が止まった。誰かの家に入ってしまったのか、と私は思ったが、彼らの妙な服装に目が行った。なんてことだ！彼らは人間ではない！ 一瞬のうちに私はこの小屋が呪われていることを悟った。しまった！と私は思い、ヒステリーが高まるのを感じた。

 

私の考えがこれ以上進む前に、小さな男が私に声をかけてきた。

「私たちは君たちの年で百年間この小屋に住んでいて、君と同居することは構わないが、条件がある」

彼の容貌は彼の言葉ほど権威を持っていなかった。彼の背丈は一メートルたらずで、古臭いボタン留めの緑の上着を着ていて、それは腰のところまであった。上着はその丸々としたお腹を覆い、茶色のズボンは膝のところで切られ、厚手の靴下が下に続き、大きな木靴に押し込まれていた。その靴はどう見ても彼の足には大きすぎるようだった。この奇妙な容貌を締めくくっているのは巨大な黒いシルクハットだった。

二人の少年は父親の縮小版のようだったが、お腹のでっばりとシルクハットはなかった。彼らはもごもご動いていて、明らかに親の言うことをきこうとしていたが、別の場所で別のことをしたいのは明らかだった。小さな女性は、床まであるスカートをはいていて、その下からは夫と同じような木靴が覗いていた。彼女のかぶっている帽子は、ニューイングランドの巡礼者風で、彼女の頭には大きすぎるようだった。彼女の赤毛は頭の後ろで丸めて留められていたが、うまくとまらずに、見ているうちにも崩れてきていた。彼女は手を動かさないように苦労しているようで、手を握りつづけていたが、そのうち背後に隠した。次に彼女は私に微笑みかけたが、彼女の夫をみて、顔から笑いを消し、まじめな表情をした。

小さな男は、無理して我慢したような顔の表情で、彼の提案に対する私の答えを待っていた。私はめまいがした。しかし、何か予想しないチャンスが待ち受けているような感覚があった。特に求めたわけではないが、貴重なチャンス。彼のまじめな口調を真似て私は答えた。

「条件とは何ですか？」

「私たちは取引をしたい」 と彼は答えたが、私が話せることに安心したようだった。私は守勢にまわり聞いた。

「取引とは何ですか？」 その頃には、彼の「私たち」は本当は「私」だけで、小さな女性と子供たちは応援の為にだけいるのではないかと思い始めていた。

「まず、あなたがいるここの通りは呪われていて、ここに居るエレメンタルの全部が人間に友好的ではない」

彼と私が同じ言葉を話していることを改めて確認しなくてはなるまい。

「ちょっと待って。そのエレメンタルというのはどういう意味？」 彼は我慢しきれない様子で言った。

「君たち人間は、私たちをノームとか、ゴブリン、小人、妖精、レプリコーンなどと呼ぶが、私たちはみんなエレメンタルなのだ。それが私たちの『種族』であり、それは君たちの『種族』が人間であるようにね。人間にも多くの種類があるように、エレメンタルにも多くの種類がある。さて、話しを戻すと、私たちが君を夏中護ってあげよう。君がここに来た理由も知っているから、君が私たちの保護を必要としていることも分かっている」

私は、それを聞いたとき、もう一度口を挟みかけたが、その内わかるだろうと思い直した。彼は、私の注意が揺れたことが分かったかのように、ちょっと間を置き、続けた。

「代わりに、夏の終わりに贈り物が欲しい」

「贈り物とは何のこと？」

「今は君に教えない。夏の終わりに教えることにする」 私は記憶の彼方に妖精やエルブに騙された人間の話しを思い出し、条件を詰めない取引をすることを不安に思った。私は選択肢がないということも出来る。というのはこの小屋は彼のものだし、私には他に行くべき場所もないからだ。しかし、これは必ずしも正しくない。夏の間物理的にここに住み、彼ら小人を二度と見ないように自分自身をシャットアウトすることも出来るだろう。しかしそうすることは同時にどのような想像を超える経験をシャットアウトすることになるのだろうか？

私の心の奥底には彼は不当な要求はしないという感覚があり、それはあたかもその時点で既に、彼を信頼しているかのようであった。そこで私は「わかりました」と言った。

私はロバート・フロストの「歩んだことのない道」という詩を思い出していた。そのなかで詩人は森を散歩中、二股の分岐路に来て、こう言う。「そして私－ － 私はかつて選ばれたことのない道を選ぶ。それがそれ以降の状況を全て変えた」

私には、このレプリコーンが私に、かつて選んだことのない選択肢を与えてくれているように思えた。その行き先はどこになるのか全く判らなかったが、このチャンスを逃したら後悔することになると思った。

 

私たちの取引は成立し、レプリコーンは心をそらし始め、その晩の私たちの会話が終わったことが明らかになった。小さな女性と子供たちは既に消えていた。疲労困憊し、私は荷物を拾い上げ、寝室に入った。木製のヘッドボードとフットボードのある頑強なダブルベッドは、明らかに何世代にもわたって疲れた体に癒しを与え続けてきていた。私は荷物のファスナーを開け、ベッド・シーツを 取り出し、ベッドの準備をした。たんすには幾枚かのウールの毛布があり、私はそれらを全部ベッドの上に載せた。寒さに震えながらメガネを取り、脇のテーブルに置いた。それからグラニー・ガウンの寝間着に着替え、布団にもぐり込んだ。数分の内に私は眠りに落ちた。

 


第二章 オツール夫人

 

翌朝はすばらしい天気で日が煌々と照っており、前日夕食を食べなかったため私はひどく空腹を感じていた。万が一天候が変わったときの為に予備のセーターを腰に巻き、財布を肩からかけて、私は食料貯蔵庫に入れる食べ物を買いに出た。

門を開け、道に出るときに私は立ち止まった。目の前に広がっているのは垣根で区切られた野原で、その向こうには海に向かって切り立った壮大な崖があった。

ずっと右のほうでは道は見えなくなっており、その向こうは海が続いていた。そのあたりには幾つかの家が固まって見えたがそれは多分村であろう。きれいな湿った空気を胸一杯吸い込み、私は道を歩き始めた。高さ三メートルの垣根に仕切られた道の両側に排水溝があり、その道は小さな車がやっと通れるくらいの幅だった。垣根の隙間からはみずみずしい緑の野原のなかにところどころ黄色いあやめと雛菊が見えた。この道に危険なエレメンタルが隠れているとは信じがたかった。早朝の気軽さと喜びでこのすばらしい国の小屋を一ヶ月借りられた幸運を祝った。私は徐々に村に近づき十字路に到着したが、そこには二軒のパブと一軒の雑貨屋があるだけだった。「なかなか豊富な選択肢ね」と私は思い、雑貨屋に歩き寄り、軋むドアを開けて中に入った。全ての目が私に向かって振り返り、辺りは一瞬静かになった。よそ者の到着である。私は彼らに微笑み返しつつ雑貨のセクションを見始めた。ほっとしたことに通常のおしゃべりの雑踏が戻ってきた。帰りの荷物を最小にして、最大の食事が出来るように食べ物を選んで、支払いをする場所を探した。カウンターの向こうには白いエプロンをおなかに巻いた男性がいて、彼は店主の容貌をたたえていた。私はゆっくりと彼に近づき、買い物を彼の前に置いた。彼は商品を調べながら、出来る限り気軽な様子で尋ねてきた。

「休みでこっちに来ているのかい？」 街中のゴシップの種にはなりたくなかったが、彼の楽しみを奪うこともないので、私は答えた。

「デイビッドソン氏の小屋を夏の間借りたのです」 彼の左の眉毛が五センチ釣りあがり、私の目を覗きこみながら重々しく言った。

「デイビッドソンの小屋は呪われていると知らなかったかね？」 知らない振りをするのが一番良いと思い、私は答えた。

「え？何に呪われているの？」

「ああ、小人だよ」

と彼は即答した。

「それだけじゃなく、あれは呪われた道なんだよ。あんたの小屋の向こうにキャラバンが停まっていたが、誰も乗っていないのに揺れたり、カタカタ音を立てたりいろいろなことがあった」

このまま続けさせたらまだまた続きそうだったので、前夜の経験を裏書するこの話しを聞いて私の心は穏やかならぬものとなった。町中の全ての人が呪われていることを知っているのであれば、エレメンタルは簡単には立ち去ってはくれないだろう。それまで快晴だった私の一日に黒い暗雲が立ち込めてくるのを感じた。彼が私を怖がらせようとしているとは思えなかった。彼はアイルランドでよく行われるように地元の歴史を教えてくれているようにも感じられたが、彼の話しっぷりにはよそ者を怖がらせて少し楽しもうという悪戯っぽい響きが感じられた。彼の試みは確かに成功していた。私は彼にお礼をいい、荷物を取って出ようとした。その晩、村のあらゆる夕食の席で、呪われたデイビッドソンの小屋を借りた『アメリカ人（アイルランドではカナダ人とアメリカ人は区別されていないのだ）』として私が話題に上るのは確実で、私がいつまでここに留まるかの賭けが行われている様子が手に取るようにわかった。

 

私は通りを戻り始めたが、その情報と荷物で肩の荷が重くなっていた。垣根の脇を通るときに、今度は隠れていた生き物が私に飛び掛ってくる様子を想像し、固く凍りついた。小屋に到着した時、無事だったことにため息が出た。私は荷物を下ろし、大急ぎでブランチを食べ、環境を整え始めた。レプリコーンたちはどこにも見えず、私も探しもしなかった。多分私が環境に慣れるまで時間をくれているのだろう。いずれにせよ、一人にされていることに感謝した。

家具の位置を変えたり、瞑想の場所をつくったり、花を摘んだりして、時間は素早く経過した。影が長くなり始め、日が傾きかけていることを知らせ、火を起こす時となった。泥炭を四つ取り、空気の通り道の隙間をあけながら、積み上げた。暖炉から木のマッチを出して、一本に火をつけて、泥炭の下に置いた。何も起こらなかった。何度も繰り返し試したが、無駄だった。

腹を立て、私の夏の悟りを記録するために新しく買っておいた日記帳をつかみ、白紙のページを数枚破った。それを芝の下において、もう一度試してみた。紙はすぐ燃え上がり、内心これを祝いながら、私はソファに腰を下ろし火を眺めていたが、火は徐々に小さくなり、ついに消えてしまった。

火がなくてよければ、暖炉なしでやっていきたかった。何と言っても今は夏なのである。しかし、カナダの夏とアイルランドの夏は似ても似つかないものであることにすぐ気づいた。小屋はそれほど寒く、ジメジメしていて、一番暖かい日でも室内は１７度以上にはならなかった。寒さに震えながら、火をおこす方法も思いつかず、顔を上げた私の目に外の門のところに人の頭が映った。それはスカーフにつつまれていたが、前と横からほつれた白髪がはみ出ていた。農作業で荒れた手が伸び、かんぬきをはずし、門を開けた。一緒に入ってきた体は、汚れた青みがかった灰色のレインコートで覆われ、二つのボタンで留められていた。歩くたびにコートは舞い上がり、下には色あせた花柄のドレスと、裾から不釣合いにはみ出しているスリップが見えた。泥だらけの長靴をはき、彼女は玄関に向かって歩を進め、右手には彼女の背丈と同じ位の杖を持っていた。

急いで玄関にかけよった私を歓迎してくれたのは、悪戯っぽくパチパチさせた彼女の目と、歯医者が一年かけても治療できないくらい欠けた歯を見せた笑い顔であった。

「わたしはオツールといいます」 と彼女は言ったが、彼女の目は火のついていない暖炉に向けられ、そこの残骸が全てを物語っていた。私が道を開けると、それ以上何も言うことはなく、彼女は暖炉に向かった。泥炭の欠片を注意深くどけて、紙の灰を掃き、一つ一つ泥炭をテントの形に積み上げた。それから、彼女はテントの屋根の下でマッチを擦り、数分後芝は燃え上がった。

 

これなら簡単そうだわ、とその手順を見て私は思った。明日は問題なく出来る。その時は小屋に来た初日であり、私は何も知らなかったのである。その時点では、私は自分の環境をコントロールできるとまだ信じていて、私の自由意思で必要な方策を意識的にとることが出来ると思っていた。その日の私には、結局芝に火をつけることが一度も出来ずに、毎日オツールさんが同じ時刻に来て助けてくれることになろうとは知るよしもなかった。初日なので、彼女の助けには感謝したものの、私の生活に入ってこられたことはとても嫌っていた。私の計画では毎日毎週静かに瞑想に耽るつもりであったのに、最初の日の計画はレプリコーンによって、今日の計画は彼女によって台無しにされている。しかし、その時には、後程彼女の往訪をどれほど歓迎するようになろうとは想像だにしなかったのである。

彼女が勧めもしないのにソファに腰を下ろしたのを見て、私は言った。

「お茶でもいかがですか？」

「そうね」 彼女に一言かけてから私は台所に行き、水を火にかけ、お茶とビスケットを出した。デイビッドソン氏は若干の砂糖を残してくれていたので、湿気で固まっていた砂糖をナイフで少し崩して、カップに入れた。準備が出来たので私は居間に戻った。オツール夫人は、静かに腰をおろし、火を眺めていた。

私はソファの反対の端に座り、テーブルもないので、自分の前の床にお盆を下ろした。オツール夫人はまだ火を見つめていて、会話を急いで始める様子もないようだった。

「お茶は今飲まれますか？」 数分後私は尋ねた。アイルランド人は濃いお茶を好むので、しばらく煮出しておいたのだ。

「そうね」

「お砂糖は？」

「そうね」

「申し訳ないですがミルクがないのです」

「明日絞って持ってくるわ」 これが、オツール夫人と私がより頻繁に会うことになる最初の兆候だった。私の期待はこの瞬間に崩れ始め、こうなったら来るものを拒まないことにしようと心を決めた。静かに一人で時間を過ごそうという私の予定には触れずに尋ねた。

「ビスケットは如何ですか？」

「そうね」 その後二人はしばらく黙ったままお茶をすすり、ビスケットを食べた。彼女と一緒にいると気持ちが落ち着くのを感じた。彼女はまるで暖炉で燃える火のように気持ちの良い存在だった。私は何度か会話を交わそうとした。

「オツールさんはどちらにお住まいですか？」

「この通りをあがったところ」

「どちらの方向ですか？」

「村の方向さ」

「何をされているのですか？」

「農場をもってる」 オツール夫人は紅茶を飲み終わり、立ち上がると「もう行かなくては」と言い、杖で床を鳴らしながら、玄関に向かって歩いていった。私の心には疑問が残された。彼女は私の夏の予定に相応しいのだろうか？　また、今後どれほど頻繁に来るのであろうか？

 


第三章 レプリコーンの進化

 

翌朝目を覚ますと十幾つもの視線が私に向けられていた。あらゆる種類のエレメンタルが部屋中におり、私が起き上がる様子を興味深げに見つめていた。

「本当だ。私たちが見えるよ。彼女は見えるよ」 いぼだらけの鉤鼻を持っている特に醜いやつが、喜んで悲鳴のような声をあげた。その巨大な節だらけの手はベッドのフットボードをつかみ、乗り出してこちらを見ていた。めがねをかけなくても、私には彼のグロテスクな様子が見て取れた。

「だから言っただろう、なあ」 小屋に住んでいる子供たちが叫び声をあげ、部屋中で踊り始めた。近所のノームやゴブリンの見世物になった動物園の動物のような気分になり、私は腹を立て、こう叫んだ。

「出て行きなさい。これはプライバシーの侵害よ。こんな取引はした覚えはありません」 草の間を通りぬける風のように、私の声でエレメンタルは飛び散った。一部は寝室のドアから逃げ出し、一部は壁を通りぬけ、一部は単に消え去った。唯一残ったのは、小屋に住んでいるレプリ コーンの男だった。

手を背後で組み体を前後にゆすりながら、見かけだけは恥ずかしそうにして伏目がちに、彼はため息をついた。

「よくない思いつきだと言ったんだが。子供たちは小屋に人間がいることですっかり夢中になってしまい、君を見せるために仲間たちを近所から呼んでしまった。いずれにせよ、被害はなかったが」

私はベッドのしたのほうにいた顔の幾つかを思い出していた。それらは、人間の基準から言えば、グロテスクで意地悪そうに見えた。いぼだらけのやつがうろついていた方向に私は手を振り聞いた。

「彼らが人間を嫌っている種類ではないの？」 レプリコーンは相変わらず目をそらしたまま、私が期待している謝罪に相当すると思われる言葉を続けた。

「ああ、それは勿論正しい。この通りにも幾つかいるが、一部を招き入れると全部ついてくる。すると問題は増えてしまう」

組んでいた手をはずし、彼の謝罪の言葉は終わり、それから彼は私を見て事務的な調子でこう言った。

「いずれにせよ起きたまえ。今日から始まりだ」 そう言うと背を向けて威厳をもって寝室から出ていった。私にプライバシーが必要なことを理解してくれたことに感謝しながら、私は素早く着替え、同時にレプリコーンは着替えをするのだろうかと考えた。寒さに震えながら私は台所に向かい、お茶をいれるために水をくんだ。彼は玄関のところで待っていて、私が一緒にくるのを待ちきれない様子だった。

「お茶をいれたらすぐそちらに行くから」 と私は言い、まず体を暖めなくてはならないことを主張した。彼は無遠慮に答えた。

「私にも一杯」

「あなたもお茶を飲むの？」

「もちろん飲むさ。ただそれも、これから私が話しをする一部だ。だから二杯の紅茶と二脚の椅子をもって表に来なさい」

彼は素早く振り返り、閉じたドアを通りぬけて出ていった。彼のこの奇行に微笑みながら、私は追加のセーターを取りに寝室に戻った。レプリコーンの指示どおり、紅茶を入れてから、椅子と紅茶をもって表に出た。レプリコーンは私が出てきたことに気づかない振りをして、きんぽうげと雛菊をまるで初めて見るかのごとく熱心に眺めていた。私は本能的に、彼はお客の役で私にホストの役目を果たしてもらいたいのだと悟った。おもしろくなり、彼の椅子と紅茶を注意深く並べ、うやうやしく私は言った。

「お茶の準備が出来ました」 彼は顔を上げ、うなずき、それから彼が出来る精一杯の華麗さを持ってこちらに歩み寄り、腰を下ろした。彼の手は、その大きなおなかの上で組まれていた。

「最初から始めよう」 と彼は宣言したが、その様子はヤハウェが「光あれ」と言ったかのようだった。

「私は、君たち人間の言葉でいうレプリコーンで、私は人を研究対象にしている」 彼は話し始めたが、声の調子にはアイルランド風の節回しがついていた。

「私は、人間に関する知識で試験を受けていて、今年の夏は極めて重要なのだ」 彼は前世紀の人間の学者の役を演じている俳優のようだった。やや大げさで、芝居がかっていた。事実、彼の様子はＷＣフィールズを思い出させた。私もまじめな顔を保っていたが、彼の学者風の態度の裏には茶目っ気とユーモアがあることが感じられ、それはあたかも、役を演じること、特に聴衆がいることを楽しんでいるようだった。

私はもっと知りたくなって聞いた。

「何の試験ですか？」

「私は君たちの年で約百年人間を研究してきており、この作業にかかわった最初のエレメンタルの一人だ。エレメンタルは人間とは違って、ある身分に生まれると全生涯その身分に留まる。しかし約百年前――もっとも百年と言っても私たちにとっては昨日のようなものなのでよく覚えているが――エレメンタルは人間を研究しないかと志願を求められた。私はそれを志願した。そのころ私はやっと青さがぬけたくらいの若さだった」

彼の話しにさらに引き込まれながら、私は口を挟んだ。

「それは誰に求められたの？」 彼はせかされるのを嫌うように答えた。

「今話すところだ。つまり人間とは違って、エレメンタルはこの惑星では創造主にはなれない。人間はその進化の最初から創造主になる訓練を受けており、それは見習いの神のようなもので、つまり地球は人間にとって学校なのだ。人間は、全ての創造主に必要な自由意志を持っていて、それを持っているのはこの惑星では、水中の人を除けば唯一の種族だ」

水中の人の話が出たとき、私にはイルカの姿が思い浮かび、彼の話しが続いていくにつれ、彼の言葉に関係するあらゆる種類のイメージが見えた。同時に何かが彼の言葉とイメージを強めているように思えた。この聴覚、視覚、感情の三次元コミュニケーションが、人間の通常のコミュニケーションよりも、より完全でより速い理解を可能にしてくれているようだ。私が話しを聞いているうち、普通の私の生活のなかでも、周囲の環境から多くの次元で私は情報を受け取っていて、レプリコーンとのコミュニケーションは、人間相手のコミュニケーションの方法よりも、私にとってある意味でより身近なものに感じられることにも気がついた。この会話で私がこれらの考えを思いついたことを彼は感じている様子で、レプリコーンはしばらく間を置いたあと、話を続けた。

 

「アイルランドでのエレメンタルの生活はよかった。今でもたいていの場所よりアイルランドはましだが、私たちが住める空間は徐々に減っていて、私たちの生活の質は低下し、種族として私たちは死につつある。そこで百年前、私たちの進化を支配している存在に、私たちは人間を研究し、エレメンタルの進化に留まりながら自由意志を学ぶ気はないか、と尋ねられた。このようにして私たちは人間のように創造主への道を歩み始めたのだ。私はこの道を選択した最初のエレメンタルの一人である」

私は興味をひかれ尋ねた。

「ということは、人とイルカだけが創造主になれて、エレメンタルはなれないということ？ じゃあ、エレメンタルはどのように進化するの？」

「百年前まで、エレメンタルが創造主になる唯一の方法は、人間の進化に参加することだった。もっとも進んだエレメンタルは――君たちはマスターと呼ぶかもしれないが――しばしばこれを行った。ヴィンセント・ヴァン・ゴッホはエレメンタルのマスターの一人で、私たちの世界が死にかけていることに気付いていたので、人間の進化に加わる許しを求めた。彼は自由意志を学び、エレメンタルを助けたかったのだ。しかし人間としての彼の人生は非常に困難なものだった。というのは二つの世界がとても違っていたからだ。エレメンタルを助けたかった彼は、私たちから離れることはなかった。同時に人間に対しては、私たちの芸術や世界の美しさを提供することを望んだ。しかし、人間はそれを受け入れる準備が出来ていなかったため、彼は時間的にも空間的にも制約された体のなかに閉じ込められた、とてもつらい生き方をしたのだ」

人間とエレメンタルは、お互い相手の世界にどうしたら完全に入ることが出来るのだろうかと思い、私は尋ねた。

「ヴァン・ゴッホは全部エレメンタルだったの、それとも一部だけ？」

「ヴァン・ゴッホは非常に強い存在だった為、エレメンタル的本質のほぼ全てを人間の世界に持ちこむことが許された。しかし、彼は例外的存在だ。通常エレメンタルは、その一部のみを人間の生活に持っていくことが許されている。従って、人間は１０％とか２５％はエレメンタルである可能性がある。これにより、人間世界でエレメンタルが生き残ることが容易になるが、この方法では長い間何度もの人生を経験しないと、人間の性質を十分学び、私たちの世界で創造主になることが出来ない」

私の周囲にもこのような人が何人かいるような気がしたので、私は質問した。

「一部エレメンタルである人間は、どうしたらわかるの？」

「そのような人間は普通芸術の才能を持っている。歌や踊りやストーリーテリングなどだ。多くはアイルランド人やウェールズ人となるが、ダイラン・トーマスはその一人で、彼のなかにはかなりのエレメンタルがあった」

「でも、それぞれが自分の進化を続けるために、人間の部分とエレメンタルの部分はどのように整理されるの？ あなたの話を聞いていると、人間とエレメンタルのどちらでもない『合成』になっているように聞こえるけど」

「まさに、その通り」 とレプリコーンは、私の理解に関心したように微笑んだ。

「人間がエレメンタルの進化に入ることを申請することも出来るが、それは別の話しだな。いずれにせよ、約百年前までは、それがエレメンタルが自由意志を持つ唯一の方法だったが、君もお気づきのように、それは難しく時間のかかる過程だ。それはエレメンタルにとってもつらい人生で、周りの人間にとっても困難なものとなってしまう。人間とエレメンタルはお互いに異なった法則を持っている。エレメンタルには君たちが言う『倫理』というものがない。私たちは結婚もしないし人間のように貞節を守ったりしない。そこでエレメンタルが人間の進化に参加すると、気が多いとか、他人への配慮がないなど批判されるが、私たちの規範では何も悪いことはしていない」

 

「もしそれが古いエレメンタルの進化のシステムだとすれば、新しいシステムでのあなたの役割は何になるの？」

レプリコーンは熱のこもった調子で答えた。

「私の世界では、私は人間を研究しているエレメンタルにとっての先生であり、それは君が別の進化を研究している人間にとっての先生であるのと同じだ。実際、お互いの世界における私たちの役割は非常に似通ったものなのだ」

私たちの似通った役割についてレプリコーンが話しているときに、いかに自分の理解が不足しているか私は気づいた。成人してからというもの、個別のセッションやセミナーで人間を相手にしてきたが、そこでは、人の個人的成長と全人類の意識の双方に予想可能な傾向が見られるものだということを人々に理解してもらおうとしていた。アイルランドに来る前は、これらの傾向とその相互関連について私の理解は充分で、それにより悟りが得られるものだと思っていた。しかし今や、レプリコーンは全く新しい次元であるエレメンタルの進化について話しをしており、それについて私は全く知らないのである。

彼が次の話しを始めたときに、私はこれ以上理解できるかどうか不安に思い始めた。

「君と私は、他の存在がこの惑星で意識的な創造主になることを手助けすることに関心を持っている。今年の夏、私がエレメンタルについて教えてあげるから、君は人間について私に教えてくれたら、私は試験に合格する。私たちは共に同じ段階にあり、今年の夏に試験を受けているのだ。君はまだ、あまりうまくやっていないがね」

この彼の言葉は若干私の気に障った。

「それはどういう意味？」

「君は、ここにいるのは悟りを得る為だと思っているけれど、それは確かにそうだ。しかし、どうしてこれが起こっているのかを十分理解できていない。私が助けてあげよう。人間の学習を助けることは勿論出来ないが、そのプロセスを助けてあげることは出来る。私は君より年上だし、ここ何年かで幾つか学んできているからね」

彼は、体を前に乗り出し、地面においてある紅茶のカップを見下ろした。私が瞬きした次の瞬間、紅茶のカップは彼の手にあり、彼はそれを口に持っていくところだった。私が地面に素早く目を戻すと、もとの紅茶のカップはもとあった場所にあるのが見えた。全く同じカップが、一つは地面に、もう一つは彼の手の中にあった。

彼は話し始めた。

「家で紅茶を飲むのは、去年の夏以来だ。デイビッドソン一家がここにいた時以来だ」 彼が友達のような雰囲気を作ろうとしていることで私は嬉しくなり、彼にこう尋ねた。

「人間と一緒に生活するのは好き？」

「それは好き嫌いの問題というより、今の状態がそうなっているということだ。尤も、君が橋の下や納屋で牛と一緒に生活したいというなら別だが。今や人間がいつも住んでいない小屋を見つけるのは難しく、小屋は時代遅れになっている。近代的な家がつくられ、状況は変わってしまった。電気ヒーターと私たちは相性が悪く、私たちには泥炭が向いている。デイビッドソン一家と出会えて幸運だったよ。彼らはここにあまりいないし、彼らがいる時でも彼らのバイブレーションは私たちのものと共鳴している。私たちにとっては彼らはお客さんのように感じられたのだ。子供が成長してきたのも見てきたし、全般的に順調だった」

彼は前に乗りだし、紅茶のカップをもう一つのカップがある場所に持っていき、私が興味深々に見ている前で、二つのカップは一つになった。彼は極めて当然のように振る舞い、この魔法のような現実もどういう訳かすぐに受け入れ可能なように思えた。

彼は、手をお腹に置き、先生のような姿勢に再び戻った。

「最初から始めたほうがよいかも知れないな。大部分の人間は私たちを見ることはできない。人間が普段住んでいるのは三次元で、私たちが住んでいるのはそこから半次元ほど離れている。人間は、より粗く、濃く、全般に大雑把で、その振動も私たちより遅いため、私たちが人間を見るのは簡単だ」

「君たち人間は――」 彼は私のほうを申し訳なさそうに見ながら、付け加えた。

「もちろん君個人のことではないが――より軽いバイブレーションを見ることが出来ない。死んでしまった人間や、雲を作っている存在、あるいは木を育てている存在が見えない。人間がこれら他の次元を見ることが出来ないことについて、エレメンタルは、人間の言葉で言えば哀れみと嫌悪感をもって眺めている。もし人間が君たちのバイブレーションを上げ、他の次元を見ることが出来たなら、君たちが世界に対して行ってきたようなことはしなかっただろう。もし川の流れや木に、生命力とそれらを育てている存在をみることが出来るなら、どうしてそれらを殺すことが出来ようか？ 人間はわざと自分自身を粗く濃くして、私たちや他の存在を見ないようにして、好きなことをしているという説さえ、私たちエレメンタルのなかではあるほどだ。人間が肉を食べ、暴力的な映画を見、その他肉体的な欲求に集中している時がそうだ。これにより人間は、エレメンタルや自然のあらゆる生命を見るには粗すぎることとなり、人間が言う『生命を持たないもの』に対して好き勝手出来ることになる」

「人間が欲しいものに対してとても強い欲望を持っていることはわかっている。これは、言ってみれば自由意志の弊害だ。創造主になる為には、自由意志が必要だが、多くの人間は、創造主が求める目的のために自由意志を使えるようになるために、強い意志――それは自我とも呼べるが――と闘わなくてはいけない」 私は黙ってお茶をすすり、彼の言葉に耳を傾けていた。彼の見解に異論はなく、周囲の美しさの影響を受け入れる時間をつくっている人がとても少ないことを悲しく感じた。私のこの変化を感じたかのように、彼はこちらを向き、言った。

「リラックスして、世界の美しさに自分の体をまかせると気持ちがいいだろう？」 私は自分の考えを投影していなかったが、彼が容易にそれらを受け取ったことが分かった。これには感心したが、彼がそうしたいと思うなら、私が夏中持ったあらゆる考えを知ることが出来るということではないか。

「しかし、そんなことはしたいと思っていない。この会話以外にも私の生活はあるからね。また、君たち人間がプライバシーにどれほどうるさいかも知っているし」

彼の話し振りから、どういう訳か、彼は、私や他の人間を彼より若く、経験も浅いものとしてみている様子がわかった。

すぐに彼はクスクス笑い始め、その内お腹を抱えて大笑いし始めた。言葉を発することなく、彼は羽をはやした小さな妖精が悪戯している様子を投影し、人間が持っているエレメンタルのステレオタイプのイメージを送り出しているらしかった。

「分かった、分かったわ」 と私は笑いながら言った。

「お互いにお互いの種族に対する偏見をなくすように努力しなくてはならないわね。それも面白いでしょうね」

彼は再びまじめな顔に戻り、続けた。

「私が自由意志について述べた通り、エレメンタルには自由意志がほとんどない。私たちは欲しいものを何でもつくり出すことが出来て、それを必要としていないからだ。というのも人間とは違って、自分の能力に疑いを抱くようなことがないからね。人間や仲間たちに悪戯をすることもあるが、それは楽しみのためであって、君たちの呼ぶ『悪い』ことをする為ではない。今日の寝室で、子供が他のエレメンタルを連れて君を見に来た時みたいなものだ。何か被害はあっただろうか？何もなかった」

「実は、もし君が彼らに対して怒鳴っていたら、もっと被害を及ぼしていたのだが、君は彼らを吹き飛ばしただけで、誰も怪我をしなかった。しかし、人間はその意志の力と、その言動によって、エレメンタルを傷つけることが出来る。少なくとも、人間はこれまで人間が考えたことで、間違いなくエレメンタルを傷つけてきた。過去百年にわたっては特に私たちの存在を人間は否定し、その存在を信じていないので、私たちが存在する為のエネルギーを与えてくれない。人間がエレメンタルを信じず、エネルギーが流れてこなかった結果、幾つかのエレメンタルの存在が消え去った。それらは、最も意志力が未熟なものたちで、人間たちが信じてくれることが必要だったのだ」

悪意がなく無知からくるものであったとしても、私は自分がしてしまったことに対して、ひどく罪悪感を感じていた。

「それはひどい。人間がエレメンタルをそれほど傷つけてきたとは知らなかったわ」 彼は間を置き、彼が人間の学者のような客観性を保とうと苦労しながら、幾つかの選択肢を考えているのが感じられた。彼はついに口を開き話し始めた。

「実際には、人間がエレメンタルの為にもなっている面もある。人間がエレメンタルの存在を信じていない為に、エレメンタルのエネルギーが失われているのを私たちは目の当たりにし、やむを得ず今歩んでいる道を選択することとなった。エレメンタルは意志を発達させ、自分たち自身を信じなくてはならない」

「これは当初想定された計画通りではないのだが。エレメンタルは世界に提供できるいくつかの才能を持っていて、人間はまた別の才能を持っている。エレメンタルの才能は、笑い、楽しみ、そして美しさであり、人間の才能は、意志・行動なのだ。もともとの計画では、人間とエレメンタルは、調和しお互いを補いながらも、別々に進化することになっていた。しかし、過去数百年これが起こっていなかった。そこで、私たちの進化を支配している存在は、エレメンタルの計画を変更し、同時に人間の計画も変更したが、私たち両方ともが創造主になる計画が出来つつある。私が君と協働しているように、もしエレメンタルが人間と協働できるなら、この進化の速度は速まる。今、私たちは協働できる人間を探しているが、それは私たち両方の種族のためでもあり、地球のためでもある」

私は短く疑問を挟んだ。

「どうやって協働するの？」 彼は地平線の方向に注意を向けた。話している途中、彼は私を見ているようではなかったが、それは私のエネルギーが彼の邪魔になっているのだと気づいた。彼は自分が話していることに全神経を集中しなくてはならないのである。

「人間がエレメンタルと協働する方法は沢山ある。まず、信じること、そしてエレメンタルが喜びと美しさをこの世にもたらしていることを理解すること。エレメンタルは花、木や山の成長を助けている。君たちの体を維持しているエレメンタルさえもいる。人間に見えないからと言って、存在しない訳ではないのだ。人間が意識できていない次元はたくさんある。人間の現実とそれ以外の現実を意識できるエレメンタルにとってさえ、すべての現実が見えているわけではない。しかし、人間とエレメンタルは共に他の次元を認識する能力を高めていくことが出来るのだ。人間が私たちの存在を信じたなら、私たちが活動し成長するための思考形が作り出され強められる。これは、人間にとってはそれほどエネルギーを必要としないことだが、エレメンタルにとっては大きなエネルギー源になる。もし、人間がこれをしたならば、より多くのエレメンタルが意識を持つようになり、創造主になる自由意志を持つことが出来る。これは間違いなく私たちの進化の速度を速めてくれる」

私は思考形について質問をしようとしたが、彼の表情からそれを止め、彼の話は続いた。

「もう一つの私たちと協働する方法は、私たちが創り出したものに対して感謝・鑑賞・喜びを示すことだ。人間がこうしてくれたなら、私たちは人間に入り込むことが出来、私たちの本質でそれらを耕し、触媒することが出来る」 私のほうを向き、彼はこう付け加えた。

「これこそ、ついさっき君がしたことだ。幸せを感じたことを覚えているかね？」 私は肯き、口を開けて話そうとしたが、彼の言葉の波に押し戻された。

「人間は自分の内側に沈み込んで仕事や責務といった難しいことを考えるが、これでかえってこわばって、濃くなってしまい、進化を遅らせてしまう。人間の意識を高くすれば、より軽くなって流れもよくなる。エレメンタルたちは、人間とその運命を見ることによって、その人間が進化のどの段階にいるのかを見て取れる。もし人間たちが自然の美しさを見ていたなら、彼らの進化は速くなるのだ」

「エレメンタルの進化は人間とは逆だ。最初に私たちが受肉するとき、私たちはただのエネルギーの固まりだが、成長し発展するに伴い、次第に硬く、濃くなってくる。このようにエレメンタルの進化の目的は、濃度を増すことにある」

再び彼の話に感想を述べようとしたが、彼の厳しい目つきに沈黙させられた。私が口をはさむ機会は果たしてやってくるのであろうか？

レプリコーンは、わざと我慢しているような目つきで私を見て、話を続けた。

「私たちが協働するには二つの方法がある。それは人間が、人間と協働したがっているエレメンタルと一緒に働くことを約束することだ。私たちの仕事は、形を作り、自然にあるパターンを見て、そのパターンを成長させることだ。エレメンタルには、各々の人間のパターンが見えていて、私たちが木や花のパターンの成長を助けるのと同じように、人間の成長も助けることが出来る。これで人間の進化が速まることになる。人間は一人一人に守護天使がついているというかも知れない。確かにそれはそうで、守護天使は付いているが、同時に友好的なエレメンタルも持つことが出来るのだ」

「人間が私たちの為に出来ることは、エレメンタルが自然で行っている仕事について瞑想し、私たちにエネルギーを提供することだ。エレメンタルは、一人一人の人間と協働することによって、自由意志を使うことを学ぶことが出来る。もしこのように私たちが協働出来るなら、エレメンタルは人間の進化に入るような危険を冒す必要はなくなる」

そう言い終わると、彼は頭の上で伸びをし、大きな口を開けてあくびをし、私に微笑みかけた。彼の長い独白を終えたことにホッとし、彼はこう言った。

「今日の分は十分やったと思わないかい？」 私の答えを待つことなく、彼は立ち上がり、背を向け、壁を通り抜けて小屋に入っていった。

 

レプリコーンが去った後、私は目を閉じ、椅子にもたれかかり、アイルランドの朝の冷たいそよ風に身を任せた。一つ深呼吸をし、朝の出来事の余韻を鎮めた。私の独り暮らしのイメージはわずか二日間で大きく変更された。私は、レプリコーンが人間よりも神の計画をより良く理解していると言ったことを思い出していた。レプリコーンたちは自由意志を学んでいる一方で、人間は神の計画と協働する方法を学ばなくてはならない。レプリコーンと人間が共通して持っている課題は、両面の健全なバランスをとることだろう。

明らかに私は今年の夏、このバランスを取る機会を与えられていた。アイルランドにくる前には、私の人生の道と、それが他の人間とどのような関係を持っているかだけしか見えていなかった。その時には、人間以外の存在の生活と、それがどのようなタペストリーのなかに織り込まれているのかが分かっていなかったが、今や一つのより大きな全体の一部として、それらの間の関係性が見え始めてきていた。

アイルランドに来る前、私は悟りを得ることだけを目指していた。私が持っていたイメージでは、私は何らかの試験をされ、それに成功するか失敗するかだった。私は悟りを、進化の過程というより、絶対的なものとして考えていて、この考えが仏教徒の呼ぶ「終点のない旅」に相反していることはわかっていたのだ。多分今年の夏は、私にとって終点に囚われない旅を経験するいい機会なのかも知れない。過去の自分のイメージは過去のものとして、私は今や本当の自分を発見するためにアイルランドにいるのであった。

 


第四章 食べ物のエッセンス

 

私は空腹でお腹が鳴っていたので、椅子から身を起こし、小屋の中に入った。二枚のパンをトースターに落とし込んだとき、私は背中に視線を感じた。振り返ると私の朝食を熱心に覗き込んでいるレプリコーン一家がいた。

「トーストは食べるの？」 最高に魅力的な笑顔を見せながら、年長のレプリコーンは答えた。

「もちろん食べるとも」 パンナイフを取り出し、さらに四枚のパンを切りながら、私は一ヶ月の間、一人ではなく五人を食べさせる食費を計算していた。私の右側の背後から声が聞こえた。

「心配しないでいい。私たちは人間の食べ物についてはうるさいんだ」 果たしてレプリコーンの友人には聞こえない考えを、私は持つことが出来るのだろうかと思ったが、すばやくトーストを処理した。何をつけるかと聞こうとしたとき、私が聞く前に答えが返ってきた。

「バターと蜂蜜をお願い」 蜂蜜の壷とバター皿、お皿にのせたトーストを古い木の盆に載せて、私は居間に入った。家族は既にテーブルについていて、待ちきれない様子だった。一人一人の前にお皿を置き、私は彼らの脇に腰を下ろした。

「アイリッシュ・ソーダ・ブレッドだ。おいしい」 と友人がつぶやいたが、彼の指から蜂蜜が滴り落ちていた。トーストは二ヶ所にあった。私が置いたテーブルの上に一片があり、若干霧かかっているもう一つのトーストは彼の手の中におとなしく収まっていて、私の目の前で小さくなっていた。

私は次に女性のレプリコーンが座っているテーブルの端に目をむけた。彼女と私は目があったが、彼女は口に手をあて、吹き出してくる笑いを抑えようとしていた。明らかにこの様子をおもしろがっているようだ。レプリコーンの視点からこの状況がどのように見えるかが分かり、私は笑い始めたが、ふと気が付くと彼らは不安そうな目の光をしていて、これは私の感情が強すぎたのだと気が付いた。私の友人が私の光が強すぎると彼らを傷つけるという話を思い出し、私は自分の笑いをすばやく抑えた。小さな女性はすぐに安心したようだった。

私の向かいにいるのは二人の子供だった。人間の基準では彼らは五歳から九歳の間であろうが、エレメンタルとしては彼らの歳はずっと上であるかも知れないことがわかっていた。しかし、彼らの見かけもしぐさも同年齢の人間の子供を小さくしたようなものだった。大人とは違ってトーストをしっかり持ち上げることが出来ないようで、お皿の上で跳ねているトーストをせわしく嗅いでいた。

もし、心で食べ物を動かすことが出来たなら、人間の子供たちがいかに喜ぶか想像し、私は微笑んだ。レプリコーンの子供は人間の子供に食べ物を持ち上げる方法を教え、人間の子供はレプリコーンにイメージをしっかりと保つための集中力を教えることが出来る。気がつくと、男性のレプリコーンが私を見ていて、彼が私の考えを捉えていること、また人間とレプリコーンがお互いを助けあう正しい方向をひとつ見つけたことがわかっていた。同時に、人間の子供がしばしばエレメンタルを秘密の友達として持っていることにも気づいた。それは子供はまだ感覚をエレメンタルの世界に開いているからである。

子供と小さな女性に肯きながら私は尋ねた。

「私にも教えてくれるのかしら？」

「直接に教えることは出来ない。彼女は頭があまりよくなく、子供は君が捕らえられるほど長い間考えを保つには若すぎる」

私は小さな女性を見て、『頭がよくない』と呼ばれたことの反応を見たが、彼女は気にしていないようだった。事実、彼女は微笑み、すぐに注意を手の中のトーストに戻したが、それはほぼ全部溶けてしまっていた。

私はトーストを指差しながら聞いた。

「どうやってやるの？」 彼女はクスクス笑い始め、男のレプリコーンが代わりに答えた。このパートナー関係では手綱を握っているのは彼なのだと気づき、人間の男女間の対等な関係と同じ基準で、彼らの関係を判断すべきでないと思った。

「エレメンタルが食べるのは食べ物そのものではなく、そのエッセンスだ。君が理解できる範囲で最も近いものは、私たちはエッセンスを吸い込んでいるというものだろうな。私たちは、このように栄養を維持している。人間の基準から言えば、私たちは食べ物にとてもうるさい。人間が食べているものの多くは、私たちにとって吐き気を催させるからね。私たちは食べるために生き物を殺したりはしない。牛や、羊や、鶏や、魚をたべることはしない」

彼が話していると、嫌悪感が盛り上がってくるのがわかり、そのイメージを長く保ちすぎると私は菜食主義者になってしまうかも知れないと思った。

「でもサラダがあるわ」

「いや、そうでもない。レタスも生きている」 彼は続け、生きたレタスが心無い人間によって根こそぎ抜かれたイメージを送ってきた。もう少しで最後の悲鳴が聞こえるところだった。これは、私にとって特に辛いものだった。というのは、レタスは私の好物の一つで、レタス等の食物連鎖の下層にあるものを食べることで、自分自身をしばしば誉めていたからだ。豚肉は八年間も食べておらず、牛肉や鶏肉もたまにしか食べなかった。

「では何を食べているの？」 私は守勢にまわり聞いたが、エレメンタルと同じ物を食べていたら人間は存在できないことを確信していた。彼は優越感をにおわせながら答えた。

「牛乳とかバターとか穀物とか、殺されていないものだ。人間の進化もそちらの方向に向かっている。昔ほど人間が牛肉を食べていないことに気づいたかね？最近の人間は代わりに鶏肉や魚を食べている。しばらくすれば、それも食べなくなり、野菜や果物を主に食べるようになる。進化するためには体を軽くしなくてはならない。人間の遠い進化の過程のどこかで、食べ物のエッセンスだけを吸収するようになる時がやってくる。私たちがそうするようにね」

今年の夏、軽い食事を続けたら悟りが早まるだろうかと思って、私は聞いた。

「あなたがたがどのようなものを食べているか、もう少し聞かせてくれない？」

「どんな種類の穀物でもよい。朝はポリッジにしてくれてもいい」 彼は朝食のメニューをあからさまに示唆しながら、それに微笑んでいた。

「オート麦は大好きだ。ただトウモロコシは、アイルランドのものではないのであまり好まない。人間も自分の体にあう食べ物を食べるようにしなくてはいけない。自分や自分の祖先の出身地で採れる食べ物がよい。エレメンタルたちは、遠くの土地から来たものではなく、その土地で育った食べ物だけを食べている。そのほうが栄養になる」

「じゃあ、ジャガイモは食べるの？」 アイルランド人がジャガイモが大好物なことを思い出し、こう聞いてみた。

「もちろん。ジャガイモを食べるために、ジャガイモの存在を破壊することがないからね」

「でもどうしたら植物を破壊しないですむの？」

「私はジャガイモのところに行き、子供の一つをくれないかと頼むのだ。すると植物は、私たちに適しているジャガイモを決め、地面に潜り、選ばれたジャガイモのエッセンスを持ってきてくれる」

彼が話している時、私が昔、豆やベリーを摘んだとき、植物に許しを求めたことを思い出した。いいと言われる時もあったが、ダメな時もあった。私はダメな時に無理強いはしなかった。

彼は私の考えに賛同してきた。

「それがまさにエレメンタルがするやり方だ。人間が食べ物を集めるときにもそうすべきなのだ」 彼は食べてもよい食べ物のリストを続けた。

「バターと牛乳については、牛はこれを私たちにただでくれる。蜂蜜については、私たちは蜜蜂たちの親友なのだ。花粉を出してくれる美しい花々の成長を私たちが助けているので、蜜蜂は蜂蜜を喜んで私たちにくれる」

私は、酔ったレプリコーンの話を思い出し微笑みながら、聞いた。

「あなたが方はアルコールは飲むの？」 彼は秘密の打ち明け話でもするように、ウィンクをしながら答えた。

「もちろんだとも。私たちの好きなアルコールは蜂蜜から出来ているミードだ。昔は人間も結婚式でミードを飲んだものだった。エレメンタルも結婚式やパーティーに行って、歌い、踊り、ミードを飲むことを楽しみにしていた。近頃ではミードはあまり見かけないので、ギネスや時々はワインも飲む」

「人間があなたがたを見られないのであれば、どうやって人間から飲み物をもらうの？」 と私はたずねた。何かからくりがあるはずである。

彼は説明し始めた。

「それには二つの方法がある。人間といい関係を築けているときは、人間が私たちのために牛乳をボールに一杯、あるいはミードを一杯注いでくれる。数世紀前まではこの方法だった。私たちが穀物の健康を保っていることをわかっていたから、人間は私たちに敬意を払っていた。私たちは人間とパートナーシップを組んでいたのだ。でも今ではこれも珍しくなり、私たちには第二の選択しか残されていない」

と、ちょっと恥ずかしそうに彼は続けた。

「人間がミードをグラスに注いだとき、私たちはそこに走っていって、ミードが人間の口につく前にちょっといただく。人間は気づいていないが、グラスから私たちがエッセンスを飲んでしまった後は、味が同じではない。これをしたら私たちはすぐにその場を立ち去る。というのは、私たちがエッセンスを吸収した残り滓を人間が飲むのを見るのは耐えられないからね」

これらの言葉と共に、彼は目を落とし、テーブルの上のトーストを見た。私にとっては、それは私が置いた時とまったく同じように見えた。

「このトーストを君が食べたなら、それも耐えられないことだ。私たちはそこから生命力を取ってしまっていて、君がそれを食べたなら、君が殺された生き物を食べるのとほとんど同じだ。まあ、ほとんど同じということで、若干違うがね」

私はこの情報を咀嚼しようとしていたが、レプリコーンは続けた。

「まあ、いずれにせよこれが食べ物と何を食べるかについてのレッスンだ」 そう言い終わると、私に会釈をし、消え去った。

 

子供たちは席に残ったままで、レプリコーンの小さな女性もいた。彼女は何か言いたげで、子供たちは私のほうをチラチラ見ながらもじもじしていた。子供たちは意識を集中し続けようとして苦労しているように思えた。小さな女性は私が子供を観察している様子を見ていて、どうも彼女は私の助けを待っているようだった。私は自分のオーラでテーブルを包み、彼らの方向に穏やかな集中した考えの光を送った。この効果はてきめんだった。今や子供たちは動かないで、ずっと続けて私を見ることが出来るようになっていた。母親のほうを見ると彼女はニコッとして、間もなく三人とも消え去った。

 


第五章 山道の散歩

 

レプリコーンがいなくなると、私はトーストをごみ箱に投げ入れ、汚れたお皿を流しに置いた。二日前であれば室内に入り瞑想をしたであろうが、今はそのような気は起こらなかった。その代わり、その日一杯は終点のない旅を続けることを決めた。珍しく雨が降っておらず、その夏経験した数少ない晴れた日の一つだった。しかしブルー・ジーンズとウールのセーターがないと寒かった。私はやせていたので身に付けられるものを全部身に付ける必要があるのである。

残念、と私は思った。レプリコーンが私に数キロの脂肪をくれて暖めてくれたらよいのに。そう言えば、背丈１６０センチの私に対し、彼の背丈は私の肩くらいで、彼は私の背丈を数センチ欲しいかもしれない。独り笑いながら、次の彼に会った時、この話を持ち出すことを覚えておこうと思った。

 

首にスカーフを巻き、玄関から出て、門をくぐり、左に曲がり、村と反対のほうの道に入った。前夜の雨水が道の両側の排水溝を流れていた。数分早足で歩くとT字路に出た。

右の道は、私が到着したときバスから降りた道へ下がっていく。遠くには岩だらけの海岸に続いている様子が見て取れた。左側の道を上がった方には寒々とした丘に続いている。坂を上がって もあまり親しみやすそうなところに出ないと思われ、自分の好みは当然ながら坂を下り海岸に行くほうだったが、敢えて私は道を左に曲がった。

私は普段しないことを何か経験したかったのだ。より覚醒するために、私が身に付けた意識・無意識の行動パターンを打破したかった。好きなときに食べ、睡眠をとり、話すような手馴れた生活パターンは私の意識を鈍らせかねない。私の通常の決まりきった行動パターンを変えることで、何かおもしろい経験が出来るかも知れない。私は腹を立てたり、ふさぎ込んだりするであろうか？ 私はすばらしく新しい観点や、意識の高まりを経験するであろうか？ 同時に私の意志の力を鍛え、私の体をもっとコンロールしたかった。もし私の過去生がギリシャ人であるなら、人生の美と快楽を信奉したアテネ人であったに違いなく、自己を律して厳しく禁欲生活を送ったスパルタ人ではなかったに違いない。だから今日はスパルタをたずねてみよう。

これらのことを考えながら、ゆっくりと坂を登ったが、さっそく気づきを得ることが出来た。つまり、私は禁欲生活をすることによるご褒美を期待していたのだ。気づかないうちに、私の心は散歩に目的を設定していた。私は、目的を忘れ、周囲の美しさに集中するように自分に言い聞かせた。

郊外のアイルランドでは、魔法がほとんど手に取れるほどの存在感を持っていて、もっとも敏感な人々はこれを感じ取ることが出来る。風はそよぎ人に歌いかけていて、私は自分のオーラが浄化され、魂の高揚を感じることが出来た。

私の足取りは、坂を登っていくにつれ軽くなってきた。角を曲がると、道の左側に小さな墓地があるのが見えた。今日は、すべての重要な道が左側に続いているようだと思い（左は私たちが創り出したことを突き崩し、破壊する方向だとされる）、私はそちらの方向に向かった。

墓地に近づくと、そこは雑草が生い茂っていた。腰の高さまで積み上げられた石塀で周りを囲まれ、その墓地にはおよそ五十の墓碑が立っていた。正面には鉄の門があり、それを押し開ける際、錆びた蝶番はキーという大きな音をたてた。

私は決して墓地を好きになれなかった。私の前のパートナーであるビルは、墓地に軒並みならぬ関心を持っており、一緒にいるときは、世界中の墓地を訪れたものだった。地面の上に何層にも棺桶を積み上げたメキシコの墓地から、バリ島の埋葬場に至るまで。私が墓地を嫌いなのは、死者の魂が私を引っ張るのがわかるからだ。それらに対して楯を立てたとしても、彼らの存在の感じは消えない。別に死者、超心理学者が『受肉できていない存在』と呼ぶ存在と話をすることが嫌なわけではないが、私が友達を選ぶのと同じように、話し相手は自分で選びたいのだ。亡くなった父や知人と話をするのは珍しくなく、時には死者から生きているものへのメッセージを受け取ることもあった。しかし、同時に、物質世界に執着して墓地を漂っているのは、最も好ましからざる魂であることもわかっていた。

気の楯を張り巡らし、私は警戒しながら、しかし敬意を持って墓石に近づいた。雑草が生い茂っていたが、墓地はまだ使われているようだった。幾つかのお墓には花が植えられ、地面には色あせた花が積み重なっていた。私は、お墓を一つ一つ歩き、石に刻まれた日付と名前を見ていった。多くは百年以上もまえに早死にしていた。これは恐らくジャガイモ飢饉の最中になくなった人々だ。

墓地を出て、後ろ手に門を閉めて、私は目的のない散歩を続けた。すぐに開放感が感じられ、霊たちが鉄門と石塀の外に出られないことがわかった。

墓地の左側には深い轍がついた急な上り坂が続いていた。くぼみと茨をよけながら、私は素早く頂上に上った。すると驚いたことに廃村跡に出た。建築物はすべて崩れていて、かつては小さな石の家の基礎部分が残っているだけだった。明らかにかなり長い間人が住んでおらず、そこに住んでいた人たちが下の墓地に眠っているのだろうかと私は考えた。

目の前には茶色の高原がうねっていた。日乾し中の泥炭の山があり、地面の濃い線が芝土がとられた場所を示していた。さっき出てきた墓地に感じはよく似ている。最初その高原には人がいないと思ったが、遠くのほうに四人家族が泥炭を積んでいるのが見えた。彼らは私の存在には気づいてないようだったので、このまま立ち去るか、彼らに話しかけるか大変迷ったが、話をすることを決め、私は彼らのほうに歩み寄った。

彼らは私に気づいたが、仕事の手を休めず、私は彼らの邪魔になっているのだろうかと思った。二人の子供は四歳と五歳ぐらいで、小さなバケツと鋤で、海岸の砂遊びのように、芝土で城を作っていた。親たちは、芝土の湿った面が乾くように積みなおしているところだった。彼らは、長靴、ブルージーンズと、厚手のアイルランドのウールのセーターを着ていた。

私は声が届く距離まで近寄ってから言った。

「こんにちは」 彼らは手を止めたが、黙ったまま私が近づくのを見ていた。彼らは会話をするのを嫌がっても喜んでもいないようだったが、きっと二三の質問ならしても大丈夫だろう。

「私はアイルランドのことはよく知らないのです」 私は言ったが、私の容貌を一目見ればそれは明らかだったろう。

「それで思っていたのですが、この泥炭は誰が使うのですか？」 答えるのは男の仕事のようだった。

「村の家族はそれぞれが丘の一部を持っていて、自分の泥炭は自分で切り出すんだ」彼は泥炭切り出し用のシャベルのようなものに寄りかかりながら言った。

 

私は周囲を見まわして、境界の印、あるいは区画の境界になりそうなものを探したが、何も見えなかった。

私の当惑した表情を見て、彼は誇らしげに言った。

「各々の土地は代代受け継がれているんだ」 なるほど、だから境界の印は要らないというわけだ。子供の頃から決まった土地で家族の芝土を切りに来ているので、誰も他の人の土地に侵入することはない。これはまだ、地域の村人だけの土地なのである。

手順の全部を理解しようとして私は尋ねた。

「切り出しはいつやるのですか？」

「春に切り出して、積み上げて乾かす。乾燥は、すぐに、出来るだけ雨が降らないうちにやってしまうのが望ましいのだがね」

と彼は頭上の黒い雲を見上げながら笑った。

「それらを取りこんでその年に使う。家にセントラル・ヒーティングがあっても、大部分の人は泥炭を使っている」

泥炭の燃える甘い香りを思い出し、アイルランド人が泥炭を止めたがっていない理由をすぐに理解した。私は夫婦に泥炭について教えてくれたことのお礼を言い、芝土の湿地を歩きつづけると遠くに村が見えた。

この時点で私が円の四分の三ほど歩き、私の小屋の裏の丘に戻ってきていることに気づいた。私の小屋は見えなかったが、通りとオツールさんの農場は見て取れた。くたびれた道が丘の下に続いていたので、それを通って家に戻ることにした。小屋に着く頃には夕闇が迫っていて、暖炉には泥炭が私を迎えてくれた。オツールさんは既に来て去っていたのだ。私は夕食をつくり、火のそばに腰を下ろし、一日を楽しく思い返した後、早めに床についた。

 


第六章 市場の日

 

次の朝、私はまたエレメンタルたちにビックリさせられるのが嫌だったので、ゆっくりと起きた。目を半分開けながら、毛布の端を注意深く覗いたが、嬉しいことに私は一人だった。

私は起き上がり、枕を腰の後ろに積み上げ、フランネルの寝間着の上にセーターをかぶった。何と言う贅沢だろう。これが朝瞑想する最初のチャンスだった。時間は刻々と過ぎていて、もし私が瞑想しなければ、悟りへの道を進むことなく、一ヶ月はあっという間に過ぎてしまうだろう。今日は、まずゆっくり瞑想をし、朝食後も少し瞑想をし、午後は散歩に行こう。一日の計画を立て、私は目を閉じ、呼吸に集中し始めた。丁度静かな状態に入ったとき、突然玄関の大きなノックの音で我に戻らされた。掛布団を投げ出し、冷え切った床に足を下ろし、素早く靴下をはいてから、玄関に走った。

アイルランドでは寝間着では人に会うことが許されていないのではないかと思い付き、私はドアを少しだけ開けた。茶色の短いストレート・ヘアの若い女性が私に笑いかけた。

「こんにちは。私はモーリーンで、オツールの娘です。隣町の市場に行くところだけれど一緒に行きませんか？」

彼女はオツールさんとはちっとも似ていなかった。ほぼ私と同じ背丈、多分二十代中ごろ。ボーイッシュなボブヘアで、モーリーンは母親の突飛な容貌を何一つ持ち合わせていなかった。彼女のような平均的な小さな町の少女の見かけなら、北アメリカのどの郊外に行っても大丈夫だろう。オツールさんとモーリーンは古いアイルランドと近代的なアイルランドの違いを素晴らしく例示していた。

私は素早く彼女の申し出を検討し、それを受け入れた。明日も瞑想は出来るし、これはその瞬間に生きる練習だ。

「誘ってくれてありがとう。是非ご一緒させて。いつ出発するの？」

「三十分で迎えに来ます」 と彼女は答え、キビキビと門のほうに帰って行った。私はドアを閉じ、素早く着替え、紅茶とトーストを友人のレプリコーンの為に余分に用意してテーブルに残しておいた。彼はどこにもいないようだった。きっかり三十分後、車が門の前に停まった。玄関を開けると七歳くらいのスリムな少女がいた。彼女はサマーフロックにセーターといういでたちであまり暖かそうにはみえず、ひざ下までの靴下に都会風の靴を履いていた。彼女の肩まで来る髪の毛は両側で二つのクリップでとめられていた。

「私はシャノンといいます」 と言ったが、明らかに「アメリカ人」を迎えに来る仕事に喜んでいるようだった。

「出かける準備が出来ました」 彼女の後に付いて通路を出て行き、待っている車のほうに向かった。後ろのドアが開き、中に入ると隣はもっと小さな子だった。私は話し掛けた。

「私はタニス。あなたの名前は？」 彼女は五歳くらいの少女で、シャノンよりもふっくらしていて、母親と一緒のボーイッシュな茶色のショートヘアだった。

「私はブリジット」 と彼女は答えたが、彼女の歯の無い笑顔は彼女の祖母を思い出させた。前の助手席に座っているモーリーンの隣には、がっちりしたハンサムな男性が座っていて、ルームミラーで私を見ていた。彼は笑いながら言った。

「俺はブレンダン。小屋での生活は落ち着きましたかい？」 彼のややいたずらっぽい響きから、このような原始的な環境にわざわざ住みに来る外国人に対する驚きが感じられた。田舎のアイルランドの大部分の若い世代は、そのような小屋を近代的な家と交換するので、ブレンダンやモーリーンは私がなぜそんな原始的な場所を選んだのか理解に苦しんでいるようだった。

「小屋は快適です。静かな環境が好きなもので」 ブレンダンは更に聞いてきた。

「寒くはないかね？」

「確かに夜は寒いです。火をおこすのをお母様に助けていただいています。まだ私はコツがつかめていないもので」

と私はニヤニヤしながら言った。とりあえず好奇心が満足したのか、ブレンダンは車のギアを入れ、道を飛ばし始めた。垣根の様子ははっきり見えなくなり、私はドアの取っ手につかまりながら、ここで対向車が来たら決してすれ違うことは出来ないであろうと考えた。その道はどうみても一台分の幅しかなかった。カナダでは、そう思ったら注意深くゆっくり走ろうとするだろうが、アイルランドではスピードを上げて他の車に出会わないことを願う傾向があるようだ。やっと主要道に出て、私は安心して、腰を席に落ち着けた。

 

通り過ぎる左側の丘と右側の海を見ながら、私は想いにふけった。私が到着してからわずか三日だが、もっと長い時間が過ぎたような感じがする。このように外出して正しかったのだろうかと疑問に思い始め、この外出の理由付けをする為に、必要なもののリストを頭の中につくり始めた。

家と家の間隔が詰まり、数分後町のメインストリートに到着した。ブレンダンは駐車スペースに車を入れ、エンジンを切り、ドアを開けた。私たちは外に出た。一言も発することなく彼は一人で道を進んでいった。モーリーンと子供たちは彼の後を追う風でもなく、私はモーリーンたちと一緒にいることにした。

驚いたことにモーリーンとブレンダンは反対の方向に向かう前に、何ら約束ごとをしなかった。彼らの間ではすべて理解しあえているようだった。その前の日泥炭を積んでいた夫婦の間にあったテレパシーのようなものを感じた。おそらくモーリーンとブレンダンは何回もこのような外出をしてきており、話をすることなく相手が何をするのか分かり合えているのであろう。

私が面白がっている間、モーリーンは子供の手を取りながら、幾つかの市場の出店が出ている道を歩き始めた。テーブルの上には新品と中古品の山があった。多くの出店には人がおらず、店の人は隣近所と話していて、商品を売るよりも話のほうを楽しんでいるようだった。

少女たちは髪留めクリップや、リボン、色付きのタイなどが所狭しと置いてあるテーブルにモーリーンの手を引いていった。モーリーンはそれに逆らわずについて行き、少女たちは商品を選び始めた。

私は、多くの土地の人がアラン・セーターを着ていることに気づいたが、それらはとても暖かそうで、とても似合っていた。私はモーリーンに近づき、どこでセーターを買えるのかと尋ねた。

「市場では買えないわ。デパートに行かなくては」 彼女は答えたが、少し考えた後、こう言った。

「向こうのマーフィーの店にジャンパーがあったはずだわ」 と私にその店の方角を示してくれた。私は彼女が示す方向に歩き始め、すぐに窓の上に金と黒でマーフィーと書いている古い木製の店先に出た。私はドアを開け中に入ると、中は黄色い電灯が点いていた。ありがたいことに彼らは蛍光燈を知らないのだ。店の真ん中のカウンターの上には古いキャッシュレジスターがあり、その向こうでは若い女性が私のほうを向いて微笑んでいた。私はアイルランド系で、アイルランド国外であればアイルランド人に見える。髪は赤毛で、目は輝いていて、表情は私の友人に言わせれば『伝染性の笑顔』である。しかし、彼女とその他の全員が私はよそ者だとわかるのは、なぜだろうか？ 何かそぐわないものがあるのだろうか？ と私は思ったが、これは初めてのことではない。若い女性はカウンターから出てきて、すばらしく軽快な声で言った。

「いらっしゃいませ」

「アラン・セーターを探しているのだけれど」

「手編みですか？」

「ええ」とは答えたが、『韓国製』のものよりどの位高いのだろうか？ 彼女が私を招き入れた店の奥には、何段も重なる木製の棚にあらゆる大きさと種類のアランセーターが置いてあった。サイズを計るように私の体を見た彼女は二つ目の棚からセーターを取り出し、私に手渡し、励ますようにこう言った。

「これがぴったりだと思います」 頭を通すとそれはまさにぴったりだった。腕の長さも丁度よく、腰のところを少し抱きかかえているようだった。既にすばらしい暖かさを感じながら私は聞いた。

「少し小さくないかしら？」

 

「いいえ。もう一枚のセーターを脱げばぴったりです」 丘陵の強風を思い出しながら私は言った。

「寒いのは嫌なのだけれど」

「それを着ていらっしゃれば寒いことはありません」 微笑みながらセーターを指差し彼女は言った。

「これはとても暖かく、耐水性ですから、もし水に濡れたとしても冷えません」 納得し、私は値段を尋ねた。

「５５ポンドです」 私が驚いたように見えたのであろう、彼女は急いで付け加えた。

「ここのセーターは一つ一つがユニークですから」 彼女は棚から更にセーターを取り出し、私に色々な模様を見せてくれた。これらのケーブル・ステッチは、漁師の結び目に由来しており、それぞれ名前がついているのです、と説明した。

「いただくわ」 と私は宣言し、財布を取り出しお金を出した。彼女はレジを打ち、決して後悔はしませんから、と言いながらセーターを渡してくれた。私の任務は完了し、もう静かな小屋を懐かしく思い始めていた。

賑わった道を素早く市場に戻ると、モーリーンがリボンの代金を払っているところだった。少女たちは私に駆け寄り、新しい飾りを自慢した。私がまあ奇麗と誉めると、彼女らは嬉しそうにして私の手を取り、母親のもとに私を連れていった。

モーリーンの用事が終わる頃に丁度ブレンダンも戻ってきた。幾つかの出店をひやかした後、私たちは小さなカフェに入り、このような田舎町の食事の必需品、フィッシュ・アンド・チップスを食べた。脂っこい食事を、温かいミルク・ティーで押し流し、私たちは車に向かった。町はほとんど見ていなかったが、私は帰ることで満足していた。

 


第七章 具現化のガイドライン

 

小屋に戻ってくるとソファの上にレプリコーンは座っていたが、私が今さっき買ったばかりのアランセーターとまったく同じものを着ていた。

「今日は楽しかったかい？」 彼は私に挨拶したが、椅子の背に広げた両腕は彼が人間の男らしい姿勢を研究したに違いないことを示していた。彼のリラックスした暖炉際の様子に笑い始めながら、私は彼の隣に座った。

「今日は物をつくりだすことについて話をしようと思ってね」 彼は楽しみを打ち切りたがっているようだった。

「人間は自分たちが物を作り出すのが上手くないと思っている。十分な食べ物や住む所や、着るものを創り出すために一生懸命に働かなくてはいけないと信じている」

『着るものを』というところで、彼のセーターを大きなお腹の上で伸ばしてみせ、私が隣町までわざわざ行って、探して、買い求めたものと同じセーターを彼が簡単に創り出すことが出来ることを示していた。

「確かに人間が住んでいる世界は濃くて、そこではものを創り出すことはそれほど簡単ではないかも知れない。でも人間たちが気づいていないのは、何かを欲しいといった考えによって、他の次元では現実を創り出しているということだ。もしこれらの考えをひっきりなしに打ち消さなければ、君たちの次元にこれらの考えを持ち込むことは簡単だ」

私は自分の態度を改めたかった。

「どうやってやるの？」

「人間たちは宇宙に二つの相反したメッセージを送っている。一方ではこれこれが欲しいと。他方では、お金や教育が足りなかったり、ショーンやモイラが持っているから、という理由で持てるはずがない、といっている。このように矛盾するメッセージを送っているから、人間たちは欲しいものを手に入れることが出来ないのだ」

彼は生意気そうに私のほうを見て、続けた。

「エレメンタルにはこのような問題はない」

「わかったわ」 私は彼のセーターをじっと見つめながら、彼が秘密を打ち明けてくれるのを待った。

「私たちは何が欲しいかを考えると、私たちの感覚を拡げ、それを見たり感じたりする。するとそれは現れるのだ。エレメンタルはそれがうまくいくと信じているから、これが出来る。エレメンタルが年を重ねたり、強くなったりすれば、もっとエネルギーをそれに注ぎ込むことが出来るから、欲しいものを創り出すのがどんどん上手になる。」

レプリコーンは間を置き、背もたれから腕をはずし、思慮深げにあごを掻いた。

「ものを創り出すにはエネルギーが必要だ。小屋を創り出すのであれば、ものすごく大きなエネルギーが必要となる」

そのようなことの重大さを強調するように、部屋を見回した。そして私が誤解しないように急いで付け加えた。

「それが出来るのはそれほどたくさんはいない」

「あなたの着ているセーターは素敵ね」 と、ものを創り出す本題に話を戻すように私は促した。

「私のセーターと同じように、それを着ていると守られて暖かいわけ？」 彼は刺すような目つきで言った。

「そうとも言えるし、そうでないとも言える。君たちの現実は、より多くの実質、濃さがあり、しばしばエレメンタルに栄養を与えてくれる。私たちは自分たちの濃度とエネルギーを増し、ものを創り出すことが出来るように、君たちの現実からエネルギーをもらう。だから人間や人間の物に惹かれるのだ」

「人間がトマトを見るときには一つの次元でしか見えていない。エレメンタルがトマトを育てるときには、他の次元でそれを美しくし、その美しさが君たちの次元に忍び込み、光と輝きを与えているのだ」

それまで、私の友人は話しながら、ずっと火の消えた暖炉のほうを見ていた。私は彼の言葉に集中していたため、彼の目線を追っていなかった。赤い光が目に入ったので振り向くと暖炉に火がともっていた。私が瞬きするとその火はすぐに消えてしまった。火が燃えているのは彼の現実のみで、私の現実では冷えた暖炉があるだけだった。私は自分の感覚を開き、彼の火から熱と泥炭の匂いを感じ取ろうとしたが、何も感じられなかった。

私の考えを追ったのか、レプリコーンは私のほうを向き、言った。

「人間たちが持っている話のなかに妖精の世界を訪れ、そこでは美しい音楽や着物や食べ物があるが、それらを食べようとすると味も実態もないとされている。これがゆえに、人間たちは、騙しだとか引っかけだとか私たちを批判する。私に言わせれば、私たちが住んでいるこの小屋もいんちきや引っかけなのであろうか？」

「もしもそれが固くて触れられるものか、というのであれば、それはそうね」

「じゃ、この小屋は固く見えるのかな？」 と彼は聞き、私の答えを待つことなく暖炉のほうに向かい、彼の腕を石の壁に通してみせた。彼はウィンクしながら、挑んできた。

「では、これはどうやって説明できる？」

「あなたには出来るかも知れないけれど、私には出来ないわ」

「それは違う。君にも出来るんだ。ただ自分で出来ると信じているかどうか、それが違いさ」 彼は暖炉のなかから腕を引きぬき、椅子に戻った。深呼吸を一つし、彼の哲学者風の態度を保ちながら、話を続けた。

「人間の科学者の最近の発見によれば、君や私や、これらもろもろのものは……」 と彼はソファや壁や暖炉を指して言った。

「……固くない。水や他のものと同じような隙間がすべてのものにはある。人間やエレメンタルはこの隙間のことをエーテルと呼び、このエーテルから私たちの大部分ができている。人間とエレメンタルが違うところは、エレメンタルはエーテル界のことをよく理解しており、実践的な知識をもっていることにある。だから私たちは、時間や空間を旅したり、欲しいものを簡単に作り出したり出来るのだ」

火に目を戻しながら、彼は説明した。

「私が私の現実で火を起こせるように、君にも出来る。ただ、集中してそれが可能だと信じることが必要なのだ。インドには食べ物をいつも創り出している賢者がいる。人々は彼らを特殊な先生と慕っている。確かに何人かは古い魂だけれども、彼らはそれが可能だということを発見したがゆえにそれらのことが出来るのだ」

彼は姿勢を直し、続けた。

「フィリピンにはサイキック・サージャンがいて、人の体の中に手を突っ込み、病気を取り出したりする。これも同じように彼らが信じていることからきている」

彼の人間界に対する膨大な知識に驚き――もっとも初めてではないが――彼は私から得ているのではないかと思った。彼が言及した両方の例を私が知っていたからである。

私の考えに気づき、彼はニヤっとし、説明した。

「君の記憶からこれらの知識を読むことも出来るが、自分でこれらの人のところに行って、見聞きすることだって出来るからね」

彼は目を火に戻し、黙って座ったまま待った。すると私の中に隙間が空き、火に向かって広がっていくのが感じられた。すると記憶が甦ってきた。私のスピリチュアル・ガイド、内部世界のマスターたちが過去数年にわたって私にくれた指示の記憶だ。数回にわたって、彼らは私はエーテル界の情報を受け取るほうが、情報を送るより上手いと教えてくれていた。私が欲しいものを創り出す能力を向上させる為、集中力の訓練をするように言われてもいた。その訓練の一つとして、暖炉の前に座り、暖炉にたきつけ・紙・木などを置いて、マッチなしに火をつけることを想像するというものがあった。何回かトライしてみたものの、成功していなかった。レプリコーンが言うように、これは自分がやろうとしていることが不可能だという私のなかに根深くある信じこみによるものだった。他の人間の能力は信じることが出来ても、私にそれが出来るという直接的な個人的経験は持っていなかった。

私は尋ねた。

「火をつけるのと同じように消すことも簡単に出来るの？」 彼は信じがたそうに言った。

「もちろんだよ。物を出すのも消すのも原則は同じだ。火が欲しいと集中してイメージを見たなら、それが起こる。冷え切った暖炉を考えたなら、その通りになる」

 

「あなたは前に人間が、あなたがたの世界の宝石や食べ物がひっかけだと人間が考えていると言ったわね。それは私の現実において私にとって真実味があるのと同じようにあなたにとっても真実味があるの？」

「それはあまり正しい質問の仕方ではないね」 彼は私を訂正し、頭の後ろに組んでいた手をはずし、お腹の上に置いた。

「私たちが創り出すものに生命力があるのか、と聞くのであれば答えはイエスだ。私たちの食べ物を食べることも出来るし、宝石も本物だ。しかし、私たちの世界における君がたの現実の生命力ほどの力はない。だから、私たちの世界の生命力で私たちは生きていくことができるが、大部分の人間たちを生かしていくことは出来ない。エレメンタルは人間の食べ物のエッセンスで生きていけるが、ほとんどの人間はエレメンタルの食べ物のエッセンスでは生きていくことは出来ない」

彼は間を置き、意味ありげに私のほうを見、続けた。

「ここでほとんどの人間と言ったのは、例外があるからだ。時々、長い期間にわたり人間をエレメンタルの世界に招き入れることもある。普通はその人の一生涯全部だ。しかし、これはまた別の話だな」

そう言い終わると彼は立ち上がり、立ち去ろうとした。私が彼はなぜ行ってしまうのだろうと考え始めたら、彼は答えた。

「私はやらなくてはいけないことがあるし、そのうち私たちの友人、オツールさんがもうじき火を点けにやってくる」

こう言い終わると彼はゆっくり消えた。最後まで残ったのはアランセーターだった。数分私がそのまま座っていると、門が音を立てて開き、ドアにノックの音がした。オツールさんの到着である。

 


第八章 時を超えた時間

 

翌朝、私は朝食を終え、ソファに座って二杯目の紅茶を飲んでいた。友人のレプリコーンに入れた紅茶は床の上でさめかけていた。それまで三十分ほど、私のなかには不安感が渦巻いていた。夏は終わりかけていて、ここについて以来悟りに近づいた感じはしない。私は賢い時間の使い方をしているのだろうか、それともただ時間を無駄にしているのだろうか？ 私は残りの滞在の計画を立てようとしていた－ － 瞑想、断食、沈黙。この計画は私を喜びで満たしてはくれなかったが、目的の為には必要なもののように思えた。しかし私は行動を起こしたくなく、さまざまな瞑想テクニックや断食方法を検討し、私の計画の詳細を埋め続けていた。少しはバラエティがあったほうがやる気も出るというものである。

 

一日の行動を始める気がせず、部屋のなかをだるそうに眺めていた。寝室の入り口で私の目は突然止まった。そこに体のない頭が三つ現れた。壁に飾られた生きた剥製のように、友人のレプリコーンと二人の子供の頭は縦に並んで、大きな笑顔を見せていた。私は吹き出してしまい、その瞬間私の不安もすぐに消え去った。

レプリコーンは目をパチパチさせながら言った。

「そうだ、その調子だ。君はこの悟りというものを真剣に考えすぎている」 三つの顔はドアの枠から消え、友人は再び現れたが、彼はアランセーターを着ていて、その短い足はソファの端から零れ落ちていた。自分のアランセーターを見下ろしながら、彼は聞いた。

 

「これどう思う？」 すると緑のシロツメクサが彼の大きなお腹一面に広がった。私は正直に答えた。

「ちょっとハデ過ぎるわね」

「じゃあ、これはどうだい？」 今度は一つの大きなシロツメクサが胸に広がった。そちらのほうがおとなしかったが、それでも私の趣味からはけばけばしかった。

「元の模様のほうがいいわ。充分繊細だし」 彼は不満の声を上げたが、シロツメクサは消え、人間が普通ピンを留める左の胸に七～八センチのブローチとして現れた。

「ああ、退屈だあ」 わざと人間の俗語を使い、自分の賢さに歓喜の声を上げ始めた。

「さて」 とまじめな顔に戻りこう言った。

「瞑想よりこちらのほうが楽しくないかね？」

「ええ、そうでしょうね。でもここにいる本当の目的に集中し続けないで、時間を無駄にしているのではないかと心配なの」

「まったく人間らしいことだ。目的は崇高で深刻なものでなくてはならず、楽しみであってはならないという訳だ」

「確かに楽しみは時には大事だと思うわ。でも私たちの今の状態ではなくて、どこに向かうのかに集中しなくてはいけないのじゃないの？」

彼は、賛成した。

「おお、その通りだ。それは人間がお得意なことで、今年の夏私に君が教えてくれる一つのことだ。人間はエレメンタルに集中と方向性を教えることが出来る。ご存知の通り私たちの時間の感覚は違うからね」

私は黙ったままお茶をのみ、彼が続けるのを待った。彼は学者風の姿勢を取り戻しながらいった。

「人間は始まり、中間、と終わりがあると思っている。つまり過去、現在、未来だ。君ら人間はこれらの時間を小さな固まりとしてみている。エレメンタルの持っている時間との関係とはずいぶん違う。私たちにとって、選択肢はさまざまあり、一つの可能性に縛られることはない。人間は過去は一つで、将来も一つだが、あらかじめ知ることは出来ないと思っている。だが私が君を見れば、君が経験してきたすべての選択肢を知ることが出来る。この生だけでなく、過去生の選択肢もね。それも、君がいると思っている道の過去生だけではなく、君が経験できたすべての選択肢も含めてだ」

私はこれらの考えを聞いたことがあることを示そうとして、口をはさんだ。

「セトが書いた本に『OVERSOUL SEVEN』というのがあるわ。そこでは魂が様々な人格、様々な時代に同時にいることを説明しているけれど、あなたが言っているのはこれを同じこと？」

「その通り。君は理論を理解しているが、その経験を覚えていない。それが私たちの違いさ」

「でも私は私の過去生をたくさん覚えているけれど……」

「ああ、でもそれは同じ道におけるものだ。他の道における人生を経験してみたいかい？」 私は経験したくて声をあげた。

「もちろん！」 彼は私の熱意に微笑み、こう言った。

「かつてエレメンタルと一緒に人生を過ごしたことを知っていたかい？」 私は待ちきれずに聞いた。

 

「いいえ。なにが起こったの？」

「人間の進化に入るこむエレメンタルがいることは前に話したな。何人かの人間はエレメンタルの進化に入り、私たちのことを学び、私たちが人間から学ぶべき資質を教えてくれるためにそうした。彼らは『合成』であり、君はそのうちの一人だった」

自分について知らないことを聞くのは驚きだった。しかし、意識的な記憶はなかったが、体の中では彼の言葉は正しく感じられた。

友人は笑った。

「いや、記憶は持っているのだけれど思い出せないだけだ。君の時間の感覚ではこれは数百年前のことだが、エレメンタルはそれを読み取ることが出来るから、君がエレメンタルの友達であることがわかるというわけさ」

好奇心のかたまりになって私は聞いた。

「私はその生を思い出せるの？」

「もちろん」 と彼はまじめに答え、私に目を閉じるように促した。私が目を閉じるとすぐに地面をこするような長い茶色のスカートを履いている様子が目に見えた。落ち葉に覆われた道を私は歩いていた。私の周りには魅惑的な森があり、おのおのの木の生命力と個性が感じられ、私が望みの季節を想像すればそれが現れることが分かっていた。春が現れようとしていたが、私はそれに抵抗した。歩きながら耳を開くと、鳥や動物達が話し合っているのが聞こえた。彼らが何を言っているのかもすべてわかった。

私の髪は今より長く、私は今より歳をとっていた。四十歳くらいであろうか。私は美に囲まれていたが、悲しみにくれていた。私は去らなくてはいけないことが分かっていたからである。誰かが見ていることに気づき、振り向くと背の高いエレガントですらっとした男性が森の緑をきているのが見えた。彼は私が近づくのを見ていて、もうすぐ彼に届く距離になった時、尖がった帽子を脱いで、私の前で丁寧にお辞儀をした。彼の手は長く繊細そうで、彼の動きはよどみがなく華麗だった。彼の目は深緑で、若干傾いでおり、それは人間のものではなかった。

「おはよう、賢い者よ」 と彼は挨拶した。

「今日はどちらに？」

「私は死ぬのです」 私は囁いた。

「なぜ死を選ぶのですか？」 彼は聞いたが、彼の目には悲しみの涙があふれていた。

「私たちと一緒にいるのは楽しくないのですか？」

「もちろん幸せだったわ。森の魔法やその生き物たちとの話を懐かしく思い出すでしょうね。でも私の魂の何かがここを去るように求めているの」

彼の顔から悲しみが消えていった。

「ああ、魂の呼び声ですか。それには逆らえませんね」 私が瞬きをすると、自分が道を先に進んできていることに気づき、彼の姿が遠くなっていた。彼の「私たちを忘れないでくださいね」という声が聞こえ、それが森に木魂した。私は歩いていた方向に顔を戻すと、美しい光が私を呼んでいるのが見えた。私は地面を離れ、光に向かって上昇した。後ろを振り向くと自分の肉体が道に横たわっており、既に落ち葉に覆われかけているのが見えた。私は再び光のほうを向き、その中に入った。そこで意識を失い、それ以上何も思い出せなかった。

現在に戻り、目を開けると友人のレプリコーンは熱心に私を見つめていた。

 

「なぜ彼は私を『賢い者』と呼んだの？私はまだ中年だったのに」

「周りを見回したなら、ごく少数のエレメンタルしか年老いた見かけをしていないことに気づいただろうね。エレメンタルは年老いていても若い見かけを選ぶのが普通なのだ。ごく少数のみが……」 彼は彼自身を指差しながら付け加えた。

「本当の歳に相応しい姿をしているのさ」

「それに、」 と彼は言いよどんだ。

「君はあの生でエレメンタルに多くを与えてくれた。エレメンタルのやり方を尊重しながら、私たちが人間をよりよく理解出来るように人間の考え方や行いについて教えてくれた。当時エレメンタルは創造主になることを決めてはいなかったが、その種はまかれていた。エレメンタルの何人かは時代の流れに気づいており、それが教えを与えてくれる君や他の人間との出会いに私たちを導いてくれていた」

友人が話を止めた時に、彼の目に深い敬意と愛情を見ることが出来た。それは演技ではなく、誠実な感情だった。私のなかには、彼に対する愛、そして私が知っていても思い出していない他の人々に対する愛が溢れるのを感じた。

この瞬間の魔法を壊さないように私はそっと聞いた。

「森で会ったあの人・・・・。彼を知っているように感じたのだけれど、そうなの？」

「ああ、彼をよく知っているよ。彼と一緒に長い間過ごしているからね」 レプリコーンは明快に答えた。彼が情報を提供することに遠慮するようには思えなかったが、私は更に尋ねた。

「彼は今何をしているの？」

「本当にそれをみたいのかい？」 友人は軽くため息をつき、私が否定する答えを望んでいるようだった。ここは、彼の判断に任せることにしよう。

「多分、いつかね」 彼は咳払いをし、そして予告なしに椅子から飛び上がり空中に浮かび、床の上に降り立った。

それはサーカスで大砲から打ち出される人のようだった。そしてセーターを直しながら彼は言った。

「休憩の運動が必要だ」 そして目にもとまらぬスピードでソファの周りを走り始めた。一箇所を見ていると彼があまりに速いのでどちらに向かっているのか分らないほどだった。走り終わると床に寝そべり、エアロビクスとヨガの合いの子のような姿勢に体をよじり始めた。ここでもスピードは普通の人間の三倍はあった。明らかに彼は人間が同じようにしているのを見てきており、彼のみが出来る方法で、カリフォルニアとインドのテクニックを組み合わせていた。彼がこの体操をノームやゴブリンに教えている様子を想像し、私は笑い転げた。

「私の体操のどこがおかしいんだ！」 彼は手を腰に足を組みながら訴えた。

「なんでもないわ」 私は笑いを堪えようとしたが、うまくいかなかった。彼は顔を赤くして怒り、私をなじった。

「じゃあ、なぜ笑っているんだい！」 彼は私が馬鹿にしたと思っていることに気づいた。彼が人間の行動をマスターしようしている真剣さを考えれば、笑ったのは大きな間違いだった。私は誠実に、若干誇張されてはいたが、彼が人間を真似する時のように、最も申し訳なさそうな表情をしてみせた。彼は私を見て、その意図を汲み取り、大笑いし始めた。彼は椅子に跳んで戻って、まだ頬に涙を流しながら、こう言った。

「やった、やったよ」

「私が何をしたっていうの」 私には訳がわからなかった。

「私から一本取ったのさ」 彼は笑った。その瞬間、私はある種のレプリコーンの賞品を獲得したことに気づいた。私はエレメンタルを、エレメンタルのルールで出し抜いたのだ。そして私は人間とエレメンタルの間に、どのような行動基準の違いがあるのかと考え始めた。

「本当にあのような休憩体操があるの？」 彼はまだ微笑みながら答えた。

「あれらの体操は人間からもらったもんだが、それらにはきちんとした目的があるんだ」 私はニヤッとしながら口を挟んだ。

「つまり人間について学ぶ目的以外に？」 私のほうに指を向け、友人は答えた。

「気をつけないとエレメンタルになるぞ……」

「そしてあなたは人間にね」 と私は応酬した。

「うまくなってきたねえ。良いことだ。しかしエレメンタルが人間から何を学んでいるのか教えてあげようか？」

「お願い」 私は自分の気持ちを抑えることが出来なくなっていた。ひょっとしたら彼に感染し始めたのかも知れないと思った。私がこれに気づいたことに微笑みながら、レプリコーンはその通りだと頷き、更にその内容について話し出した。

「私たちはお互いに栄養を与え合っているのだ」 私に向かって与え合っている手まねをした。

「人間がエレメンタルと付き合うと、彼らはよりエレメンタルになるが、逆も真だ。人間にしては君はとても遊び好きで、子供のような性格を持ち、そのユーモアのセンスは悪戯っぽい。どこからその性格が来たのだと思うかね？」

興味がそそられ私は答えた。

「私の母方から来たのだと思っていたのだけれど」

「確かにそうだ。でも彼らは皆アイルランド人ではなかったね？ では、アイルランド人はその性格をどこから得たのだろうか？」

彼が要求している結論がわかってきていた。

「レプリコーンから？」

「その通りだ」 私が彼の『理屈』を理解できることに嬉しそうに頷いた。

「君の性格にエレメンタルな面がある、もう一つの理由がある。君がエレメンタルと一緒に過ごし、協働した生は一回だけではなかった。この前見たのはその内の一つに過ぎない」

「ということは、もし私がエレメンタルから、楽しみ、悪戯っぽいユーモア、即妙さを学んだのなら、私はエレメンタルにそれらの生で何を教えたのかしら？」

「概ね、責任感と愛に集約できる。ただこれらを身につけるためには、私たちは集中力を身につけなくてはならない。一つの話題に長い間集中することは難しい。私は数十年もの間訓練してきているが、普通のエレメンタルには容易なことではない。人間の物語でエレメンタルが出てくる時には、私たちは気分が変わりやすいと非難されている。人間に言わせれば私たちは一人を愛し、次に他の人を愛したから別れる、となっている。人間の基準では確かにそうだが、これは私たちが変化を好むからだ。全ての感情や、あらゆる新しいものを経験したがっているのだ」

彼は私のほうに目を向けたが、私は彼が話し出す前に彼の考えを読み取ることが出来た。

「ああ、これも君は私たちから得た力だ。君が同時に幾つもの経歴を持っていることを考えてみてごらん。君はセラピストで、自称オーガニゼーション・コンサルタントで、スピリチュアル・ティーチャー、今は著者、約二十の職に従事してきていて、何年も世界中を旅行して周っている。この変化を好むあたりは非常にエレメンタル的だ」

彼の言っていることに一理があったが、私が浮気性だとは思われなかった。私が反論をしようとすると彼は続けた。

「君は友人や愛している人たちに非常に忠実だ。しかしそれは君の責任感と愛の感覚が非常に進んでいるからだ。そしてこれこそが……」

と間を置き付け加えた。

「人間らしいところだ」 いくらか恥ずかしそうにし、友人は目を私から逸らした。なぜ彼が恥ずかしいと思ったのかわからなかったが、彼の次の言葉に驚かされた。

「ある意味では君に悪いことをしてしまっている」 彼を目を上げ、私の反応を見ようとした。別に悪いことをされている心当たりはなかったが、私はその理由を知りたかった。彼は体を私の方に向け、こう言った。

「エレメンタルと一緒に住むことにより、君は私たちのように飽きっぽくなり、集中力が損なわれた」

彼は全てを言い切ってしまいたそうにしており、こう続けた。

「それだけではなく、君は自分の人生に不満を抱いている。それは君の体と無意識の記憶においてエレメンタルと一緒に住んだ魔法をよく知っているからだ。人間の世界は君にとってそれほど魅力的なものではなくなってしまった」

集中力がないことは弱みだとはわかっていたが、それは容易に赦すことができた。私は長い間飽きっぽさと自己規律の欠如と格闘してきたからだ。しかし、彼が最後に付け加えた点、私が『本当の世界』にいつも不満を抱いている点に私は引っ掛かった。

私の目の前に、子供時代の映像が突然現れた。私が八歳か九歳くらいで、まだピーターパンが大好きな頃だった。私は成長しないで良いネバーネバー・ランドに行きたくて仕方なかった。その頃私の両親はトロントで金物屋を営んでいて、私たちは店の上のアパートに住んでいた。

ある日、両親が下で働いているとき、私は寝室の天窓から日光が入り込み、空中のごみのなかに虹が出来ているのを見つけた。それは子供が空を飛べるようにティンカーベルが振りかける妖精の粉のように見えた。私は箪笥を動かし、その妖精の粉の柱の下に置いた。椅子を使い私は箪笥の上によじ登り、上に立った。目を閉じて、私は妖精の粉の効き目を待った。太陽の暖かみを感じ、気分は盛り上がった。飛ぶことをこの上なく真剣に願い、私は箪笥から跳びあがったが、床にたたきつけられた。これに挫けず、箪笥の上にもう一度登り、再び跳んだ。ドタン。私がこれを何回も繰り返し、ついに傷だらけになり打ちのめされて床に転がっている時寝室のドアが開いた。

 

母は部屋の中を見て、何が起こっているのか理解した。困り果て、母はこう言った。

「跳ぶのは止めなさい。下のお店で聞こえるから」 そう言うと、彼女は部屋から出て行き、扉を後ろ手に閉めた。こうして私の少女時代は終わった。その時、いかに真剣に願いネバーネバー・ランドを信じていたとしても、決してそこには行けないことを悟った。私にとって妖精の王国は存在していたが、明らかに私はどこかが悪いため、そこには行けないのだった。

友人のレプリコーンはソファに座ったまま、私がこの記憶を再体験している様子を注意深く見ていた。私は聞いた。

「ピーターパンの話しが大好きだったのは、妖精の国に戻る入り口だったからなのね？」

「その通りだ。他の何度かの生で、君は人間の子供としてエレメンタル界を訪れていて、そこにもう一度戻りたかったのだ。しかし、当時のエレメンタルの進化上、それは不適切であり、君個人、また種族としての人間にとってもそれは適当なものではなかった。ピーターパンの物語が人間にとって重要なのは、人間がエレメンタルの世界にやってきて、制約や限界なしに遊べた魔法の時を思い出させるからだ。これは種族としての人間の記憶に含まれている」

「すると」 と私はもとのポイントに話しを戻した。

「人間世界に制約があるということが私は不満なのだけれど、これは治るの？」

「治す一つの方法は、これらの制約の大部分が想像のものだと気づくことだ。例えば、君は私を見て、私と話すことも出来るし、他の世界の多くの生き物とも同様なことが出来る。これはご存知の通りだな」

拒絶を味わった年月を思い出しながら私は言った。

「そうかも知れないけれど、他の人間たちはなかなかこれを信じてくれない」 彼は声をあげた。

「文句はいうのはやめたまえ。多くのエレメンタルにとって人間は私たちを殺す敵なのだ。私が人間を研究したり、人間と協働したりするのを、全てのエレメンタルがいいことだと思っていると思うかね？」

「ごめんなさい。そのとおりだわ」 私は気持ちを落ち着けた。

「いずれにせよこの私の不満感を他にどうしたらいいのかしら？」

「私たちが君に与えた全ての才能を楽しみなさい。笑い、楽しみ、好奇心と熱中する才能だ。これらの才能を君が発揮できれば、人々はひきつけられ、彼ら自身が持っている才能に気づくこととなる。私たち二つの種族が調和して協働することはとても大切なのだ」

「それから、今までの考えよりずっと多くのことが実現可能なのだと信じなさい。君が欲しいと思ったものは何でも作り出すことが出来る。これは膨大な力だ。しかしそうするためには君の集中力を鍛えなくてはならない。それはエレメンタルがそうしなくてはならないのと同じように」

「正直に言うなら、私が欲しいものならなんでも創り出すことができると信じるのが怖いの。それには重い責任が伴うものだから。私は完璧な人間ではないし、私が創り出すものが私や他の人にとって有害なものだとしたらどうなの？」

「恐怖心と良心を一緒にすると、君の人生でリスクを冒さないようになる。君の見る夢も小さなものとなってしまう」

私の友人はあきれ返ったように手を広げながら言った。

「君が気づかなくてはならないのは、既に君は十分愛情深く、責任感を持っているということだ。君はもう私たちに愛や責任感について教えているのだよ。覚えているかい？君は集中力を養わなければならない」

「わかったわ。エレメンタルがどのように集中力の訓練をするのか教えて」

「エレメンタルが人間と協働したら、考えを保持してお互いの創造力を高めることが出来る。過去にも、私たちは戦争や都市建設などの大規模なプロジェクトでこれをしてきた。また、人間のかわりに私たちが創造物を保ち続けて、人間が休むことが出来るようにしたこともある」

 

突然彼の顔が悲しみにあふれた。

「私たちの世界は過去数百年でずいぶん変わってしまった。人間の侵略により私たちは都市を捨て、世界の大部分を捨てざるを得なかった。人間の考えがたくさん入ってくるので、私たちの創造力を保持することが出来なくなっている。だからエレメンタルの現実で、多くの美と楽しみが失われてしまった」

彼が話している間、彼が他のエレメンタルたちに対して負っている責任の重さと、新しい生き方を作り出そうとする彼の熱意を感じることが出来た。

「エレメンタルとしての種族のために、あなたがそれほど重い責任感を感じていることは驚きだわ」

彼は答えながら言った。

「確かにそうだ、それは普通のエレメンタルとは違う。しかしこれこそが私が属しているグループが創り出そうとしていることなのだ」

責任というものの重みをよく分っている私は言った。

「あなたは上手にやっているわ。既にほぼ人間らしい感情を持つことに成功しているけど、それによって悲しみを感じるようになってしまうのは残念ね」

「私たちはお互いの進化から何かを学び取るときにそれぞれ自分の一部を失う。人間が悲しみを感じるのは、任務と責任感の重みで、楽しみが失われてしまうからだ。私たちエレメンタルは、責任を負担しても、私たちのエッセンスを失わずに私たち自身を向上させる方法を捜し求めている」

「そうね。人間が喜びにあふれ、でも同時に責任感を持つことが出来ない理由はないわ」 彼は嬉しそうに言った。

「それに私は人間から学ぶこともあるし。私は愛を学んでいる。現在君たちは私たちよりずっと先を行っている。人間の友達や家族のみならず、他人に対する愛には感嘆すべきものがある。私たちは目の前の快楽を犠牲にして、愛を学んできている。もちろん全てのエレメンタルがこれを出来ると言う訳ではないが。私たちの進化にその種は植え付けられたのだ。スピリチュアルな人間と交わえば交わる程、私たちは愛について学ぶことが出来る」

私は突然気づいた。

「もし私があなたを愛したなら、紅茶やトーストと同じようにあなたの栄養になるの？」 彼は微笑み、いつもの笑顔が戻ってきた。

「勿論だとも。人間が私たちを愛せば愛すほど、私たちはこの感情を感じ、それを私たちの内部で作り出すことが出来る。食べたものが血肉になるという訳さ」

「エレメンタルが愛について移り気だとしても、地球に対する愛は変わらないのかな？」 と私はつぶやいた。

「それは私たちの本能だ。エレメンタルは美や楽しみを創り出すことを望んでいるから、この目的のために地球をより美しくする。私たちの仲間では私たち自身、あるいは他の地球上の存在に、今最も必要なものに集中している。これは以前にはなかったことだ。こうすることにより私たちは自由意思を育て、これこそが私たちが選択した目的なのだ」

彼の話しを聞いているうち、私は突然仏教徒が行うボディサトバの誓いに似ていることに気づいた。それは全ての意識を持つ存在が悟りを得て、意識的な創造主となるまで受肉を続けるというものである。

「そのとおりだ。私たちが最初に会った時、私たちはともに今年の夏同じ試験とイニシエーションを受けていると言ったのを覚えているかね？」

私たちの会話の流れに、重要な変化が起きていた。これまではエレメンタルと人間の違いについて考えてきた。ここでは私たちのどこが似通っているのかを把握することが出来ている。

「今日はここまででいいだろう」

 

彼は言い、あくびをし、伸びをした。

「君は外出し、頭をはっきりさせてから、今日の午後は瞑想を練習したらいい」

「これは夢なのかしら？」 と私はジョークを言った。

「私に瞑想をしろと言うの？ 瞑想をして欲しくないのだとずっと思っていたけど」

「瞑想は規律を強めるのにいい」 彼は立ちあがった。

「ただやりすぎて欲しくはないというだけさ。私たちは中間の均衡点を求めているのではないのかね？」

そう言うと、彼は消え、かすかな響きが聞こえた。

「ではまた明日」

 


第九章 普通の日

レプリコーンにとっての『明日』は、人間とは違った意味があるようだった。というのは、次に私たちが話しをしたのは何日も経った後だったからだ。

雨と灰色の霧に覆われた日々を過ごすうちに、私は生活のリズムを身につけていた。朝は八時ごろ起き、ウールのセーターを寝間着の上に着、ベッドの中で瞑想をする。ジメジメしており、湿気が肌にまとわりつき服の中にまで入ってくるのが感じられた。屋外と屋内ではほとんど気温差がないようで、寧ろ、ゴツゴツした石壁の為に室内のほうが気温が低いかもしれなかった。

九時頃、空腹を感じ、お茶を入れるために心地よいベッドを出る。水が沸騰するまでの間、蛇口のお湯を入れたビンを三本用意し、ソファの毛布の下に入れて席を暖めた。午前中は、その年に私が書いていた本「運命を紐解く（Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｄｅｓｔｉｎｙ）」の原稿の修正にあてた。これが終わるとダンテの『神曲－ 煉獄』に集中し、ダンテが上手に描写した地獄の各段階を通りぬける瞑想をした。

 

昼頃、トーストしたアイリッシュ・ソーダ・ブレッドを何枚かほおばった後、膝下の長さの「耐水性」のレインコートとクィーンエリザベスのスカーフを身につけ、道を海に向かった。この歩行瞑想で、私は人生で前向き・建設的でないものを解放し、前向きで建設的なものを受け入れた。誰にも会わずに黙ったままでいられるように村は迂回した。来る日も来る日も私は何時間も田舎道や海岸線を歩き、溢れくる波が私を縛ってきたものを解きほぐし、昔の恐れ・怒り・心の傷をほどくようにした。水の一粒一粒が古い私を溶かし、新しい種を植える苗床に栄養を与えてくれた。時々レプリコーンがこの散歩に付き合ったが、普段は私が黙って瞑想できるように私を一人にしてくれた。

ある日は、私は絶望の淵におり、私の涙は雨粒と混じった。心を痛ませながら私は一歩一歩足を前に進めた。他の日は、つかの間太陽が姿を見せ、私を人生の喜びと愛で充たしてくれた。野原に広がる黄色や白いアイリス、白いデイジーや紫のクローバーが太陽の光を受けて、その花弁を光らせた。海の上にかかっている虹を見ると素晴らしい将来が約束されているように感じた。

しかしこのような時は長くは続かなかった。ワーズワースが「模造品の永遠」で描いたように、無邪気な子供時代に戻り、自然に対して完全に目が覚めている喜びを思い出していた。すると私の血は歌を奏で、喜びが体の血管を巡り、私は今ここに自分がいられる幸運を祝った。

私が何を考えようと、どのような感情を持とうと、その散歩の間は、その経験に浸るようにした。これは非常に良い心の大掃除の機会だった。週に何回か私は食べ物を調達する為に村に入った。雑貨屋には好奇心に満ちた人の目が多かったが、時々「デイビッドソンの小屋での生活はどうだい？」と聞かれる他は、私は一人にされていた。私はいつもオツールさんの日参と泥炭の点火式に間に合うように戻るようにしていた。

オツールさんは私が昼間や夜何をしているのか聞くことは無かった。ある日、実家からチョコレートの箱をもらったので、お茶と一緒に彼女に勧めた。

「それは結構だこと」 と彼女は答え、つつましく一粒口に入れ、泥炭に火がつくのを黙って待っていた。数分後、泥炭の煙が部屋を独特のムスク的な居心地のよい匂いで充たしてくれたとき、私はチョコレートをもう一つ勧めた。歯の無い笑い顔を見せ、大切なお菓子をもらうときの子供のように目をぱちぱちさせながら、オツールさんは大きな欠片を取った。

オツールさんがいる時、友人のレプリコーンは時々一緒にいて、このときもそうだった。ソファの上に場所がないので、ダイニングルームの椅子に彼は座り、膝の上にノートとペンを取って、何か一生懸命書きつけていた。

オツールさんが去った後、彼に聞いてみた。

「何か発見がありました？」

「面白い、非常に面白い」 鼻メガネを彼の団子鼻の上に乗せながらイギリス人の教授のような声で言った。ノートブックの上を鉛筆でたたき、要点を強調しながら彼は続けた。

「君とあの甘い物好きの友達が一緒に座っていると、君らの周りのエネルギーが変わるんだ。普通君のエネルギーは泡をたてて流れる小川のように、岩のまわりで飛び跳ねたりしている。そして、彼女のエネルギーは寄せては返す海のようだ。君たちが一緒にいると、君が海のようになり、彼女が小川のようになる。つまり彼女は君に落ち着きを与え、君は彼女の悪戯好きを呼び起こすのだ」

彼はメガネ越しにこちらを見ながら言った。

「彼女にも私たちの血が流れているのに気づいたかい？」

「どんな種類のエレメンタルなの？」

「今まで君は接触したことがない身分だ」 彼はメガネをずり上げながら、見せびらかすように腕を広げて言った。

「彼女は牛人間なんだ。彼らは様々な動物と協働する。動物の考えや感情の全てを知っている。彼女は，動物に対してするように、君に対してもエネルギーを与えている。それが猫や犬と同じように君に影響する。彼女が牛や羊と一緒にいる時は、話す必要がない。お互いを分り合えているからだ。同じようなことが君と彼女の間にも起きている。あまり話すことはないが、お互いのオーラに入り込み、影響を与え合っている」

私は遮って聞いた。

「これがさっき私たちを観察した結果なの？」

「ああ。彼女が動物と一緒にいるのを見たことがあるし、君にも同じように影響が及ぶかどうか見たかったのだ」

私は彼のノートを指差しながら言った。

「あなたがそこにどんなノートをとったのか興味があるわ」

「だめ、だめ、だめ」 と彼は答え、ノートを胸にあてて隠した。

「見てもつまらないよ」

「いや、そんなことはないわ。あなたが物を書くなんて知らなかったから」 と私は反論し、前に乗り出してノートを覗こうとした。彼はさらに身を引きながら答えた。

「私たちには私たちの書く方法があるんだ」

彼の緊張と解くために私は深く腰を下ろした。

「つまりあなたは人間のように読み書きをしないという訳？」 レプリコーンはリラックスし、ノートを膝の上に戻しながら言った。

「その通りだ」 好奇心で一杯になった私は最高の笑顔を見せながら聞いた。

「あなたが何を書いたのかちょっとだけ見せてくれない？」

「君には理解できないと思う」 彼は警告したが、彼の態度が軟化してきたのが分った。そこで私は突然彼がノートを見せたくない一つの理由は、人間の読み書きの技術をマスターできていないことにあるのだと気がついた。これは彼のプライドを傷つけてしまう。そこで信頼と敬意を彼に投影しながら私は言った。

「あなたが人間を理解してきているように、エレメンタルについて沢山のことを学んでおきたいの」

友人は身を乗り出しノートを私の方に見せてくれた。そこには空白しかなかった。彼に目を戻し私は言った。

「やはり何も見えないわ」

「それはページに向かって私たちが何かを考えると、ページはそこに向けられた考えのイメージを戻してくれるからだ」

私にもう一度試してみるように促した。もう一度見なおしてみると、オツールさんと私がいた様子がホログラフのように記録されているのが見えた。人間の二次元のテレビの画像より、ずっと優秀な三次元のイメージだった。私の目にはそれでもぼやけ、フィルムのようだったが、十分に見て取ることは出来た。友人の方を振り返り、見えたことを笑顔で知らせた。

彼は笑顔を返しながら言った。

「これが出来るエレメンタルは多くはない。主に学者やヒーラーのみだ。エレメンタルは人間とコミュニケートするのと同じように人間の本を読むことが出来る。つまりテレパシーでだ。こうすればフランス語だろうとドイツ語だろうと読める。小説は著者がものを書いたときのイメージが読めるために易しいけれど、科学の本は著者がイメージで考えていなければ読むのは難しい」

「私たちの世界ではそれほど書く必要がない。エレメンタルは望んだものを考え創り出すことが出来る。記録は必要でないのだ。無論時間や空間も障害にはならず、過去や未来に行って、あったものや将来できるものを創り出すことも出来る。人間は空間や時間を旅行できないので物を記録にとどめる必要がある。私たちの学者が読み書きを習得するのは人間にそれが必要だからなのだ」

私はようやくエレメンタルが読んだり書いたり話したりするのは、目、手、口の動きよりは心の動きに関連していることが理解できた。同時に人間も練習しさえすればこれらのことが出来るようになることも気づいた。

「その通りだ。そして将来人間はそれが出来るようになる。人間はアトランティスではこの能力を持っていたが、それ以降忘れてしまっている。心の強さと意志の強さが全てのものを創り出す鍵なのだ。人間の世界はエレメンタルの世界より濃いから、欲しいものを創り出すために心だけでなく体も動かさなくてはならない。全般的に、人間の心はエレメンタルの心より強い、というのは何かを創り出すために、人間はより濃い現実の抵抗を意志の力で克服しなくてはならないからだ。このような抵抗が人間を強くする。残念ながら、多くの人間は意志が弱く、他人の考えや感情に追随している」

「潜在能力を出し切っていない人間のほうが、同じようなエレメンタルより多い。人間は受身過ぎる。しかし、やり方さえ分れば人間のほうがいかなるエレメンタルより強い創造力を持つことが出来る」

友人の考えを追いながら、エレメンタルが自分の体を使ってものを創り出すことがあるのだろうか、と思い始めていた。あるいは、全ては心の中で起こるのだろうか？

「靴職人は実際に物理的に靴を造るの、それとも靴を造っているという幻想を作り出すの？」

「私たちの職人ギルドは私たちの現実にとって物理的なものを造っている。彼らは他のエレメンタルと比べても、より重いエレメントを取り扱うことが出来る。職人ギルドは、物理的現実を取り扱う能力にかけては人間に似ている。人間のいわゆる昔話には、エレメンタルが作り出した傑作品をもらう人間の話がある。私たちの職人たちは宝石、金銀銅から素晴らしい装飾品を造っている。武器を造っているものもいるし、装飾を施した美しい本を造っているギルドもある」

「私たちのヒーラーも強い心を持っており、他の存在を癒す為に、花や木に生命力を一部提供してもらえるようお願いしている。木、人間、動物などを見るだけで、彼らヒーラーは必要なエッセンスが分り、自然界の他の存在からそのエッセンスをもらうことが出来る。自然界のあらゆる生物は、これらヒーラーにエッセンスを提供することで、創造主の神の計画に従っているわけだ」

彼が話している時、私は人間によるホメオパシーやアロマセラピーを思い出し、こう言った。

「人間にも同じようなヒーラーがいるわ」

「確かにいるね」

「人間がこれらのヒーリングを行っている時にはエレメンタル界と協働しているの？」

「そうだ。人間は食べ物を育てている時も協働している。農民が地面に種を蒔く時、素晴らしい実を持った強い植物に成長するイメージを造っている。人がこのイメージを維持しており、種が強く、良い土地で、適当な日光があれば、普通はその通りになるのだ。しかし、種を蒔くのはどこでも良いわけではなく、種まきにも自然との協働が必要だ。人間が自然が求めているものに耳を傾け、かつそのイメージを作り出すことが出来さえすれば、素晴らしい食べ物、美しい庭園、健康な木を創り出すことが出来るようになる」

 


第十章 晩のデート

 

私は家で一人で食べる食事に飽き飽きしていた。二台のコンロでつくる簡単な食事では私の心の栄養が不足していた。手作りの菓子パンを思うと唾液が出てきた－ － いやどんな菓子パンでもいい。散歩の途中村をちょっと出た所の海岸線に小さなホテルを見つけていたので、このような非常事態の為にとっておいたのだ。そこで午後の遅い時間に、一張羅のスカートとブラウスをタンスから取り、ベッドの上に丁寧に並べた。

外食の贅沢を想像しながら、その前に熱いお風呂を浴びるべきだと思い付いた。バスルームに行き、バスタブを住処にしているクモを注意深くどけて隅に寄ってもらった。

「そのまま待て」 と私が命令すると彼は従った。クモは猫みたいなものだ。人間の近くに住んでいながら独立心を放棄していない。古めかし大きな蛇口が軋んで音をたてるとすぐに蒸気が部屋を満たした。泡風呂がないため、流れるお湯にシャンプーを垂らし、泡立てた。冷気を避けるために素早く服を脱ぎ泡の中に滑り込んだ。

「気持いい」

ため息をつきながらお湯に沈み、目を閉じて至福の時を味わった。目を開けるとレプリコーンがトイレのふたの服の上に座っているのが見えた。彼は静かに私のほうを見ていた。私は洗い布をつかみ胸の上に乗せた。

「プライバシーはないの？」 私は彼のほうをにらみながら更に深くお湯に沈んだ。

「私を愛人か夫だと思って、これからデートに出かけるところだと思ったらどう？」 無関心を装うため足を組み彼はこう言った。彼の足が床に届いていたならもう少し説得力があっただろうに。

「デートですって？ 私は自分へのご褒美として、一人で外出しようと思っているの。出かけるのは私一人で、あなたと二人とではないわ」

「人間の最も大切な儀式の経験をさせてくれないというのかい？」 彼が言い終わる前に私は遮った。

「つまり？」 彼は怒ったように答えた。

「デートさ、もちろん」 私は、洗い布を胸にのせたまま、身を伸ばしお湯を足した。再び湯船に沈み、目を閉じて考えた。彼は新しい見方を教えてくれているし、一緒にいると楽しい。でも愛人になると思ったのかしら？

私がパッと目を開けると、彼は悪戯っぽく私のほうを向いてニヤニヤしていた。彼はユーモアを込めていった。

「その時々に考えてしたいようにすればいいじゃないか」 私をリラックスさせようと彼は学者の姿勢に戻って、聞いてきた。

「風呂はどうかね？」 私は笑いながら答えた。

「あなたも服を脱いで入ったら？」 彼は不満そうに言った。

「こっちは蛇口がある側じゃないか」

「もちろん、いつも女性がいいほうに座るものよ」 次の瞬間彼はあごまでお湯につかっていて、泡の上から彼の頭だけが見えていた。蛇口はどこかにいってしまい彼の背中側のタブは私の側と同じように滑らかなものだった。彼は寄りかかり、タブの縁に腕を広げ、からかうような表情で言った。

「なぜ無駄な苦しみをするんだい？ 私の世界では誰も蛇口の側に座ったりはしない」 彼の話とともに、蛇口がタブの横、私たちのちょうど中間点に現れた。彼は身を伸ばし、水を足した。彼は赤黒い顔をあおぎながら言った。

「人間は皆こんな熱いのが好きなのかい？」

「男性より女性のほうが熱いお風呂が好きみたいね。でも調査したわけではなく、これは私の個人的な経験だけれども」

彼のノートブックが頭の上に現れ、彼はペンを持って、私の言葉を書きつけた。私はリラックスして目を閉じたが、すぐに私の体が彼がいるあたりまで伸びていることに気づいた。恥ずかしくなり私は足を引き、目を開けた。

彼はわざと聞いてきた。

「どうかしたのかい？」

「わかっているでしょう。私たちは二人とも裸で、次に何が起こるのかわからないので不安なの」

 

「次のことはもう起こってしまっているよ」 と彼は水に手を入れながら言った。

「水は空気よりバイブレーションを伝えやすいから、もう私たちはとっくに触れ合っていて、お互いのエッセンスは混じりあっている。私がお湯に入った時から始まっているんだ」

身を起こし、洗い布の位置を直しながら、私は大声をあげた。

「私の了承をとって欲しかったわね！」

「中に入れと言ったのは誰だい！」 と彼は誤解を受けた愛人のような様子で反駁した。この状況のおもしろさに笑いながら、私は彼の顔に泡を投げつけた。デート・ゲームをしたいなら、これも経験してもらおう。悪戯っぽく目を瞬きながら、彼が指を弾くと私のほうに波が戻って来て、洗い布を胸から落とした。

笑いながら私は言った。

「降参、降参。今晩のデートには付き合ってあげるわ。でも新しい相手だから、あなたがいたら腋毛を剃れないから、出ていって」

「じゃあ、私を古い相手だと思ったらどうかね。それを見せてもらいたいからね」 私は肩をすくめ、剃刀をとってこう宣言した。

「あなたの人間研究の目的の為に同意するわ」 そして出来る限りの尊厳を保ちながらわきの下に石鹸をつけ始めた。左手を頭の上にあげ、二週間分の伸びを一気に剃った。友人は身を乗り出しその様子を見、感嘆の声を上げた。

「エレメンタルの女性はわきの毛を剃らない」

「それはそこに毛が無いということなの？」

「ゴブリンとかノームたちは色々なところに毛が生えているが、高貴な身分の女性たちは毛が無いのだ。今、君がそのように見えてきた」

彼は話しながら顔を赤めた。私は、彼は以前それらの女性たちを好きになったのに、愛人になることが叶わなかったのだと感じた。この私の考えを聞き、彼の顔はさらに赤くなった。私はやさしく尋ねた。

「なぜ愛人になることが出来ないの？」

「私たちは身分の違う相手とは性的エネルギーを共有しない。それはタブーなのだ」 私の好奇心は高まり、素早く聞いた。

「それはなぜなの？」

「前にも言った通り私たちは人間より軽い。そこで最初に受肉したときにはあまり実体がなく、自分自身のこともよくわかっていない。その時に他の身分とエネルギーを共有すると、自分自身のことをすっかり忘れてしまい、駆逐されるおそれがある。だから私たちの進化を支配する存在から、禁じられているのだ」

「人間も同じようなもので程度の違いだけね」 と私は説明した。

「私たちは他の人間と性的関係を持つと、そのバイブレーションが長い間残る。だから私たちの愛人への想いが強くなってしまう。それは素晴らしいことだけれども、それにより人生の他のことに気が向かなくなる。人を愛して死ぬ人間はいないけれども、それに執着すると命を落とすこともある」

「人間たちの自我はエレメンタルより強いので、私たちのように自分を失う危険はない」

「エレメンタルが成熟し、その自我が強くなったとき、例えば、あなたが今いるような状態になった時」 と私は友人のほうを頷きながら聞いた。

「他の身分の相手と性的エネルギーを交換することも出来るの？」 彼は居心地が悪そうに苦笑し、答えた。

「時にはそのようなこともあるが、私たちの社会では疎まれる。そうするものはその身分から追放され、孤立してしまう」

「よく理解できないわ。多くの人間がエレメンタルの世界に生きて、そこで愛人だったのに、彼らにとってはタブーではなかったのでしょう。じゃあ何が違うの？」

やや恥ずかしそうに彼は答えた。

「人間は私たちの性的はけ口なんだ。沢山の身分が一緒になっているからね。人間でも背が高く華麗で、私たちの高貴な存在に似ているものもいるし、背が低くがに股のごっつい人間もいて、それは私たちの小人のようだ。なかには私にそっくりなものもいるだろうね」

と自分のジョークに笑い、こう続けた。

「また私たちの世界に入ってきた人間は、私たちが彼らから学ぶのと同じようにエレメンタルから学んでいる。人間を愛人とするのはそれら高貴な身分のものが多い。彼らの自我は強く、エネルギーの共有はそれらをさらに強くする。危険もあるが、人間と性的エネルギーを共有することで、得るものもたくさんある。それは人間のエッセンスを輸血しているようなものだ。この惑星でも創造主になる為に私たちの進化を促してくれる」

彼の説明を聞きながら、人間にとっての危険は何なのかと考えていた。その私の考えに対して彼は答えた。

「人間にとっての危険は、エレメンタルの世界の美、魔術や喜びが大好きになって、離れたくなくなることだ。エレメンタル、特に高貴な身分のものは、老いを嫌っていて、人間が歳をとり始めると、その周りから離れたくなる。すると人間はどんどん孤立し、人間の世界に戻っても、友人や家族は皆死んでしまっていることになる」

私はブルッと震えた。風呂のお湯が急に冷えてきていた。風呂からあがろうか、それともお湯を足そうか迷いながら、私は数秒そのまま座っていた。まだまだ聞きたい質問があるが、このままではますます居心地が悪くなりそうだ。

瞬く間に友人はトイレのシートに戻っていた。彼は深い紫のタオルに包まれ、それは色々な映像を映し出していた。

「風邪をひかないように」 と彼は言い、立ち上がりドアのほうに向かった。

「この会話の続きは食事への途中でしよう」 一人残され、私は栓を抜き、私の体を包む湿った冷気に震えた。タオルをつかみ、体を激しくこすり暖めながら寝室に向かった。外はまだ明るく、雨も止んだようだった。私は数週間ぶりにストッキングをはき、難なくスカートをはいた。バター付きのソーダ・ブレッドの影響で腰のあたりがやや膨らんでいた。ブラウスのボタンを留めると、いつもの通り骨まで染みる寒さを感じ、またセーターが必要なことに気づいた。これは特別な日だったので、コンタクト・レンズを入れ、口紅とアイライナーを入れ、私の『デートの相手』のための準備をした。

ついでにお金まで払ってくれれば良いのに、と最後に思いながら、私は肩にハンドバックをかけ、寝室を出た。レプリコーンは私を玄関で待っていた。ケープ付きの黒いシルク・ジャケットを着ている彼は、私を見るとトップハットを脱ぎ、深深とお辞儀をした。

「素晴らしいです、お嬢様」

「そちらこそ」 と私は返礼した。

 

二人で一緒に玄関を出て、道を歩き始めた。村の方向に右に曲がると、おどろいたことに道の両側にエレメンタルたちが列を作っていた。友人のレプリコーンは私と腕を組み、その一メートル足らずの背丈を精一杯伸ばし、両側に頷きながら歩き始めた。歓声と笑い声があふれ出た。私たちは、今夜の近所の仲間にとってお楽しみの対象なのだ。

私の友人はこのショーを満喫していた。私たちが出かけることを予め仲間たちに伝えておいたのであろう。彼に倣い、私も頷き、笑顔を振りまいたが、顔がいぼだらけの、ピンクの目を持った、手に爪のあるゴブリンが近寄ってきた時には嫌悪感を抑えざるを得なかった。友人のレプリコーンの妻と子供たちもいたが、彼らも他の仲間と同じように大声で歓声をあげていた。そこには嫉妬は見られなかった。

数メートル歩くと、赤いじゅうたんが足元に現れ、歓声は一層高まった。私は集まった存在たちを仔細に見たが、様々な身分から来ているようだった。レプリコーン、小人、ゴブリン、ノーム、しかし高貴なエレメンタルはいなかった。今夜は私たちが高貴な存在の役を演じる順番なのだ。

歩いていると、エレメンタルは列を崩し、私たちの後を付いて来て、人を押しのけてよく見ようとしていた。やがて彼らは飽きてしまい、私たちは二人残された。ショーは終わり、私は腕をやさしくはずし、友人が話し始めるのを待った。

「彼らは人間との遊びが好きで、今回は最高の機会だった」 彼は喜んでいた。

「賛成ね。でもあのうち何人かとは、一人ではなく、昼間あなたがそばにいる時に会いたいものね」 眉をつりあげ、私を見なおして彼は感想を述べた。

「あの外見だけで人間が彼らを怖がるのにはいつも本当に驚かされるよ」

「外見だけじゃなくて、彼らのエネルギーもあるのよ。いかにも意地悪そうなのだもの」

「君が言っていることは理解できる」 と賛成した上で彼はこう言った。

「しかし、人間が自我をしっかり持っていれば、どんなエレメンタルも手を出せないのだ。人間が恐怖心にかられ、自我が崩れてしまうから問題になるのだ。そうするとゴブリンは人間のオーラに入り込んで、生命エネルギーを奪うことが出来るようになる」

彼が話していると、夕日に黒い雲がかかり、私は自分が縮こまるのを感じた。彼が言った通り私のオーラが崩れていっていた。暗闇の中にいる人間は、意地悪い存在や考えの侵入にとても弱くなるようだ。

私の思考を追って友人はこう言った。

「お風呂ではエレメンタル界で性的エネルギーを他の身分と共有することはタブーだと説明した。では私たちに許されていることを今度は説明しよう。私たちはエネルギーを、触感、目、耳、声で共有することを許されているのだ。最も強いエレメンタルのみは、人間と同じように私たちの思考によって同じことが出来る。君と私が同じ風呂に入っている時、水を介してお互いのエネルギーは流れた。君の心は強いので、自分のエネルギーを流すように思いさえすれば、その通りになる。しかしこれは君の心が強いからだけではなく、君がヒーラーだからでもあるがね」

私はレプリコーンが言ったことの真実味を昔から感じていた。私がワークショップをすると、人が寄ってきて、私が彼らに直接話しかけているかのように感じたとしばしば言ってくる。また、予め知らされていなくても、他人に起こっている頭痛や不快感を私が感じることが出来ることにも気づいていた。他人が痛みを私に伝えた時には、私のエネルギーが出ていって、彼らを癒すのだった。

私は良いエネルギーの質について考えながら村に向かってゆっくり歩いていた。悪いエネルギーの影響について考えはじめた時、レプリコーンは口をはさんできた。

「悪いエネルギーとはどういうことかな？」

「この道にも住みついていて私のエネルギーを奪うゴブリンやノームを考えていたのだけれど。

 

彼らは欲張りで意地悪そうに思えるわ。彼らも、他の存在や世界に何か良い影響を与えているの かしら？」

「どうして人間は別だと考えられるんだい？ ヒットラーや彼に似た人間たちは何百万人も人を殺してきた。でもただ見かけの魅力があるので人間は彼らの意地悪さを見ぬけなかった。私たちの世界では、私たちの容貌は私たちそのままなのだ。エレメンタルのほうが人間より意地悪が多いということはない」

と、レプリコーンは怒りながら仲間のエレメンタルたちを擁護した。私は完全に理解するまで話題に固執したかった。

「それは言えるでしょうね。でもどちらの世界においても他の生命体からエネルギーを奪うことに何かいい意味があるのかしらね」

「もちろんだとも」 と彼は先生の声で答えた。

「エレメンタルや人間が、それら世界から光を奪う存在に対峙したとき、彼らの自我は強化される。創造主への道を一歩進めることになる訳だ。悪い存在からエネルギーを奪うと、彼らは小さくなり、彼らはより弱い存在を相手にせざるを得なくなる。しかし、それ以上弱い存在がいなくなると、生き残るために彼らは良いことをし始め、そこからエネルギーをえるようになるのさ」

 

友人の言葉は、私が以前に学んだチェロキー・インディアンの師の言葉に呼応していた。彼から私は、人々は自分自身が教訓を得るために暴君を必要とするのだと学んでいた。私たちは克服していない怒り、自己憐憫、恐怖心、専有欲、情欲などを持っているかもしれない。その場合、私たちの自我を強め、弱点を克服するために、これらの反応を引き起こす人々を自分の回りに引き寄せることになる。これらの悪も残っているが、私にとってもっと深刻な問題は、自分の能力を使うことに対する恐怖心と気後れだった。この大部分は、自分の能力を使ったことにより、殺され、火炙りにされた、等の過去生によるものだった。

しかし、悪意に満ちた攻撃に晒された人々を守るために、自分の戦闘心が現れたケースも何度かあった。ある時は、数年前であったが、有名な自己改革組織の講演に招かれたことがあった。信奉者による入会の誘いを丁寧に断った結果、私は一人だけ残された。脇で静かに立っていたところ、その晩の主要講演者が若い女性を攻撃していることに気づいた。

彼は激しい口調で話していた。

「お前はもう駄目だ。入会しなければお前の人生は崩壊する」 若い女性はその言葉にボロボロになっていて、頬を涙が流れていた。その時、男は振り向きそちらを見ている私と目が合った。嫌悪に満ちた表情が彼の顔をよぎり、私が彼の振舞いを見ていたことに怒り、彼は激情し、私に対して言葉の攻撃を始めた。すぐに私は自分をシールドでつつみ、彼の攻撃から自分を守った。すると強力なエネルギーが背骨を上昇し、私のオーラを強めた。ひるまず、揺るぎ無い力をこめて、私は暴君の非難に反応した。

「そう思うなら、それは間違っているわ」 彼は私の目を見つづけることが出来ず、すぐに他の弱い獲物を求めて立ち去った。私は泣いている女性に近寄り、傷を治そうとした。彼の言葉のミサイルのため、彼女のエネルギー・フィールドは穴だらけで、エネルギーが急速に漏れていた。これら『カルト』の大部分が危険なものである。そこでは人々の自我を破壊し、カルトの教えに従って人々を改変しようとしているのだ。

「到着だ！」 レプリコーンは宣言した。彼の声で私は考えから引き出され、顔を上げると『ユニコーン』に到着していた。すると友人は突然姿を消してしまった。

 


第十一章 外食

 

ユニコーンは古めかしい家族経営のホテルだった。一階しかないところは北アメリカの安モテルのようだったが、他は全く違っている。海に向かった崖の上に建ち、大西洋を吹きぬける強風と嵐に晒されてその厚い石壁は荒れていた。入り口のところにバラが垂れ下がっていて、白く塗られた大きなドアを開けるとサンルームが広がり、夏の間はランチやお茶が出来るようになっていた。奥のほうにはもう一つの大きなドアがあり、そちらはダイニングルームになっていた。

私がそのドアを引くと、蝶番は大きな音を立て、私の到着を知らせた。全ての目が振り向き、一人で食事しに来た女性を見た。

私は息を吐き、周りを見まわすと友人のレプリコーンが暖炉際の二人用の席に座っていた。彼は私のほうに手招きした。他の人は食事を再開し、大きな笑顔を浮かべた黒髪のウェイトレスが私の右から近づいてきた。

「お一人様ですか？」 その声は音楽のように響いた。

「ええ」 と答えると、彼女は私をレプリコーンが選んだテーブルに案内してくれた。彼女がテーブルの上の食器を片付けようとしたので、私は言った。

「いいのよ、そのままにしておいて」 彼女は『外国人は変な習慣があるものだ』的な眼差しをこちらに向けたが、素晴らしい笑顔を向けて聞いた。

「お食事の前にお飲み物はどうなされますか？」 友人は激しく頷いたが、私は村中の話題にならないで二杯のワインを頼む方法を思いつくことは出来なかった。私は一瞬考えた。

「少し待ってちょうだい」 彼女が立ち去るのも待ちきれずに友人は抗議した。

「別に待たなくてもよかったんじゃないか？」

「あなたに飲み物はあげるわ」 私はテレパシーで答え、自分の行動を擁護した。

「目立たないようにする方法を考えていたの。何かない？」

「もちろんだ。ハーフ・ボトルを頼んで、二杯にすればいいんだ」

「他の人には私しか見えないのよ。ワインをグラス二杯に注いでいたらどう思われるのかしら」

「君の問題は他の人がどう思うかをいつも心配しすぎることさ。ただそうすればいいのさ」 その時、ウェイトレスが戻ってきた。

「ご注文は宜しいですか？」 と親しげな笑顔で聞いた。

「白ワインをハーフ・ボトルちょうだい」 私は答え、メニューを開けた。

「食事はもうすこししたら注文します」 彼女はワインを取りに立ち去り、レプリコーンは大喜びした。私はメニューから顔をあげ、彼に伝えた。

「はっきりしておくけれど、あなたの為に、生き物でなかったものから出来ている食事を頼むつもりはないの。今晩は私が食べたいものを食べますからね」 彼は答えなかったので、私はメニューに目を戻し、グリルド・サーモンとジャガイモ、アスパラガスを頼むことにした。私のワイングラスが光って、ウェイトレスが戻ったことを知らせた。私がワインを味見している間彼女はじっと辛抱強く待った。一口味わった私はこう言った。

「おいしいわ」 笑顔を崩さず、彼女はグラスにワインを注ぎなおし、私のオーダーを取り、立ち去った。テーブルの向こうではレプリコーンが自分を抑えきれずに手をねじっていた。私は彼のグラスにワインを注ぎ、彼に自分のワインをかざしてからアイルランド式の乾杯をした。「SLAINTE」

彼はグラスを持ち上げ、私がしたようにワインを飲み始めたが、やりすぎて半分ほど飲んでしまった。

「あああ、おいしい」 と満足そうに言い、体を椅子に戻し、グラスをテーブルに戻した。私の透視能力がよくなっているのか彼のワインと私のワインのエネルギーの差が見て取れた。

彼は半分ほど飲んでしまい、私のワインのほうが元気そうに見える。彼は人がよさそうに言った。

「君に実験をしてみたいのだけど。君が食べている時に、私の考えと感情を君に投影するから、そうしたら殺されたものを食べるのがいかに気持ちの悪いことなのか分るよ」

私は皮肉を込めて答えた。

「それは素晴らしいアイディアね。まさにこの特別な晩に必要なものだわ。あなたの為に言っておくけれど、自分が食べている生き物のことを考えると私もいつも気持ちが悪くなり吐き気がするの。でも私の体はオーツ麦、果物、種以外のものを欲っしているのよ」

私の話しはウェイトレスの到着により中断し、彼女は巨大な鮭のお皿と、ジャガイモと野菜の入ったボールを持ってきた。彼女は二杯目のワインを見つけ、私のほうを不思議そうに見た。

「あれは小人さんたちの為よ」 私は悪戯っぽくウィンクした。彼女はクスっと笑い、私のジョークを楽しんでくれたようだった。そして立ち去るときに付け加えた。

「それはそうですとも」 ワインを注いだ後、私はセロリ、にんじん、アスパラガス、ジャガイモを指し、友人に尋ねた。

「どれを食べたいの？」

「ジャガイモを少しとアスパラガス、それにパンとバターをお願い」 と彼は食べ物を見ながら答えた。小皿に野菜を移して、彼のほうに押し出した。私は長いこと食べ物にありついていない人のように食事をほおばり始めた。

「鮭がおいしい」 口に食べ物がはいったままだった。

「あなたのは？」 アイルランド式にナイフとフォークを握ったまま彼は答えた。

「素晴らしいよ」 人間のように食べることに夢中になり、レプリコーンは黙ったままで、私も一人で食事を楽しんだ。私が残りの一口を味わっていると、ウェイトレスが戻ってきた。

「おさげしても宜しいですか？」 私が友人の具合を盗み見ると、ナプキンで口とほっぺたをぬぐっているところで、手は大きなお腹の上に置かれていた。彼の目が悪戯っぽく光ると、私の頭のなかに巨大なデザートのイメージが 浮かんできた。

「ええ、ありがとう。それから私たちに、いいえ、私にデザートをちょうだい」

「アップル・パイ、レモン・スポンジ・プディング、と糖蜜のタルトがあります」 テーブルの向こうを見ると、空中に巨大なケーキの上にレモンが載っているのが見えた。

「レモン・スポンジをちょうだい」 私も彼女と同じ位の笑顔を見せた。

「うまい、うまい」 彼女が立ち去ると、レプリコーンは大声をあげた。近くのお客さんが帰りだし、私のほうに会釈をした。彼らがやってきて話しを始めようとしなくてよかった。友人と一緒の時を楽しんでいるのだから。

しばらく経ち、ウェイトレスがプディングを運んできた。レプリコーンが想像で作り上げたものほど大きくはなかったが、二人には十分だった。私はスプーンで真中で二つに分け、ボールをテーブルの中央に動かした。向こう側は彼の分、こちら側は私の分だ。二人は同時に食べ終わったが、彼が私のペースに合わせてくれたに違いない。

「素敵な晩をありがとう、タニス」 と彼は言い、消えた。ウェイトレスが請求書を持って近づいてきたが、その時になってようやく彼が私のことを初めて名前で呼んだことに気づいた。

 


第十二章 名前の日

 

遠くで声が聞こえた。

「起きる時間だ」 夢のなかで日の燦燦と降り注ぐ海岸にいた私は、アイルランドでの灰色の現実の日に戻された。私は嘆願し、布団をかぶった。

「もうすこし寝かせて」 レプリコーンは言い張った。

「いや、今起きるんだ。今日は大切な日なんだ。名前の日だ」 私が布団から首を出して、片目を開けてみると、驚いたことに部屋中が風船やリボンで一杯になっていた。レプリコーンは私の前に立っていたが、その格好は誕生日プレゼントのようだった。金のラメのズボンと深紅のベルベットのウェストコートを着ていた。お気に入りのシルクハットには、巨大な緑のクローバーがついていて、彼の服にあわせて金・赤・緑の線がはいった大きなリボンが彼の喉元で蝶結びになっていた。

「私の人間研究に関する君の貢献に鑑み、レプリコーンにとって最も大切なものを君にお教えすることにした」

彼は形式ばったお辞儀をすると、一呼吸置いたあと言った。

「つまり、私の名前だ」 それからいつもの急な調子に戻り、付け加えた。

「だから早く起きろ」 そして彼は振り向いて部屋を出ていった。その言葉に驚いた私は、布団を跳ね上げると大急ぎで着替えを始めた。通常伝説によれば、レプリコーンが自分の名前を明かしたなら、人は彼をコントロールできるとされているのだ。その真偽のほどがもうすぐ分かる、と私は思ったが、友人が私の言うがままになるとは思えない、と独りで笑った。

服を着替え終わり、居間に入ると、ちょうど戻った友人は美しい本を抱えていた。それは白い本で金文字で飾られていた。彼がそれを恭しく捧げた様子からはいつものふざけた調子が感じられず、今日こそは本当に真剣な様子が見て取れた。

ソファの上で私の隣に座り、彼はこう始めた。

「これは私の名前の本だ。ここに私が誰であったのか、これまで何をしたのか、将来何をするのか、が記録されている」

私はそのまま彼の言葉の続きを待った。彼は無造作に本を開いた。

「これは私が昔の身分を捨て、人間の研究を始める決心をしたときのものだ」 彼の話は続きそうだったが、私は好奇心を抑え切れなかった。

「それまでの身分は何だったの？」 レプリコーンの右眉毛がすこり釣り上がり、私の質問を快く思っていない様子だったが、彼は笑った。

「君は私の子供たちみたいだ。あたりかまわず質問をする」 私は悪気なく追求した。

「それで、教えてくれるの？」 彼は誇らしげに言った。

「もちろんレプリコーンの身分さ」

「でもサブグループみたいなものはないの？ たとえば、靴職人とかテイラーとか」

「ああ、なるほど。確かにレプリコーンにもそのような仕事があり、宝石職人もいるが金属を取り扱うのはほとんどが小人だ」

「もしも私に選択が許されていたなら、特別あつらえの服作りを担当していただろうが、あることがあってから私は道を逸れてしまった」

そう言い終わると、彼は私のほうに身を乗り出し、内緒の話しをするようにささやいた。

「ある人間に会ったんだ」

「それはどういうこと？ いつも人間に会っているんじゃないの？」 彼はクスクス笑った。

「私たちの世界は十分面白いので、人間の世界に行かなくてもいいんだ。私の妻と子供たちを滅多に見かけないことに気づいていたかい？ 彼らは私たちの世界に留まっているんだ。それだけじゃなく、君と私の二つの世界以外にも私たちが行ける世界がある」

次に続く私の質問をよけるように彼は腕を振り、微笑みを浮かべながらこう言った。

「もうやめよう。その話は別の機会にして、私が会った人間の話しに戻ろう」

「彼は私たちの世界を訪れ、私たちの生活の研究をしていた。私は若く、まだ大人ではなく、学者たちの周りで色々な情報の断片を集めていたんだ。それは私たちの世界では既に少し変わったことだと思われていたが、レプリコーンも時々学者になる。でも学者は普通他の身分のものがなり、彼らは……」

「あなたが会った人間の話しは……？」 私は口をはさみ、話しの本筋に戻そうとした。どうも彼の名前の話しが始まるまでまだまだ時間がかかりそうだ。ウェストコートを直しながらレプリコーンは続けた。

「ああ、人間ね」

「その人間は私が彼に気づいたことに気づき、私のほうに近寄ってきた。私は恐かったよ。小さい頃から、人間たちが私たちのエネルギーを奪い、私たちの世界を殺してしまう話しを聞かされていたからね。でも私は動かなかった。彼はさらに近寄って、徐々に大きくなっていった。その背丈は私たちの高貴な身分と同じ位だったがそれらよりずっと濃く重かった。彼の髪はとても濃い黒で、黒いコートを着ており、魔法使いのような容貌を持っていた。とても賢く、とても強力だ」

『こんにちは、そこのお若いの』と彼は私に挨拶した。

『私はそんなに若くない！』と若者特有の侮辱を感じた。頭を反り返して彼は笑った。金歯が見えた。それから目にまだ笑いを残したまま彼は私に聞いてきた。

『人生の方向性は決めたのかね？』 私のほうを振り向きレプリコーンはつぶやいた。

「なんてことだ！エレメンタルの世界ではこの質問は決してされない。私がその質問を考えていることが他の人に知れたら、それは恥ずかしいことだとされている。だから私は見つかったことで、恥ずかしく思った。彼は私の考えを読むことが出来るようだった。そんなこと人間が出来るとは知らなかった」

『時代は変わりつつあるよ、お若いの。私はあなたがたの長老の学者たちと話し合い、色々な身分のエレメンタルのグループをつくり、人間と協働させようとしている。自分で考えることが出来、好奇心と勇気を持った存在を探しているんだ。興味あるかね？』

「その時は、その新しい身分に入ると最初仲間にからかわれ、それから恐れられるようになるとは知らなかったのだ。そうでなければ、同意していなかっただろうね。しかし、私の人生の重大な岐路に立っており、何らかの決断をしなくてはならないことは分っていた。精一杯背筋を伸ばし、私はその人間の目を見て、言った」

『ああ、そうしてみたい』

「これはもう百年くらい前のことだ」 と友人は言い、ソファに深く腰を下ろした。

「今ではエレメンタルのなかでも、私たちが人間と協働していることはかなり知られていて、若者の希望者も多い。またこの身分の本当の目的は、君ら人間のように、意識的な創造主になることだとも分っている」

「それは驚くべき話ね。でも、あなたの名前を教えてくれることとどのような関係があるのから？」

「おおありさ」 と彼は笑い出し、手をお腹の上に乗せてソファで大笑いし始めた。彼が笑っているのは、私がこのことに気づいたためであることが分っていた。彼と私がとても違う種族であることを時々忘れてしまいそうだった。私はじっと彼の笑いが収まるのを待った。

彼を見ている私の様子がおかしく、彼は再び笑い始め、今度は私も二人で笑った。私たちは二人の子供みたいで、結局それほど違わないのかもしれない。

徐々に彼は落ち着きを取り戻してきた。彼は帽子をとると、明るい赤毛が頭中立っているのが見えた。彼は帽子を膝の上に置いた。

「私の名前を言う前に、名前について話したい」

「あらあら、また寄り道だわ」 私は出来るだけ静かに思った。彼は私の考えが聞こえたのかもしれないが、聞いてなかったかのように続けた。

「大部分の人間は、自分の正しい名前さえ知らない。ということは自分が誰だかわかっていないということだ」

 

すぐに私は自分の名前が正しいものかどうか考え始めた。これまで疑ったことはなかった。両親が教えてくれたところでは、母が妊娠八ヶ月の頃、両親がベッドに寝ているときに、父が《タニス》という私の名前を聞いたそうだ。当時、友人の絡みでその名前を聞いたことがある以外には、二人の知り合いにはタニスはいなかった。

私の名前はいつも私の標識でありつづけた。子供の頃、タニスはクリー・インディアンの言葉で、《私の娘》という意味であることを知った。その内大人になってから、クリーの人からタニスはクリー・インディアンにとっては特別な名前で、《種全体の娘》と、《創造主からの贈り物》という両方の意味があると教えてもらった。ここ数年の間、私の名前に他の意味があることが分ってきていた。エジプトのデルタ地帯に古代の都市タニスがあったこと、そこがラムセス２世の統治の頃の首都であったこと、その場所がエジプトのクラウン・チャクラの場所であったこと、また聖書ではタニスはゾアンと呼ばれ、ソドムとゴモラの崩壊の後、正しい人々が逃げた土地だった。

友人のレプリコーンは私の考えを追っていた。

「君の名前は正しい。皆もそのようになっているべきだ。それが彼らの自己証明になっていなくてはならない」

「時々、人に会うと、どうも名前が違っているような気がして、彼らの名前を忘れてしまうことがあるの。時には違った名前で呼んでしまうこともあるわ」

「その時は彼らの正しい名前で呼んでいるのかも知れないよ、タニス」 私はじれてきた。

「あなたの名前の話しが始まる前に私の名前について知っておくべきことはあるのかしら？」 しかし、彼は気をもたせながら話を続けた。

「ちょうどその話しを始めるところだったが、なぜエレメンタルが人に自分の名前を言わないのか、について説明しておきたいんだ」

わざと真剣な表情をして私は答えた。

「是非聞きたいわね」

「まず、人間とは違い私たちは産まれた時に名前を得ることはしない。成長して、ある名前になっていく必要があるんだ。十分な人生経験を積んで、自分の話しを覚えていけるようになるまで、名前を選ぶことはない。更に長老たちがそれが正しい名前であることに同意しなくてはならない」

彼の話しを聞きながら人間社会にも同じようなことがあることを思い出した。

「一部の原住民種族では、子供の時の名前と、思春期に人生計画を選ぶときの名前が違うことがあるわ。その時、種族に対して偉大な貢献を為した人間には、特別な名前を与えられたりする。その原住民の方法も、あなた方の方法も、普通の人間の名づけ方より筋が通っているように思われるわね。自分のエッセンスと何ら関係がない人によって生まれたときに名をつけられるのはおかしいわ。そして個人は一生その名前と一緒に過ごすことになるし」

私は話しを戻して尋ねた。

「これで名前の重要性はわかったけれど、エレメンタルが人に名前を教えないのはなぜなの？ 私の感覚ではそれによって自分を強くすることが出来て、これがまさにエレメンタルに必要なことだと思うのだけれど」

「その通りだ。しかし強い自我を持ったエレメンタルは、自我が弱いものの生命エッセンスを理解し、それを支配することも出来る。だからこそ人間たちには私たちの名前を教えないんだ。人間たちが私たちの名前を呼んで何か要求したとき、私たちはそれを拒むことが出来なくなる」

「じゃあ、なぜあなたの名前を私に教えてくれようとしているの？ 確かに始めからあなたの名前を知りたいと思っていたけど、あなたの意思に反して強制したくはないから」

「君に名前を教えようとしているのは、まさにその為なんだ。私の意思に反して何をも強制したことがない。さらに君のエッセンスのなかに、それを他人にすることへの強力な抵抗感があるんだ」

「あなたの名前を教えてもらって、お互いに得られるものがあるのかしら？」 彼の次の話しが始まる前に素早く質問をはさんだ。名前を知ることの責任感の重さに突然心配になったのだ。

「名前を教えたらすぐにわかるよ。私の名前はロイドだ」 何も起こらなかった、全く何も。確信を持って、私は言った。

「あなたの名前はロイドじゃないわ」 そして私は命令した。

「あなたの本当の名前を教えなさい」 小さな声でレプリコーンは彼の本当の名前を教えた、すると私たちの間に門が開いた。お互いの心の中心から二つのエネルギーが流れ出し、一緒になった。その最中、別の次元、別の現実が私に開き、そちらに引かれているのを感じた。門を抜けて、そちらに入って探求することが出来るのは分っていたが、まだその時期ではないと感じた。そこで私は元に戻り、私のゲートを閉めた。レプリコーンのエネルギーは暫く空中で輝きながら残り、それから彼の体に戻っていった。

彼は座ったまま私のほうを見ていた。賢く、優しく、それは私が知っている悪戯好きのものとは全く違っていた。私が見ていると、彼のエネルギーは更にオーラに引き込まれ、茶目っ気のある彼自身に戻った。

彼は笑いながら言った。

「分っただろう、私の名前を教えたから、これから一緒に他の世界に行けるんだ」

「なぜ私に命令させたの？」 と彼がわざとそうしたことを知りながら私は聞いた。

「名前の儀式ではお互いのエネルギーを合わせる必要がある。しかし、君はいつも他人を困らせたりするのを恐れ、自分のエネルギーをあまりにきつく抑制してしまっている。そしてあまり空間をとらないようにしている。このような名前の儀式においては、君の本当の力を出してもらう必要があったんだ」

「いろいろ与えてくれてありがとう」

「私たちはお互いに与え合ったのだよ」 彼はこう訂正した。ここで間違いをおかしたくないので確かめてみた。

「他の人にあなたの名前を教えてもいいのかしら？」

「その話はあしたにしよう」 彼は消え始めた。

「最後にもう一つ。百年前に会った人間というのは誰なの？」

「シュタイナー。ルドルフ・シュタイナー」 微かな声が響いてきた。

 


第十三章 秘密

 

私はなぜ人々が秘密を好むのか理解できなかった。セラピストとして私はクライアントの秘密をたくさん持っている。それらは私が他の人とシェアすべきものではない。しかし人生の秘密、内なる神秘は、耳を傾けてくれる出来るだけ多くの人とシェアしたい種類の秘密だろう。もちろん、これがイエスを殺したものでもある。イエスは内なる神秘の秘密をたとえ話の形で語り、そこでこう主張した。「聴く耳を持つ人々に聞かせなさい」。しかしその当時霊的未覚醒の人に語ることは禁じられており、それゆえラビたちは秘密をばらしたイエスを殺すよう命じたのだ。

 

翌朝、私はカウチの上で普段のお茶を一杯飲みながら、レプリコーンの秘密について、これは人々とシェアされるべきことなのか、あるいは私だけに留めておくべきことなのかと考えていた。

「確かにそれは大きな問題だね」 私の友人のレプリコーンは言い、カウチにポンと飛び降り、私が彼のために注いであったお茶に手を伸ばした。両手でコップを握り熱い紅茶をすすりながら、彼はこう続けた。

「秘密について話す前に人間の姓の大切さを話したほうがいいと思う」

「私たちの姓は私たちの祖先を示しているの。私たちにイギリス、ドイツや日本の血が流れていることを示しているわ。時には私たちの名前は私たちが持っている才能や先祖たちの才能のヒントを与えていることもあるし。例えば、私の名前ヘリウェルは、光と闇の両側面のバランスを示していて、太陽の顕在意識界と月の無意識界のことね。私が誰であるか、私が何をするかについて、それは多くを語っているわ。女性が結婚するときに夫の名前を取る理由がわからない。だってその名前は遺伝的には彼らに何も関係がないんだから」

レプリコーンは注意深く耳を傾けていて、こう尋ねた。

「なぜ子供たちは父親の名前を取り、母親の名前を取らないんだい？」

「昔は子供たちは母親の名前を受け継いでいたの。そちらのほうが合理的でしょ？だって、母親は誰かということは確実にわかるけれど、父親に関してはそれほど確かではないから。でも男性はこれを嫌って、女性や子供たちを自分の所有物のように考え、それらに自分の所有物である印をつけたがったのよ」

「私たちの世界では」 とレプリコーンは口をはさんだ。

「私たちが進化するに従い、女性たちは人間のように子供を持つ。私のパートナーは二人の子供を身ごもってきた。私たちがエレメンタルや人間を見たとき、即座にその母親、父親、ほかの先祖たちが誰であるかを見ることが出来る。彼らの波動のそこらじゅうに書いてあるからね。だから姓を持つ必要はないんだ」

少し間をおき、考え直し、彼はこう付け加えた。

「しかし、時にはその人の才能や名誉を名前の後につけることはある。例えば、シャーウッド森のロビン・ザ・フッドのようにね」

と、彼は背をもたれ、人間の童話・伝説のヒーローを挙げることができたことにニヤニヤしながら言った。私はロビン・フッドがエレメンタルの世界に繋がっていたのかしらと思い、その考えを彼に投影してみた。

「私たちには、独自のロビン・フッドの話がある。そしてこちらこそ真実のものだがね」 と私の友人のレプリコーンは言い出した。

「それは高貴な妖精の王子の話で、その父親が戦争に出かけている間に、彼の王国を息子に託した話だ。しかし、その父親の弟が狡猾にも裁判所に取り入り、無実の王子を追い出した。ロビン王子は森に逃げ、鳥や動物たちと仲良くなった。一方、悪い伯父は王国に不幸と絶望をもたらした。他の高貴な妖精たちはロビンを救いに向かい、力をあわせ、その伯父と戦い、森の隠れ家に退却した。結局、王は戻り王国は元に戻ったのだ」

「人間の話の多くは妖精の世界に基づいているみたいね」 と私は意見を述べ、こう尋ねた。

「あなた方も私たちから話をつくったりするの？」

「君たちの話の多くは私たちの気分を重くするんだ」

彼は遠慮する様子もなくそう答えた。

「ディケンズ、シェイクスピア、ドフトエフスキーを考えてごらん、私の言っている意味がわかるだろう。それらの話のテーマは、私たちが人間と関わりたくないまさに理由だ。私たちのお気に入りの話は、私たちが助けて書いてもらった話、例えばルイス・キャロルの不思議の国のアリスや、ＣＳルイスのナルニアシリーズだ」

私は急にある考えを思いつき、確認したくなった。

「お話は娯楽のためだけじゃないでしょ？それらは人間の意識の記録で、個人だけではなく、人類全部のためにあるのね。話は名前みたいなもので、私たちが誰なのかを示す印なの？」

「もちろん！」 と彼は宣言した。私は続けた。

「何年も新聞を読んだりテレビでニュースを見ることに抵抗してきたの。それらのメディアは気分を重くするだけでなく、極めて不愉快だと思うの。私たちの世界が滅茶苦茶だという概念を強め、暴力という否定的な思考形をつくりだすみたい。そうなっているのでしょう？」

「もちろん！」 と彼は再び宣言した。私はイライラして言った。

「じゃあ問題は、今私があなたに言ったことを他の人に言うほかに何をしたらいいのかわからないわ。なにか考えがあります？」

「もちろん！」 と彼は三度目の叫びをあげた。

「違う話をすればいいんだ。人々に私たちのことを話し、地球とそこに住んでいるすべての生命を助けようとしている人々を助け続ければいいんだ」

私は責任の重みを感じ始めていた。

「つまりあなたに関する本を書くとか、講座を開けということ？」 彼は私に微笑みかけながら言った。

「それら全部すればいい、但し、気持ちは軽く楽しむようにね」 私は彼の循環型の思考回路を意識しながら言った。

「そこでは名前やお話のことも取り扱うのね……。すると秘密に戻らなくてはならないわね」

「あー、秘密か」 と彼は抑えた口調で言い、誰かが覗いているのではないかと調べるように、メロドラマ風に自分の肩越しを振り返ってみた。彼の目が周囲を見渡し、彼は指を唇に押し当てると、部屋中に幽霊のようなシーという響きが聞こえた。彼のお茶目なユーモア感覚をすっかり楽しみながら、私は微笑んだ。

明らかに秘密は聖なるものではなかったわね、ありがたい。彼の笑いが収まると、彼は立ち上がり、アゴをこすりながら部屋を行ったりきたりし始めた。哲学者の彼が戻ってきたのだ。

「秘密と言ってもたくさんある」 片方の眉毛を吊り上げながら、彼は私を見た。私はまったく同意し、うなずき、そして待った。

「これはジレンマだ」 彼は部屋を歩きながら続けた。私は待った。予感の高まりを感じた。すると彼は突然立ち止まり、こちらを振り返り、こう言った。

「すぐ戻るから」 そして彼は消えた。これはとても興味深い展開だわ、確かに以前にはなかったことだ。レプリコーンは彼自身では決められずに、彼の上司たちに聞きに行ったのだろう、と私は想像した。ぬるくなった紅茶を注ぎ、私は待った。

数秒が数分にかわり、紅茶を飲み干しながら私は、とても深刻な問題なのね、と思った。姿の見えない彼の声が聞こえた。

「秘密は秘密のままにするんだ」

「誰にもあなたの名前を言う必要はないわ」 と私が言うと、彼は姿を現し、腰を下ろした。

「あなたをただレプリコーンと呼べばいいの」

「まさにそれを私たちは話していたんだが、それが一番いいだろうとの結論になった」 私の気分は落ち込んだ。誰もが私に最初に聞く質問は、彼の名前は何だったの、だろう。それを話すことが出来ない私の話に対する信頼と信用を損ねることにはならないだろうか。そしてその話は彼が私に話して欲しいものであるのに。もし私が彼の名前を知らないのであれば、他の人と同じ立場になるのだから、そちらのほうが良かった。

彼は指摘した。

「でも、君は他の人と同じではない。君は人々が自分自身のエレメンタルと出会い、その名前を尋ねることが出来ることを教えたらいいんだ。私の名前を人々に言ってはいけないのは立派な理由があるからね」

「と言うのは？」 と私は言い、彼が話を続けるように促した。

「と言うのは、私は何千人もの人に呼ばれてエレメンタルのことについて教えるように求められたくはないからだ。私にはそれをする力はなく、人々は私を本来の道から踏み外させることになる」

「よく分かるわ。確かにあなたの言うとおりね。私自身もレプリコーンに限らずどの分野でも有名にはなりたくないの。人は私をその一つの分野に閉じ込め、私が楽しんでいる様々な学びを追求できなくなるからね」

彼はしたり顔で答えた。

「それは簡単な解決策がある。君は自分が選ぶ分野を充分に広くとればいいんだ」 私は胸の前に腕を組みながら言った。

「ああ、妖精たちと話すことも入れるわけね」

彼は悔しそうに同意した。「君は鋭いな」

「どうやったら自分の分野を広くとって飽きないように出来るのかしら。あなたはとても魅力的だけども、私の残りの人生全部をエレメンタルのワークショップで費やしたいかどうかはわからないわ」

「完璧な解決策がある。この本を書くのを十年間待つんだ。十年後には企業の世界でも精神世界でも君は自分を確立しているだろう。さらにもっと重要なことは、世界が私たちのメッセージを聞く機も熟しているだろうからね」

「ということは、あなたの名前を教える機も熟すということ？」 と私は望みをかけて尋ねた。彼はクスクス笑いながら答えた。

「ひょっとするとね。でもそれはあまり起こりそうにないね」

「私たちと君たちの二つの世界の時間がとても違っている。十年で私の自我のアイデンティティが充分強くなるとは思えないが、君の自我は強くなるよ。君は自分の道から逸らされることを心配する必要はなくなり、君の進む方向は強くなるからね」

「わかったわ、そうしましょう。ただあなたの本当の名前のかわりに使える名前はあるかしら？」

「それはダメだ。どのような名前も力を持っているから、人々が私を間違った名前で呼んだら、私の本当の名前からエネルギーを奪い始めることになる」

「つまり、本のなかではずっと、あなたをレプリコーンと呼ばなくてはならないのね」 と私は尋ね、口のなかでこうつぶやいた。

「つまらなーい」

「そうだね」 レプリコーンは言い、あくびをかみ殺して消え始めた。

「もう一つだけ」 と私は素早く聞いた。彼は姿を再び現し始めた。

「もう一つだけ、は君の癖になってきたね」 質問を嫌がっている振りをしながら彼は言った。

「じゃあ、今度は何？」

「あなたが消えたとき、秘密の問題について誰と話していたの？」

「それは明日ね」 彼は微笑み消え始めた。彼の笑いだけが最後まで残った。

 


第十四章 教会とパブ

数日が経過したがレプリコーンは現れなかった。小屋で過ごす私の一ヶ月は残り少なくなってきていて、私の霊的な求道の旅は前に進んでいるようには思えなかった。友人のエレメンタルの相手をしていないときには、たくさんの瞑想をしたが、まだ悟りは開けていないようだ。

ある朝、私が日常雑貨を買っていると、村に移動図書館が到着した。なにか軽い物でも読めば、一人の寂しい日を明るくしてくれると私は決心した。ダンテの煉獄と新約聖書のマタイとルカの編を読み終わり、何かＳＦが読みたかった。それだけを思い、本を見るために私は古いバンのグラグラする階段を昇った。

「こんにちは、いらっしゃい」 図書館係というよりはサッカープレーヤと漁師の合いの子のような風貌をもつ、愛想のよい魅力的な男性が私を迎えた。彼は外で働いた日に焼けた健康的な容姿と、自分の体のことをよく知っている人の肉体的華麗さを兼ね備えていた。

「いくつか本をお借りできるかしら？」

「返してくれる限りはもちろんできます。二週間に一回ここに来て、この場所に二時間車を停めますから」

と彼は笑顔で答え、こう続けた。

「一度に五冊まで貸し出せます」 目が薄暗がりに慣れてきて、バンの両側に積まれた本の列が目に入った。

「もしよければ、まず眺めてみるわ」

「どうぞ、もし助けが必要なら呼んでください」と彼は答え、階段を昇ってきた次のお客さんのほうを向いた。伝記や太陽系の起源に関する写真本がたくさん置かれた棚を見ながら私はＳＦを探した。恋物語はたくさんあり、このような人里はなれた町に住む女性には引っ張りだこだろうと想像された。しかしＳＦ小説はまったく見当たらなかった。

一瞬失望し、何気なく太陽系の本を手に取った。私の「運命を紐解く（Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｄｅｓｔｉｎｙ）」の節のいくつかをより深く理解するために役立つかもしれない、と私は思った。ページを繰ると子供の本のコーナーが目に入った。そこには棚からはみ出している大きな本があった。その題名は「妖精」。その本に手を伸ばし、取上げ適当に開けてみた。大きなレプリコーンの絵が私を見返していた。ピッタリだわ、と私は思った。小さな子供たちのためにこの本を借りよう。きっと気に入ってくれるはずだ。

買い物の荷物を持ち上げ、私は二冊の本を借り出し、道を小屋に向かった。玄関を入ると子供たちがダイニングテーブルの脇で待っている姿が見えた。私が何を持ってきたのかよくわかっているようだった。買い物袋を下ろし、妖精の本をテーブルにまで持っていった。彼らは小躍りし、我先に本を見ようとした。彼らの世界には本が存在しないので、これまでエレメンタルの絵を見たことがなく、人間が彼らをどのように描いているかに興味津々だった。

子供が鏡を始めてみる時のようにしていた。ほんの最初のページを開け、私は言った。

「毎日一ページずつめくるから。毎日新しいエレメンタルを見ることが出来るようにするわね」 彼らは前に乗り出し、前の道にいるものとよく似たゴブリンを見た。その長い鼻を指差し、彼らはクスクスと笑い夢中になってしゃべっていた。彼らの声はとても軽く速いので何を言っているのか私にはわからなかった。

まもなく絵に飽きてしまい、兄のエレメンタルは消える直前に私を振り返り、感謝の笑顔を見せた。

それ以降、毎日私は本のページをめくり、時には日中子供たちが新しい絵を見ている姿を見るようになった。二週間後、私は貸し出しを延長した。

私が買ってきたものを片付けていると、オツールさんが門を入ってくるのが見えた。少し早いわね、と私は思い、とって返してドアを開けた。

「いらっしゃい」 私は彼女を手招きするために横にどいた。

「ちょうどチョコレートを載せたビスケットを食べようとしたところです」

「今日は立ち寄れないの」 と彼女はいい、私の脇をすり抜け暖炉に向かい、昨晩からの冷たくなった灰を取り除き始めた。肩越しに私のほうを振り返り、目をキラキラさせ、彼女はこう付け加えた。

「今日はミサがあって、その後でパブに出掛けるの。一緒にいらっしゃい」 私は即座に答えた。

「ぜひとも」 彼女は泥炭を積み上げ、それに火を点け、こういった。

「モーリーンがあなたを迎えに七時半に来ます」 オツールさんは私の脇を抜け、玄関から歩み出た。私は自分の幸運を祝いながら、時計をちらっと見ると支度するまで三時間あることがわかった。前に誰かと出かけてから何週間も経っていたので、私はこの晩をしっかりと楽しむつもりだった。

七時半きっかりにモーリーンは到着した。私と同じように彼女はスカーフとブラウスとセーターを着ていた。私はカバンにクィーンエリザベスのスカーフを万が一のために入れておいたが、モーリーンが何も被っていなかったのでホッとした。車は門のところに停まっていて、子供たちはよそ行きの服で着飾っていた。私は、ブランダン、シャロンとブリジットに挨拶し、私たちは出発した。二つの町の間にあるその教会は白い建物で、周りには何十台もの車や自転車が停まっていた。私の村だけでパブが四軒もあることに感心していたが、二つ、あるいは三つの村に教会はここ一つだけだった。

ブレンダンは車を止め、皆は飛び降りた。娘たちに続いて私は列に並び、私はモーリーンを鷹のようにしっかりと観察し、私が何か間違ったことをしないように気をつけた。

私はカトリックでないばかりでなく、アイルランドのカトリックのミサに特有なしきたりがあるに違いないので、それに従わなくてはならないのだ。入り口の聖水の入った水盤でモーリーン、ブレンダンと娘たちは指を浸し、おでこで十字を切った。私もそれに倣った。

通路を進みながら近所の人々に会釈をしながら、モーリーンは彼女の父母を見つけ、その後ろに座った。私もそこに座り、何席か向こうにオツールさんがいることに気づいた。きれいな花柄のドレスとセーターを着て、安全ピンはつけているようには見えなかった。いつもの長靴はストッキングと頑丈な靴に替えられ、いつものカーチーフはしておらず、白髪の多く混じったキラキラした茶毛の頭が見えていた。オツールさんは十歳以上も若く見えた。

私はオツールさんのご主人をよく見ようとしたが、モーリーンの家族が跪き、一所懸命祈りを捧げていることに気づいた。私は急いで跪いたが、私の膝が足元の硬材で出来た台に触れるか触れないかのうちに、彼らが立ち上がるのが聞こえた。出来るだけ目立たないように私は自分の席に体を戻した。目を開けると通路を見回し、二つの家族が私のほうを見ていることに気づいた。私は微笑み、彼らも微笑み返した。彼らは下を向き、私もうつむいた。すべの人が私が町のよそ者であることを知っており、妙な変わった仕草をしないか観察しているに違いない。

モーリーンは片手にロザリオを持っており、周りを見回すとほとんどすべての人が同じようにロザリオを持っていることに私は気づいた。私は素早くカバンに手を伸ばし、自分の祖母からもらったロザリオを取り出した。私の母方の祖母はアイリッシュカトリックで（後に長老派に改修したが）私にロザリオを残してくれたのだ。祖母は私の自慢だった。彼女は他の七人の子供たちと一緒に農場で育ち、母親とは若い頃しにわかれ、父親は飲んだくれていた。祖母の兄弟姉妹は皆早死にしたが、祖母だけは９２歳まで長生きした。

祖母は私が出会った生きた人のなかで最高の人物だった。彼女は気が良く愛に満ちていて、誰のことも悪く言うことはなかった。忍耐強く、勤勉で、私は彼女を愛していた。彼女の死後、毎晩、祖母のロザリオを枕の下に置いてきており、「ヘイルメアリ」の祈りはよく知らないが、それは私を落ち着かせてくれた。

私が祖母の記憶をたどっていると、オルガンが鳴り響き、人々はおしゃべりを止めた。司祭が祭壇の近くに入ってくると、会衆全員が立ち上がった。司祭はミサの開始の言葉をいい、会衆は答えた。祈祷書は備え付けられていたが、すべての人がミサをほぼすべて暗記しているようだった。私がよく知っているユナイテッド教会のサービスによく似ていたが、会衆唱和の代わりに賛美歌が使われていた。また、イエスよりはマリアに対する祈りが多かった。プロテスタントはマリアに祈ることはしないが、マリアを入れることは、キリスト教の男性面と女性面のバランスをよくするといつも私は感じていた。

司祭はあまりパッとしなかったが、この教区にはピッタリのように思えた。中年で保守的で、ミサを完璧に知っている。聖書の文言に忠実だった。

募金は終わり、ミサの最後の部分に移った。聖体拝領である。私は参加したかったが、司祭が私がプロテスタントであることを知っていたら、反対するだろうかと考えた。司祭に失礼をしたり騙したりするつもりはなかったが、聖体拝領を受けたほうが望ましいと思われたので、私は立ち上がり列に並んだ。ゆっくりと前に歩きながら、人々がウェーハーを受け取る前に十字を切っているのを見ていた。私の順番が来て、私は膝まづき、他の人の例にならった。席に戻り、私は目を閉じて、地球上のすべての存在に祈った。愛する能力とすべての意識存在のためにもっと役に立つように祈った。確かに、聖体拝領を受けることは正しいことだったのだ。司祭は最後の言葉をいい、ミサは終了し、私たちは祭壇のほうを向き片膝をつき、教会を後にした。時間は九時で、パブの時間だった。娘たちの後を追い、車の後部座席に乗ると、オツールさんが私の隣に横滑りで入ってきたので驚いた。

彼女は説明がてら言った。

「パディは先に行って、席をとっているの。ブレンダンの車で行くわ」 パディというのは、オツール氏に違いないと私は思ったが、彼にはまだ正式には紹介されていなかった。ブレンダンはエンジンをかけ、肩越しにこう言った。

「私たちは今夜はパブには行かない。少年たちと練習があるからね」

「少年たち？」 と私は理解できずに言った。

「フットボールさ」 と彼は言った。アイルランドでのフットボールは、北アメリカで言うサッカーであることを思い出し、私は素早く翻訳した。モーリーンは何も言わなかったが、きっと娘たちを寝かしつけるために家に連れて行くのだろうと推測した。

ブレンダンは出発し、いつもの首が折れんばかりのスピードで車を走らせ、私は心の中で十字を切った。

数分後、パブの前の私の通りの奥に車はキーと音を立てて停まった。外には既にたくさんの車が停まっていて、側には大きく「今夜は音楽あり」と書かれた看板が出ていた。

オツール夫人と私は急いで車を降り、乗せてくれたことにブレンダンに礼を言うとパブに入った。中は人が一杯で、笑い声と快活な話し声で渦巻いていた。煙のなかを目を細めて見ると、奥のテーブルから小さな男性が手を振っているのが見えた。彼の隣に二つ席が空いている。奇跡だ。私は彼のところに向かい、オツール夫人はゆっくりと私の後ろを付いてきた。

人は皆彼女の姿を見て驚いていたが、彼女を認めると丁寧に彼女に会釈をした。オツールさんは恥ずかしそうに会釈を返した。オツール氏から離れたほうの席に私は座り、彼の隣の席を夫人のために空けた。二人は夜出かけることもあまりないと思っていたので、この機会を私と一緒に過ごしてくれることに感動を覚えた。

「これがパディよ」 オツール夫人は紹介した。オツール氏は雨風を耐えてきたそのゴツゴツした手を伸ばし握手した。彼の指関節はリウマチと何年もの仕事で肥大していたが、握力はしっかりしていた。彼は細身の小柄な男性だった。彼のキラキラした目と暖かい笑顔をたたえている赤ら顔の上には、黒い帽子が載っていた。彼と夫人は同じような優しく元気な雰囲気を醸し出していて、これは土地を相手に生活している人々の間でよく見られるものだった。

オツール氏は私に尋ねた。

「何か飲み物はいりますか？」

「シャンディをお願いします」 それから彼はオツール夫人に優しく聞いた。

「君はどうするんだい？」

「レモンスカッシュをお願い」 オツール氏が離れていく際、私は足をひきずっていることに気づいた。オツール夫人は私の視線を追い、こちらに乗り出して言った。

「彼は腰が悪くて来年人工股関節の手術をするの」

「オツールさんはお幾つなんですか？」

「６５歳よ」 オツールさんが牛や羊を見に行くために一日中、あらゆる天候でも自転車を乗っているのを見てきたので、私は驚いた。腰が悪いとは言え彼はもっと若い男性のように振舞っていた。私たちの飲み物と自分のために黒ギネスを一杯持って戻り、オツールさんは席についた。

「ありがとう」 と今は低くなった彼の顔に向けて私は礼を言い、彼の農場について尋ねた。オツールさんから返事はなく、夫人は私が困惑している様子を見てこちらを向いてこう言った。

「耳が悪いのよ。戦争で痛めてね」 その時演奏者が入ってきてコミュニケーションを試みる気まずさから救われた。ステージはなく演奏者たちは私たちのテーブルから二つ向こうの椅子に何気に腰を下ろした。音楽が始まり、人々が耳を傾け始めたため話し声はおさまった。ミュージシャンの一人はパイプを演奏していて、私はその夏に初めて知ったことだったが、パイプはスコットランドではなくアイルランドで発明された楽器なのだった。もう一人はボードラムと呼ばれる、ずんぐりした棒の両端でたたくアイルランドのハンドドラムを持っていた。見た限り演奏は難しそうだった。また別のミュージシャンはギターを弾いていて、横のスタンドにはバンジョのような楽器を置いていた。

音楽は上手でオツール氏はリズムにあわせて足を踏み鳴らし始めた。まもなく人々は一緒に歌い始めた。歌の間には、現地の女の子が立ち上がりギタープレーヤーの耳に何かを囁いていた。プレーヤーは歌を弾き始め、その女の子は歌い聴衆は大声で喜び始めた。

バンドは休憩にはいり、オツールさんのグラスが空であるのに気づき、私は彼の目を見て、自分が使える最高のアイルランド訛りを使いこういった。

「私の番ね、ギネスお代わりいかが？」 オツールさんは驚いていたが頷き、私は人の壁の間をすり抜けバーに向かった。そこでは誰もが顔見知りのようだった。男性の何人かは私を値踏みするように見た。押し付けがましくなく、単に興味があったのだ。そばかすだらけの赤毛の男性が私を何度か見ていたのに気づいたが、私が彼のほうを向くと彼は素早く目を背けた。内気なのね。それもいいわね、と独り言を言い、すぐにその考えを退けた。その夏の焦点は瞑想とレプリコーンからの学びであって、赤毛のアイルランド男性ではないのだから、と自分に言い聞かせた。私は飲み物を受け取りオツール夫妻のところに戻った。不思議なことに二人をファーストネームで呼ぶことは出来なかった。

私はオツール氏に大声で聞いて会話を始めようとした。

「皆さん日曜日ではなくて土曜日の晩にミサに出るのですか？」 彼は目をキラキラさせながら答えた。

「そうさ、そうしたら後でパブに行って日曜日の朝はゆっくりできるからな」 まったくアイルランド人は実用本位の人たちだ。ただ、オツールさんがどのくらい朝寝が出来るのか想像は出来た。というのは牛たちの乳しぼりが待っているからだ。話を続ける前にミュージシャンたちは戻ってきて、音楽が再開した。一時間ほど経ちグラスは空になり、私たちは目を見合わせ今日は充分飲んだと確かめ合った。バーテンダーがベルを鳴らしラストオーダーを知らせている時、私たちはパブを出た。オツール氏は自転車に乗って走り去り、オツール夫人と私は歩いた。それは素晴らしい晩で、パブの喧騒とタバコの煙のかわりに、静けさと新鮮な空気を私は浴びた。オツール夫人の家の門で私は夫人と別れ、自分の小屋まで歩き続けた。暖炉の残り火はかすかに輝いており、私の帰宅を出迎えてくれた。

 


第十五章 私のボディ・エレメンタル

 

レプリコーンは翌朝も現れず、私は一人で平穏な一日を過ごした。日曜日は休息日だったわと考え、私は服を着替えベッドに入った。それから自分の集中力を高めあらゆる否定的な思考形に対抗するための訓練として決めていた夜の瞑想をろうそくの炎の前で始めた。

思考形は同じ考えを何度も繰り返し持つことによって作られる。それは肯定的にも否定的にもなり、あたかもそれ単独で生命を持っているかのようだ。思考形が強くなると他人に付着することもある。それゆえ、私たちは自分自身だけでなく、他人に対する思考に注意を払わなくてはいけないのだ。

足を組み背骨を伸ばして、私は七つの大罪を調べ、自分がどの領域で思考形を作り出してしまったのか見始めた。またそれらの思考形を創り出した時のもともとの善意を見つけたかった。色欲は愛されたいという気持ちから出ているし、貪欲は知識と経験を増やしたいという渇望から、妬みは創造主が与えてくれるすべてのものを欲しいという気持ちから、また怠惰は創造主が与えてくれるという信頼から来ている。

瞑想中、私は自分が作り出した思考形を呼び戻し自分の体の虚空に再吸収させ、もともとの善意を残して消滅させた。それから自分の体が求めている愛、受容、豊かさ、信頼で体を満たした。すると自分の体がこれらの恩恵を受け入れることに抵抗しているのが感じられた。私のことを信頼していないかのようだった。突然私の体の中に自分ではない別の存在がいることに気づいた。それは自分から独立した存在でもなく、あたかも自分の心と意識が、体に繋がっているその意識とは別物であるかのようだった。

私は内に尋ねた。

「あなたは誰なの？」 答えはなかったが自分の内なる影に何者かがさまよっているのが感じられた。私は諦めずに繰り返した。

「あなたが誰なのか知りたいの」 私の意識は暗闇の中に住んでいる存在を探すフラッシュライトのようになった。その存在は私に知られることを嫌がっており、私を観察しているように感じられた。そこには不信、嫌悪感、諦め、同時に好奇心と希望の感情があるように思えた。

愛を送りながら私は考えを送った。

「あなたを傷つけないから。ただあなたのことを知りたいの」 小さな声でその存在は答えてきた。

「おまえを信じられない。あっちに行き私を一人にして仕事をさせてくれ」 仕事と聞きその存在が私の体で何をしているのかのヒントを得ることができそうだ。私は直感的にそれが肯定的なものだと感じた。

「どのような仕事をしているの？」 再び沈黙が流れ、絶望と希望の両方の感情が漂っていた。私は誠意を込めて言った。

「私のことを信じてちょうだい。もし私があなたに何かをしてしまったのなら、それはあなたの存在を知らなかったからなの。これであなたの存在がわかったから事態は変えられるわ。あなたが私に何を期待しているのか理解するためにはあなたの助けが必要なの」

前より長い間逡巡し、それは答えた。

「わかった。私のことを知らない時より知っているほうが害をするとは思えないからな。教えてあげよう。私は君のボディ・エレメンタルだ」

私は困惑して聞いた。

「私の何ですって？ ボディ・エレメンタルって何？」

「ボディ・エレメンタルが何かだって！」 とその存在は機嫌を損ねたように答えた。また絶望の穴に落ち込んでしまいそうだ。大急ぎで、申し訳ないという気持ちを込めて私は言った。

「私は全然知らなかったことなの。私の無知を許してちょうだい。そしてあなたとあなたの仕事のことについて教えて」

その存在は嘲るように言った。

「何百万年もの仕事を一言でまとめるのは難しい」 ちょっとしたユーモアが緊張をほぐすかと思って私は答えた。

「夜は長いわ」

「きみの魅力は他のエレメンタルと同じようには私には効かない」 それはつっけんどんに答え、私の友人のレプリコーンのイメージを送ってきた。手詰まりを感じ、私はため息をついてこう言った。

「私に教えることをあなたの意志に反して強制するつもりはないわ。あなたのことについて私が理解しておいたほうがいいかどうかはあなたが判断して。あなたが私を信頼してくれていなくても、私はあなたを信頼するから」

私の言葉は魔法の呪文のように効き、即座に長年溜め込まれた私に対する不満が噴き出してきた。

「私はきみが最初に人間として受肉した時から一緒にいたのに、私が誰だかも分かっていない」 とその存在は怒って話し始めた。

「私は毎回の人生で君の肉体をつくる建築家で、それぞれの生で得た強味や傷を織り込んできた。きみの肉体に留まって君が死ぬ瞬間まですべてが機能するように管理しているんだ。死が訪れると」

とその存在は息を継いで続けた。

「君の次の受肉の時期が来るまで私は休むというわけだ」 この言葉の真実味に疑いはなかった。私のすべての細胞がそれを確認していた。私はこれを認識していなかったことを恥じ入った。無知だったで済まされそうではない。私がジレンマを感じていることをその存在に感じさせながら指示を仰いだ。

幾分態度を和らげながらも、その存在は恨みがましく続けた。

「きみだけではない。われわれボディ・エレメンタルがしていることをまったくわかっていない他の人間たちも同罪さ。われわれがいなければ人間たちは生きていることも出来ないのに」

解決策を探しながら私は提案してみた。

「あなたと協力するために何をすればいいのか教えてくれたら、そうしてみるわ。それにあなたからもらった情報を他の人間たちと分かち合うことも出来るし」

まだ完全に納得していない様子で、その存在は試しの質問を投げてきた。

「どんぐりが樫の木になることをどうやって知っているのか考えたことがあるかい？それも単なる樫の木ではなくて、大きな枝が四つではなく二つあって、六十フィートではなく五十五フィートの高さのね！幹に病根が付いている木だよ？」

質問に答える前に、私は自分の記憶をたどり情報を探した。

「多分、土壌、水の量、日光、それに種のもともとの強さによると思うわ。これは間違っているの？」

「間違いではないが、飽くまでも一部だけだ」 とその存在は答え、こう付け加えた。「でも人間たちはそれしか見えていない」

「それに木のディバや妖精や他のエレメンタルたちが成長を管理して助けていることも知っているわ」

と私は急いで付け加え、エレメンタルたちが地球に恩恵を与えていることを指摘した。

「それも真実の残りの一部だ。たいていの人間たちはそれさえも信じていないがね。しかしあと残った部分は、君も気づいていないようだが、すべての生き物の成長を助けているボディ・エレメンタルの役割なんだ」

その声は強いというより悲しそうだった。私は謙虚にお願いした。

「じゃあ、教えて私の無知をなおしてください。多分私たちが力をあわせてボディ・エレメンタルと人間たちが協力できるようにしたら、人間だけではなくて世界のためにいいのじゃないかしら」

少し皮肉っぽくそのボディ・エレメンタルは答えた。

「もともとはそう意図していたんだ。君が人間は見習いの神であると何度も人に話しているのを聞いてきた。それは確かにそうで、人間は訓練中の神だ。しかし私たちが全面的に協力しなければ、人間は創造主になることは出来ないんだ。人間が持つビジョンを実現化するのはボディ・エレメンタルだからね。人間が感じたこと、見たことをその細胞に記録するのは私たちの仕事だ。私たちが記録することを決めるのは人間だから、貪欲、怒り、肉欲、暴食、恐怖などのネガティブな感情をコントロール出来ないなら、私たちが記録していくのもそのような感情なのだ。私たちは建築家で肉体のために記録をとっている」

突然、私が初めてボディ・エレメンタルに気づいたのが、私自身のネガティブな思考形をもともとの肯定的な種に取り替えていた時だったことを思い出した。これは偶然だろうか、と私は疑問に思った。

私の考えを聞いてその存在は答えた。

「そんなはずはない。きみが創造主となる過程で、君は今自分が創造したすべてのものに対して責任を負い始めたのだ。君は今生とすべての生のネガティブな考えや記憶を見つけ出し消し去っている。そのプロセスを私が手伝っている。君の命令に従うのが私の仕事だからね」

私はユーモアの泡を表面化させながら言った。

「あまりその仕事を喜んでしているようには聞こえないわね」 今度はその存在は気を悪くする様子もなく、こう答えた。

「私を作るのは君だからね」 私は新しい知識の領域が自分の前に開いていくのを感じながら促した。

「続けて」 私の質問に答えるのを喜ぶでもなく嫌がるでもなくその存在は話を続けた。

「ボディ・エレメンタルは宿主と一緒に進化するものだ。他のエレメンタルと同じように、私たちが最初に生を受けた時、私たちは機能だけを持っていて空で白紙の状態にある。君が生を受けるたびに、保存するべき記憶を与えられて私たちはより複雑になり意識を持つようになる。ある意味では私は君の鏡だと言える。君のように、私も強い意志をもち、怖がりで、知りたがりで、頑固で、忠実で、賢くて、他のボディ・エレメンタルたちの進化を助けて世界で意識的に働いていけるようにしたいと思っている」

突然私は自分の体をポジティブな考えや感情でプログラムし直すことが、その存在のためになることに気づいた。そうすれば私とその存在の進化を早めることになるのだ。

「まったくその通りだ。だから今夜君に私の存在を知らせることにしたのだ。それに伴うリスクも分かっているがね」

それがどのようなものなのか全く分からずに私は尋ねた。

「どのようなリスクがあるの？」

「黒魔術師たちは自分のボディ・エレメンタルを使って自分のダブルを作り出す。ダブルが体に戻ってきた時、宿主がダブルにさせた行為をボディ・エレメンタルは吸収しなくてはならない。これはボディ・エレメンタルの進化を阻害する。私たちにとっては霊的死とも言えることだ」

すぐに私はカルロス・カステネダの霊的戦争の本や、イギリス人でこのように黒魔術の道を選んだマスターのことを思い出した。私は霊的攻撃を受けたことが一度ならずあるので、そこに伴う意志の力には敬意を持っているが、自分自身はその道を選ぶことに強い抵抗を感じている。

ボディ・エレメンタルは私の考えを聞いて続けた。

「それこそが、私が君に私のことを知らせようと思った理由なのだ。あらゆる存在の進化のどこかの段階で、協働し始めなくてはならない。そうでないと創造主にはなれないからだ。すべてのマスターたち、イエス・キリストもゴータマ・ブッダもボディ・エレメンタルたちと協働して彼らの肉体の死後も体を創り出している。私たちも力をあわせる時が来ているのだ」

私は喜んで賛成した。

「そうね。いつから始めましょうか？」

「もう始まっているよ」 とボディ・エレメンタルは言ったが、その固い態度の裏にちょっと笑顔が感じられた。

「君が徐々にしてきたように神の計画に従って活動していると、私の仕事もより速く強くなっていく。なぜならそれが私の究極のプログラムだからね」

普段より、よりよい結果を得たいと思って私は尋ねた。

「もっとよくするために何かアイディアはあるかしら？」

「あらゆるエレメンタルたちと協働することは、君がこの夏しているように、私たちのつながりを強化するし、この惑星で進化を遂げているすべての存在のためになる。ボディ・エレメンタルは、木、花、鉱物、動物、魚、鳥などあらゆるものの形を作っている。地球も生きた存在で私たちはその体の細胞なのだ。私たちの一人一人が神の計画に従うようにすれば、惑星全体も神の計画に沿うようになる」

「そうね」 と私はエレメンタルの立場を擁護した。

「でも、木や山の妖精やディーバたちのようなエレメンタルたちとボディ・エレメンタルの役割の違いがよくわからないんだけど」

「ボディ・エレメンタルの仕事についてはもう説明したから、妖精やディーバたちに直接何をしているか尋ねたほうがいいと思うよ」

「確かにそうね」 私は翌朝そうすることを忘れないように心に留めた。自分の意識が薄れてきているのが感じられたが、自分のボディ・エレメンタルとすぐに別れるのが嫌だった。するとボディ・エレメンタルは約束してくれた。

「私はいつでもここにいるし、好きな時に私と話が出来るよ。私に頼めば、君の体のバランスを崩している部分のプログラムを組みなおすことも出来る。それに、既に君がたくさんやってきたように、他の人間たちのボディ・エレメンタルと話をすることも出来るよ。君は他の生でそれを意識的にやってきているから今生ではそれを本能的に出来るんだ。君が望むならばその記憶も取り戻すことが出来る」

その話を聞きながら、私の意識の端にそのような記憶が上がってきているのが感じられたが、それ以上するには疲れすぎていた。ろうそくはとっくに燃え尽きていた。ベッドにもぐりこみ、自分のボディ・エレメンタルに心の中で感謝して私はすぐに眠りに落ちた。

 


第十六章 長老たち

 

翌日レプリコーンがまた現れた。早朝の散歩から戻りレインコートの下にまだ寝間着を着たまま、私が小屋に入っていくと友人は妖精の本の上に浮かんだまま、二人の子供たちに色々な絵を説明しているところだった。子供たちはすっかり夢中になって聞いていた。

彼と会えて嬉しくなり、私はレインコートを脱ぎポットをコンセントにつないだ。「次！」という声が聞こえ、それが私に向かって発せられたものと思い、私はテーブルに歩み寄り本のページをめくって次の絵を出した。繊細な羽のついた妖精が、ブルーベルの上に浮かんでいて、私たちを見つめ返していた。レプリコーンが妖精を指差すと絵は三次元になり動き始めた。チビちゃんたちはすっかり心を奪われ小さい子が前に乗り出し妖精のお腹をつついた。小さな妖精は突然のことに驚き素早く反撃した。目にも留まらぬスピードで体を折り曲げ、妖精は子供の指を噛んだ。小さなレプリコーンは叫び声をあげ涙を流しながら闇に消えていった。お兄ちゃんはすぐに後を追った。

「子供たちときたらまったく」 と友人はつぶやき、お手上げというポーズをとった。ポットの湯が沸いた音が聞こえたので、私は彼にソファに座るように手で促し、お茶をつくりに向かった。熱々のマグを二つ持って、私は彼の横に腰を下ろした。私のことをまじまじと見ると、彼はこう感想を述べた。

「君は自分のボディ・エレメンタルに会ったね」

「どうしてわかったの？」 と私は笑った。いつもの通り、彼は私の変化を予想していたのだ。彼はお茶を物憂げにすすりながら言った。

「そこらじゅうに書いてあるよ」

「ねえ、ねえ、もっと教えてよ！」 彼とまた会えてとても嬉しかった。この朝のおしゃべりがなくなって淋しく思っていたのだ。

「人間に説明するのは簡単ではない」 と彼はこの一見複雑な話題に関する自分の優越性を示すかのように背を伸ばして言った。相変わらずの気を持たせる話し方に笑いを噛み殺しながら、目を伏せて、私は懇願するような声で言った。

「できるだけでいいからやってみてください。このおろかな人間にはとてもありがたいことなの」

「君にはまた一本取られたよ」 彼はソファの上で笑い転げながら叫び声をあげた。

「うまくなりすぎだよ」 笑いが収まると彼は真面目になってこう続けた。

「以前は、私が君を見ると二つの存在が見えた。君と君のボディ・エレメンタルだ。大部分の人間でそうであるように、二つは別々だった」

私は彼の話に乗りながら尋ねた。

「それで今は？」

「今はもっと一緒になっているんだ。でも『一緒』というのはあまり正しい表現ではないな……」 と彼はより正確な定義をさがしながらアゴをさすった。

「以前は君の中にボディ・エレメンタルが閉じ込められているみたいだったんだが、今はボディ・エレメンタルはより自由になって君の細胞の中を動いているんだ。その活動領域を拡大したんだな」

私の心の中には、一塊のグニャグニャのアメーバが私の体の中を動いて、絶えず大きくなったり小さくなっているイメージが見えた。時にはアメーバは私の体全体と同じ大きさで私と重なっていた。また時には体の特定の場所に固まっているように見えた。私と重なっている時には、私の目を通して見ているかのようにそれは人間の形をしていた。私はこのようなイメージをレプリコーンに投げて確認してもらおうとした。

「君にはそういう風に見えているね」 と彼は確認すると同時に訂正した。

「私にとってはボディ・エレメンタルは君の体を貫いているキラキラ輝いている生命エネルギーに見える。人が死ぬとボディ・エレメンタルが体から抜けるまで通常三日かかるのを知っているかい？」

「だから多くの宗教では死後三日間は埋葬しないし、イエスが復活したのも三日後だったのね？」

物事が正しい場所にはまっていく感覚がした。

「その通りさ」

「あなたにも人間みたいにボディ・エレメンタルがいるの？」 私はこう尋ねながらも、自分が既に答えを知っていることに驚いていた。

「いないよ」 レプリコーンは言ったが、彼がこの話題を話したがっていないことが感じられた。この話題をここで止めたくなかったので、私は続けた。

「なぜだか知りたいわ！」

「それはそうだろうね」 彼は悲しそうに微笑んだが、すぐに声を明るくして言った。

「私たちの話はエレメンタルの深い秘密に関するところに及んできたから、私が君に教えることが出来る範囲を超えているんだ。ここ数日間私は私の先生たちと一緒に過ごして君が先生たちから直接学ぶことが出来るように許可をもらった」

私は自分のフランネルの寝間着を見下ろしすぐに抗議した。

「ちょっと待ってよ。まず着替えをしないと」

「それは不要だよ」 と彼は笑った。

「私の世界では君は好きなように着替えることが出来るからね。さあ目を閉じて」 彼の指示に従いながら、私は真っ黒なトンネルが周りに口を開けてくるのを感じた。一瞬のうちに私は野生の花が咲いている草地に立っていて、周りには巨大なオークの老木やホーソーンが見えた。レプリコーンは私の脇に立っていたが、彼はキラキラした白いローブを着ていて、胸のところには楯のようにシャムロックが付いていた。そして頭の上にはいつものシルクハットが乗っかっていた。自分の体を見下ろすと私も同じようなローブを着ていて、胸のところには明るい赤色のバラが飾られていた。

「君をこの状況に相応しい装いにさせてもらったからね」 と彼は言い、オークの林に向かって一直線に足を急がせた。私も遅れまいと続いた。高いオークの林を歩きながら、地表が一面ブルーベルで覆われていることに気づいた。葉は光できらめいていて、不思議な雰囲気を醸し出していた。空気中にはささやく声が満ちていて、それらは「あれは誰？彼女は誰？」と言っていたが、すぐに黙った。上を見上げると年老いた白髭をはやしたエレメンタルが私たちに近づいて来るのが見えた。彼も長い白ローブを着ており胸には火の徽章が付いていた。右手には自分の背丈より長い杖を持っていて、頭にはとんがり帽をかぶっていた。「男の魔法使いみたいだわ」と私は思った。

私たちが近くに行くと彼は挨拶した。

「私たちの世界へようこそ」 彼の目は古い力と秘密の光をたたえていた。

「私たちの若人が君にエレメンタルのことをずいぶん教えてきているが、彼もまだ学ばなくてはならないことがあるので、君たち二人ともに一緒に教えたほうがいいと考えたのだ」

彼が杖を巨大なオークに向けると、その渦巻いていた根っこが三本、たちまち伸びて椅子のような形のへこみをつくった。老いたエレメンタルは前に進みそこに腰掛け、私たちにも同じようにするように招いた。友人のレプリコーンは私たちを紹介するのも忘れて、不思議なほど黙っていた。彼にならって私も老人が話し始めるのを待った。

「君らはここに、ボディ・エレメンタルについてさらに学ぶためにやって来たのだ」 と彼は愛想も言わず話し始めた。

「私たちの若人から、私たちはボディ・エレメンタルを持っていないことを聞いたであろう。これはなぜだか分かるかね？」

いつもはレプリコーンが私の質問に答えてくれるのに慣れていたので、この予想しない質問には虚をつかれた。老人はじっと私の答えを待っていた。

自分の記憶を探ったが何も見つからなかったので、私はこの状況で思いつく唯一つのことをした。私は自分の意識を相手の体にまで拡張して、そこに答えがあるかどうか探ったのである。そこにあったのはあらゆる細胞が様々な色と音で振動している膨大なエネルギー源だった。けれども、そこにはただ一つの意識、彼の意識しか存在していなかった。

自分の意識を元に戻すと、驚いたことに彼が私の友人のレプリコーンに微笑みかけていて、半分あきれて同情するように言っていた。

「彼女はちょっと手に余るだろう、どうだね？」

「実際に自分で調べないで憶測で物事を信じる必要はないでしょう？」 私は自分の立場を弁護した。

「あなたの中には、私と同じようなボディ・エレメンタルはいなかったわ。でもなぜだかは分からないから、教えてくださったら有難いけれど」

老人は尋ねた。

「君は私の中にいる間、何を理解したかね？」 私はその経験を思い出しながら答えた。

「あなたの細胞がエネルギーに満たされていて、あなたの意識にコントロールされていることが見えたわ」

「君には私の魂が見えたかね？」

「本当のこと言うと、いつも魂と精神の違いがわからなくなってしまうの。人間の場合、私には過去生や今生の目的などが見えるし、その本来の道に乗っているかどうかはわかるわ。人間の魂の目的は、彼らの本質の高次の部分が出たものに過ぎないの。でも精神については？ 聖なる精神は生命のスパーク、創造主が一人一人に与えてくれた聖なる炎で、全体の神の計画に従って生きることを助けてくれるものだと思うの」

髭を引っ張りながら彼は私の言葉を考えていたが、こう聞いてきた。

「それで私には魂も精神もあると思うかね？」

「前にも言ったけれど、その判断を私が下せるものかはわからないわ。人間でさえ混乱してしまうのだから、エレメンタルについては余計にそうね」

「君の判断を聞いているんだが」と老人は要求した。どうも答えを見つけるなら自分で見つけるしかないことがわかってきた。彼の質問に意識を集中して、私がもう一度彼の体に入ると、今回も信じられないほどの彼の生命力が私を包んだ。前にも経験した通り、彼のエネルギーが聖なる精神に従って流れているのが感じられたが、魂のような存在は感じることが出来なかった。

彼は私の友人のレプリコーンがするように眉毛を片方吊り上げながら聞いた。

「どうかね？」

「精神だけで魂はない、と思います」 と私は答えた。

「正解だ。じゃあ君の若い友人に入ってごらん」 友人のレプリコーンのほうを向いて、心の中で許可を求め、それは与えられた。彼の体の中に入ると、彼の中には老人ほどの生命力がないことに即座に気づいた。また先生にはない濃さが彼のなかにあるようにも感じられた。よく理解するために私は仔細に観察したが、すぐに感じたのは彼はむしろ私に近いように感じられた。彼はより固体化していた。困惑して私は彼から出て、自分が観察したものを話した。

「君が見ているものは」 と老人はコメントした。

「ボディ・エレメンタルの始まりなのだ。この若人は大昔人間と協働して創造主となることを決め、彼の体は純粋なエレメンタルの形から変化し、君のように濃度を高めつつあるのだ。彼の記憶を保つために、彼は自分のボディ・エレメンタルと力と力を合わせて、彼の死後も前世の記憶を覚えていることが出来るようになっていく。エレメンタルの世界では、私たちの寿命は長く私のようにほぼ千年近く生きているものもいるが、私たちが死ぬときには私たちのエネルギーは地球に戻され、次の生に持ち越すことが出来る記憶は残らない。この記憶を持つためにはボディ･エレメンタルが必要だからだ」

私はこの情報に驚き、なぜ私が自分でこの結論に達するように促されたのか理解した。彼からただ言われても到底信じることが出来なかっただろう。

私は人間について気づいたことを話した。

「人間は聖なる精神とのつながりを犠牲にして創造主に進化するようにしているのね？」

「その通りだ。しかし究極的には君らは私と同じような聖なる火となり、同時に受肉を越えた記憶を持つようになる。つまり精神であると共に、人間たちが魂と呼ぶ存在になる」

私はまだ関心を惹かれて質問した。

「魂はボディ･エレメンタルのことを指すのですか？」

「そうだ。君たちの世界の動物たちもグループ・ソウル（群魂）の一部だから個別化されていない。エレメンタルも動物たちと同じようにグループ・ソウルを持っている。妖精、ディバ、ノーム、ゴブリン、シルフ、スプライト、それにレプリコーンも含め各々の種類のエレメンタル毎にグループ・ソウルがあるのだ。猫のような動物たちは各々の個性を持っているが、猫であることは同じであるように、私たちにも個性はあるが人間に比べればグループ・ソウルとの繋がりが強いのだ」

この時、友人のレプリコーンがついに口を開くことを決心した。

「ほぼ百年前に作られた新しい階級は、様々な階級から集められたエレメンタルからなっていて、それでお互いから多様性を学ぶことが出来るようにしたんだ。こうしてお互いが助け合いながら個性化することが出来るようになった。私たちのグループの全員はボディ･エレメンタルの宿主になっていて、その意味では私たちの世界の変種になっている。他のエレメンタルから見れば私たちはより密で濃いと思われているから、将来はエレメンタルの世界より人間の世界に行くほうが楽になるかも知れない」

ここで老人は口を挟み友人の言葉を訂正した。「ただし、多くの人間たちは自分たちの世界の波動を変える課題に取り組んでいる。人間たちが切り倒すより多くの木を植林して、食べ物にする量以上の殺戮をやめ、神の計画に従って行動すれば、この世界の波動を軽くすることが出来て私たちの世界に似てくる。それほど遠い将来でもなく、二つの世界は遠い昔そうだったように重なり始める」

彼が話していると顔に憧れのような表情が浮かんでいた。私は丁寧に質問した。

「あなたは私たちの世界に入ったことはありますか？」

「若い頃、数百年前にね」 と哀愁を込めて彼は言った。

「エレメンタルと人間は今よりずっと似通っていた。二つの世界はともに瑞々しい森、草地、きれいな小川、湖で覆われていた。人間はその物質的な環境が自分たちの精神に及ぼす影響について分かっていない。自然と共に生活していた時には人間はより軽く清らかだったのだ。知識は少なかったが知恵は今より持っていた。君らの精神と体がずっときれいだった時代には、エレメンタルを見ることも出来た。人間は季節の変わり目にエレメンタルたちに食物と祝いの恵みをくれて、穀物を育てる手伝いをしたことに感謝してくれた。人間がエレメンタルを認めてくれることによって私たちの人間界での存在は強化されたのだ」

私は願いを込めて老人に尋ねた。

「それでこれから私たちはまた力をあわせて一緒に楽しむようになると思いますか？」

「記録ではそうなるはずだ」 彼はこう言い、友人のレプリコーンにやった目をこちらに向けて、彼が私たちのエネルギーをより近くなるように編みこんでいるのが感じられた。

「人間の中にも」 と老人は続けた。

「世界を公害や貪欲から浄化しようとしている者がたくさんいる。またエレメンタルの中にも地球を維持するために創造主となろうとしている者がたくさんいるのだ」

「あなたはなぜこの若人のようにボディ･エレメンタルを持たないのかしら？」 と私は友人のレプリコーンを老人が呼んでいるように指して、尋ねた。

「私が若かった頃には創造主となる選択はなかったのだ。その選択肢が示された時には私にとっては既に手遅れだった。しかしこの若人のような若いエレメンタルたちと協働して私の知恵を伝えて、彼らに覚えておいてもらうことは出来るがね。時には君のような人間と力をあわせることも出来る。もちろん彼らの精神が私が耐えられるように充分に軽くて強く、かつ彼らも私を耐えられるようでなくてはならないがね」

私たちの会話が終わりに近づいていることを感じて、しかし彼がレプリコーンや他のエレメンタルの一種なのか否かを知りたくなって、その質問をしようとした瞬間、彼は言った。

「他の種類のエレメンタルの話はまた明日しよう。そろそろ君は帰って着替える時間だ」 私は下を見て、いつの間にか自分がガウンの寝間着を着ていることに気づいてビックリした。老人と友人のレプリコーンは笑いとともに消えていき、気がつくと私は自分の寝室で起きたばかりのベッドの脇に立っていた。

 


第十七章 地・空・火・水

 

私は次の日が来るのを待ち望んでいたが、その間にも幾つかの質問が浮かんできていた。朝日が昇り、外に二杯の紅茶と二脚の椅子を持って出て腰を掛けた。陽の光を体中に浴びて私が冷たく新鮮な空気を吸い込んでいると、レプリコーンが向こうの椅子に現れた。

彼は帽子を傾けながら挨拶した。

「おはよう！君は先生にとても好印象だったようだな。なぜだかはわからないが今日も君に会いたいそうだ」

「私も是非お目にかかりたいわ、若いの」 と寝間着の事件の仕返しをしたくて私は彼をからかった。彼は怒ったフリをしながら抗議した。

「もう止めてくれ。止めないと連れて行かないぞ」

「わかったわ、休戦しましょう」 とすっかり着替えを終わらせ交渉に臨んでいた私は言った。

「そうしよう」 彼は答え、私の背後を指差すとそこには黒いトンネルが口を開けていて私はそれに飲み込まれた。一瞬のうちに私たちはまた同じ捩れたオークの木に座っており、隣にはあの老人がいた。私はエレメンタルがするようにあたかも時間の経過がなかったかのように尋ねた。

「胸にある色々な印章について考えていたのですが」

「それで？」 と老人は私の結論を待っているように聞いた。どうも私の質問に彼が答えるのではなくて、私自身が答えを導き出す彼のやり方を私が理解してきたことに喜んでいるようだった。

「あなたの印章はあなたの魂が持っている才能に関連しているのね」 と私は言ったが、彼には魂がないことを思い出し、こう訂正した。

「つまりあなたの存在のエッセンスという意味で」 微笑みながら彼は答えた。

「それは正しい。では私たちの印章は何を意味しているのかな？」 彼の胸にある火を見て、私は答えた。

「あなたは創造主の聖なる炎を燃やしているのね」 彼はその通りだと頷き、私の胸のバラを指して質問した。

「そして君のはどうかね？」

「バラは西洋では覚醒の神秘的な象徴です。東洋では蓮がそうであるように。人間の神秘学的伝統では私たちの世界には十二の力の光があるとされています。そして創造主となるためには私たちはその各々の光の恩恵を使いこなせなくてはなりません。これらの光のうち五つは現れていません。つまりこれらの恩恵は私たちの世界で既に不要になっているものを解消し取り除く力なのです。バラはその五つの現れていない光の一つです。私の才能は、人々の人生のなかでもはや不要となっている思考や感情や人間関係などを取り除き消し去るお手伝いをすることです。だから私の印象はバラなのです」

「なかなか良いぞ」 と老人は答えた。

「では君の若い友人がつけているシャムロックはどうかね？」

「彼がアイルランド出身でシャムロックがアイルランドと関連つけられていることを除けば、わかりません」

と私は答えたが、また自分で答えを見つけなくてはならないのだろうか？ 友人のレプリコーンを振り向き、老人は彼の答えを待った。レプリコーンは私と老人のほうを見ながら答えた。

「シャムロックは花びらが四つあり、それらは私たちが四つの主要なエレメント、つまり地・空・火・ 水をコントロールできることを示しています。私たちの階級に属するエレメンタルは全員この印章を身に着けています」

間をおかず老人は言った。

「次の質問は何だね？」

「あなたはどの種のエレメンタルの進化に属しているのですか？」 私は無礼なことは避けたかったが、出来る限り相手を理解しようとして尋ねた。彼の姿は見たところほぼ人間のようだった。ただ、背は小さくて、両目が不ぞろいなところはエレメンタル特有だ。ここで私は混乱していたのだ。

「君は、先入観で真の理解力を否定してしまっているのが問題だ」 私は、複雑なことを単純化することは得意だったが、誰の目にも明らかなことを理解することが苦手だと分かっていた。ここで明らかなことは何だろう、と私は彼の印章を見つめた。自分の理解力を完全に信じるでもなく私は尋ねた。

「あなたは火のエレメンタルですか？」 微笑みながら老人は答えた。

「その通りだ」

「私は、君が不安にならないような形をとっている。しかし、君が私の中に入り私の本質を観察した時のことに注目したらこれは明らかだろうな」

私は火のエレメンタルについて知っていることを思い出そうとした。火のエレメンタルは暖炉の炎で弾けたはずだ。ウンディーネと呼ばれていただろうか？ いや、それは水のエレメンタルだった。シルフだったか？それは空だ。どうも名前は思い出せないが、何れにせよこの老人は私が持っている火のエレメンタルのイメージとは似ても似つかない。

私の心を読んで老人は言った。

「君はまた偏見にはまり込んでいるよ。君が思い出せなかった言葉はサラマンダーだ。君が持っているサラマンダーのイメージは私たちの進化の初期の段階のものだ。私たちは進化するにつれ、よりたくさんの創造主の炎を持つようになるのだ」

「それはあなたの生、一回だけでは起こらないのですね？」

「そうだ。マスターになるためには、人間と同じように何回も生を経験しなくてはならない。火はエレメントのなかでも最高のものだ。人間も体内に火を持っていて、それはクンダリーニのエネルギーと呼ばれている。このクンダリーニのエネルギーによって、創造主の聖なる生命力が君らの背骨に沿って存在する主要なエネルギーの通り道を上る。この通り道は七つの主要なエネルギー・センターに繋がっていて、それらはチャクラと呼ばれる。クンダリーニはこれらのチャクラに栄養を与え、それが各チャクラと関連している臓器にエネルギーを提供している。人間の血でさえ火のエネルギーの生命力を運んでいる。私たち二つの世界で君が望むものを作り出すためには火が必要なのだ。あらゆる具現化を引き起こすスパークだからな」

彼の話を聞きながら私は夏中練習していた火をつける練習を思い出していた。根気強く何度もやってみたがそれまで成功したことはなかった。

「それは君が自分の心で火をつけることが出来ることを本当に信じていないからだ。信じる心がないとそれを行うという考えは打ち消されるのだ」

と老人は言い、何気なく彼の杖の先に火を点し、それは松明のように明るい光を放った。私は自分の手の中に何かが大きくなるのを感じて手を見ると、自分も同じような杖を握っていることに気づいた。

彼は命じた。「さあ、今度は君がやってごらん」 自分の意識を体に入れて、地球のエネルギーと繋がっていて私の火のエネルギーの源であるルート・チャクラに注意を向けた。自分の体を通して火を引き上げ、自分の杖の先端に火が点いている様子を想像した。すると火が点った。私はショックを受け『信じられない』と自分の心を閉ざすとたちまちその火は消えた。もう一回試してみようと今度は老人の杖から火が移ってきて私の杖を点すように想像した。数秒炎は燃えていたが老人はそれを吹き消した。

「それはダメだ」 と彼は笑いながら私を叱った。

「自分で信じなければ独力で出来るようにはならないからな。もう一度やってごらん」 私は自分の中に火に対する恐怖心があることに気づいていた。何年もの間、私は自然の火傷や水ぶくれが手や体に出来ていて、そのために病院に行ったことさえあったのだ。第二級火傷だと診断されるほどだったが、いずれも原因不明だった。火傷が治まるまで一・二週間かかったが、皮膚を癒してくれたのは入浴だけだった。いつもまったく痕を残さずに完全に治ってしまうので驚いていた。

老人は私を励ますように言った。

「それらの火傷は君の火が大きすぎて、それをグラウンディングして世界に戻すことをしていなかったからだ。君が火を世界に解放することを学べば火傷は起こらなくなる。君の教育のために私が派遣されたのも偶然ではない。世界を創造できる創造主となるためには四つのエレメントのすべてをマスターしなくてはならない。それがこの惑星を創造した存在、君らが神と呼んでいる存在が行ったことだ。しかし火のエレメントが一番重要だ。君らの三次元の世界でものを創り出すためには火が必要だからね。さあもう一度」

私は内なる火に注意を戻して、火を体の中で上昇させたが、今度は自分の体全体が火に包まれているように感じられた。この練習の収拾がつかなくなった時のために、近くに水のエレメンタルがいないだろうかと私は思った。何か楽しいものを火で創ろうと思うと、すぐに暖炉の気持ちよい炎のイメージを思いついた。目を開けると私の暖炉が森の中にあり、そこには素晴らしい炎が光り輝いているのが見えた。

老人は説明した。

「これが君が毎日行っている訓練で創り出した火だ。君らの世界は重くて密だから、私たちの世界のほうが物事を創りだすのは容易なのだ。君のすべての記憶を保存しているエーテルの中では君は火を創りだしているのだから、失敗したとガッカリすることはない」

この時、私たちの会話を黙って聞いていた友人のレプリコーンは口を開いた。

「彼女を他のエレメンタルに会わせるタイミングかも知れません」

「そうだな、その通りだ」 と老人は答えた。

「水が来るかどうか見てみようか」 すぐに木の根にもう一つの椅子が現れ、最初の老人とまったく同じように見えたが二人目のエレメンタルがそこに座った。彼はゆっくりと笑顔を見せた。火のエレメンタルはお辞儀をし姿を消すと、彼の椅子も木に吸い込まれていった。

水のエレメンタルのほうを向き、私は彼の胸に深い青色の規則正しい波の印章をつけていることが見て取れた。彼の目は火のエレメンタルのものとは随分違っていた。火のエレメンタルの目が、その裏にある火で輝きキラキラしているのに対して、このエレメンタルの目は深く青い海の穏やかさを湛えていた。私は火のエレメンタルから刺激を受けていたが、水のエレメンタルの存在は私を落ち着かせてくれるように感じた。

「今は水が一番いいわね」 と私は言い、大きな息を吸い込み彼のオーラの静かさに浸った。友人のレプリコーンは咳をして私の注意を引き、頭を振りながら私に黙るように促した。『また違った決まりがあるのね』 と私は思い、口をつぐんだ。

水のエレメントは丁寧に聞いた。

「ここまでのところ私たちの世界をどう思いますか？」

「とても楽しんでいます」 私も丁重に答えたが、このエレメントでも話が循環しながら進んでいくことが典型的なのだろうか、と思った。私は彼の落着いた状態にさらに深く入り込み、話をするかどうかはあまり気にかけないようになっていくのを感じていた。

「人間は水がたくさんありすぎるとそうなるのです」 この彼の言葉が私を夢見心地から起こした。

「人間は怠惰になり、形を崩し、優柔不断になります」 自分がまだ考えられることを証明しようとし、私はもぐり込むような静けさから抜け出て質問をした。

「人間に適した水の量というのはあるのですか？」

「水の『ある』状態と火の『する』状態のバランスがとれている時、それが正しい割合なのです」 目の端で友人のレプリコーンの姿を見たが、彼は水のエレメントが話していることに驚いている様子だった。老人はレプリコーンに穏やかに言った。

「私も話が出来るのだよ。ただ君に教える時には話さないほうがよいし、もし君の人間の友人ともっと長い時間を過ごすならば彼女にも話さなくなる」

私のほうを向き、水のエレメントは続けた。

「お分かりでしょう。私の才能は平和と静けさなのです。つまり行動するのではなくて、存在するということです」

「あなたといると確かに穏やかには感じるけれど。泡をたてて流れる小川や激流や嵐のような海には、あなたの言うような平穏さはないわ」

物憂げに微笑みながら彼は答えた。

「ああ、それは水の本当の本質ではありません。それらは水が火や空によってかき乱されているのです。水はこの惑星の基本のエレメントで、ご存知のように人間の体の大部分は水です。水を媒体として火、空、地のエレメントが体内を動くのです」

私を見ながら彼は続けた。

「水は体を潤滑にし動けるようにします。口には唾液がなくては味もわかりません。夢を現実にする可能性を持っている無意識の水を考えたことはありませんか？」

水のエレメントの話を聞きながら、私は夏に湖や海で泳ぐのが大好きだったことを思い出していた。そして頭を使った思考から解き放たれた、何か原始的に重要なものに自分が戻っていくような感覚があった。またシャワーを浴びながら瞑想している間に最高の気づきの幾つかを思いついたことも思い出した。しかし、概ねまだ私には火や空のほうが水よりも分かりやすいように思った。

水のエレメントは私の考えをさえぎりこう言った。

「すべての存在は自分と波長があうエレメントを持っているものです。しかし火のエレメントが話したように、四つすべてのエレメントをコントロールし理解することが創造主となるためには必要なのです。泳ぎ続けてください」

彼は話し終わり、今度は別の存在、他の二人と似通っているが胸に空っぽの空間がある存在が彼の脇に現れた。水のエレメントは静かに観察を続けていた。失礼にならないように私はただ黙っていた。しかしその方法は恐らく間違っていたのだろう。この新しいエレメンタルは、他の二つよりも影が薄く、すっかり消えてしまいそうになった。私は質問を投げかけ、それが形に戻るように声をかけた。

「あなたは空に違いないわ」 椅子の上で形をつくったり崩したりしながらそれは嬉しそうに高い声をあげた。

「そうさ」

「あなたは火や水のエレメンタルのように形をとることは出来ないの？」

「もちろん出来るさ。地のエレメントを借りてくればね」 とそれは答え、その場で形を取り始めた。

「ただ君には私の本当の形を見せておいたほうが理解できると思ったのでね」 私は興味を持って尋ねてみた。

「火のエレメントに入ったようにあなたの中に入ったほうがいいかしら？」

「どうぞ」 と空のエレメントは受け入れて、私が始めるのを待った。私は自分の意識を空のエレメントの中に向けた。驚いたことにそこには空間とエーテルしか存在しなかった。空のエレメンタルの意識を探したが、どちらを向いても私のことを見て耳を傾けている意識が見つけられなかった。私はもとに戻りこの経験の意味を考え始めた。

やっと正しい解釈を見つけたように思い、私は聞いた。

「あなたはすべてのものの間の空間なの？」

「そうさ。人間の科学者たちはやっとものの中にある空間を発見しつつあるが、私がその空間だ。私のエレメントをコントロールすることによって、人間もエレメンタルも空間、時間、次元の間を移動することが出来る。私は自分のことを空というより、空間とかエーテルと考えたいがね。空気は私のエッセンスの副産物にすぎないから」

彼の話を聞きながら私は彼の胸を見て、彼の印章を見つけようとした。けれど見ることが出来たのは、精妙でかろうじて見えるくらいの渦巻くエネルギーだけだった。彼の目も異なっていた。自分がどこにいるか注意していないと落ち込んでしまいそうな底なしの空間だったのだ。

空のエレメントはレプリコーンの方向に頷きながら言った。

「この若人は、私のエレメントを使って君を私たちのところに連れてきたし、君を他の場所に連れて行くことも出来るのだ」

私が教えについて礼を述べる前に、空のエレメントは消えてしまい、別のより形のしっかりしたエレメンタルが代わりに現れた。今度も他のエレメンタルたちと似通っていたが、この存在の胸には色とりどりのクリスタルが付いていた。彼は他のエレメンタルたちより皺が多いように思われ、彼の目は緑から茶色へと絶えず色を変えていた。彼は明らかに地のエレメンタルだ。

それは私に向かって唸った。

「他の三人にも会ったから私にも会ったほうがいいだろうな」 私は彼がなぜこのように敵意をむき出してしているのかを不思議に思ったが、彼は私の考えに答え始めた。そのエレメンタルは責めるような口調で言った。

「お前たち人間は世界を殺しているからだ」 私は自分の立場を守ろうと反論した。

「あなたが怒っているのは分かるけれど、私は個人的には何もしていないし、実際には世界を助けようと思ってよいことをしているのよ」

地のエレメンタルは反駁した。

「お前は自分が出来ることの半分もしていない」 私たちの関係は始まる前から崩れかけていたので、私は別のアプローチをとることにした。

「あなたは多分正しいわ。でも今朝はたくさんのことがあったし、明日もう一度話し合ったほうが世界のために生産的だと思うけれどいかがでしょうか？ それでもよろしいですか？」

私たちのやり取りを眺めていた水のエレメンタルから鎮めるような落ち着きの波が流れていくのが感じられた。地のエレメンタルはそちらを向き、仲間のエレメンタルからの言葉によらないメッセージを認めた。それから私のほうを向き、抑えた。しかしまだ恨みがましいような調子でこう言った。

「お前の提案を受け入れよう。では明日またここで会おう」 私の前にトンネルが現れ、私は庭の椅子に戻された。私が出かけた時にはまだ昇り始めたばかりだった太陽は既に頂点を過ぎていた。半分空っぽになったカップが二つ、椅子の横の地面に置いてあった。すっかり疲れた私はカップを拾い上げ台所に戻し、休みをとろうとソファに横になった。私は地のエレメンタルとの対立に動揺していて、翌日を楽しみにする気にはなれなかった。しかし、私は行かなくてはならないと思った。すべての人類が犯した犯罪について告発されているように感じたが、一方で人類を擁護しなくてはならないとも感じていた。私は自分の置かれた皮肉な立場に顔をしかめた。というのも、私自身は他の人間が地球に対して行っていることをずっと非難し続けてきたからだ。

 


第十八章 地球に対する犯罪

 

翌朝私は胃の底に冷たい重さを感じていたので紅茶を飲んでそれを和らげようとお湯を沸かしていた。私が彼を必要としているときに友人のレプリコーンはどこにいるのだろう、と私は考え心の中で助けを求めた。

「ここにいるよ」 と彼は言い、私の横に現れたが長い黒いガウンを着ていた。それは裁判官や教会の合唱団が着ているようなものだった。彼が今日どのような役割を果たすのかを理解するのにはさほどの知恵も必要でなかった。

お湯のわいたポットを抜きながら私はこぼした。

「やれやれ。今日は行きたくないわ。庭に座って花の妖精たちと過ごすことは出来ないかしら？」

彼は厳しく言った。

「それはまたの日にしよう。さあお茶を入れて出発する前に少し話そう」 私は普段より一つ余計にティーバッグをポットに入れた。カフェインを余計に取ったらいいかもしれない、と私はぼんやりと思った。風呂場にぶらぶらと歩いて行き、私はゴシゴシと歯を磨き、冷たい水で顔を洗った。寝室に戻るとウールのセーターを着て、南の地方に行って一週間日光浴をしたらどんなに素敵だろうと思った。台所に戻り、ティーポットとカップを二つ持ち、表に歩み出た。友人のレプリコーンは既に彼の椅子に座り待っていた。ため息をつきながら私は席に腰を下ろした。目を閉じ、目を開けたとき今日が過ぎ去り明日になってくれないかと願った。

私は昔最良の防衛は攻撃であると聞いたことを思い出し、こう言った。

「人類すべての罪と地球にしたことで私が責められるのは公平じゃないわ！」 レプリコーンは答えなかった。

「自分の行動に対する罰なら受けてもいいわ」 と私は言った。「それなら公平でしょう？」 レプリコーンは口を閉じ、議論に巻き込まれるのを拒否していた。私は新しい議論を吹きかけ、こう尋ねた。

「つまるところあなたの世界では私はお客さんでしょ。これがお客さんに対する態度なの？」 こうしていてもどうにもならないことを悟り、私はため息をつき、お茶を注ぎ、観念して言った。

「出発はいつ？」

「お茶が終わったらすぐにだ」 彼はエーテル上のカップを両手で持ち上げ、その唇をすぼめた口に近付けた。私は沈黙したまま椅子の上で最悪のシナリオを考えた。しかし何れも基本的に同じ結末になりそうに思われた。つまり、人里はなれたアイルランドの小屋から人が消え、行方不明になるというものだ。

もう一度レプリコーンを会話に引き込もうと私は聞いた。

「これにどうやって対処したらいいのか何か教えてくれない？」

「すまないがそれは禁じられている」 彼の空のコップを下ろし、彼は私のコップに目をやったが、それはまだほとんど口をつけていない状態だった。避けられないことでも出来るだけ先延ばししたかったのだ。ついに諦め、私は紅茶を飲み干し、もてる限りの勇気を振り絞って言った。

「いいわ、行きましょう」 私たちがトンネルに消える時、友人のレプリコーンは励ますように私にウィンクをした。私はオークの林に立っていたが、周囲はすっかり変わっていた。白いローブの代わりに私が着ていたのは粗麻布の着物で、そこには枯葉や様々な気味悪い画像が現れていた。殺虫剤で死んだ鳥、死んだ動物の上に乗っている銃を持った人間、すっかり破壊され黒々とした切り株しか残っていない森。

この林に以前には感じられた静謐さの代わりに、そこここに怒りを感じることが出来た。私の前には、地・空・火・水の四つのエレメンタルたちが立っていて、彼らの服装は変わっていなかったが、それらの目はすっかり違っていた。彼らの目の中には、生々しい威力を持った嵐、火山、竜巻、地震が見えており、そのエネルギーの矛先がこちらに向けられていたので私は怯えた。

火のエレメンタルが口を開いた。

「今日は君を裁判にかける。罪状は地球に対する犯罪だ。罪状認否はどうするかね？」

「有罪です」 と私は答えた。仲間の人間や自分が行ったことに対してどのような弁護が出来るだろうか？ 水のエレメンタルは尋ねた。

「何か弁護で言いたいことはあるかね？」 さらに深く考えて私は答えた。

「無知です」

「では弁論を聞こう」 と空のエレメンタルが答え、突風で私のローブから枯葉を吹き飛ばした。人類を弁護しながら私は言った。

「人間は子供です。まだ創造主としては赤ん坊なのです。自分の行動に責任がもてる成熟した大人としてみなすことは出来ません。エレメンタルたちとは異なり神の精神とのつながりを失ってしまい、地球のための前向きな仕事の導きを受けることが出来ません。この内なる導きなしに私たちは試行錯誤して適切な法則を再発見しようともがいているのです。子供がお菓子を食べ過ぎて病気になるように、私たちは地球の資源を浪費しその影響で苦しんでいるのです」

エレメンタルたちは感想を述べず聞いていた。そこで私はこう続けた。「エレメンタルと同様、人間も一つの種族として判断することは出来ません。人間もエレメンタルも個人レベルでは様々な進化の段階にあります。確かに世界には自己中心的な欲望を満たそうとする貪欲な人間がたくさんいることは否定しませんが、過去四十年で変化がおきています。これは人間にとってもとても短い時間で、あなたがたにとっては更に短い時間です。ですからひょっとしてお気づきではないかも知れませんが、自然を保護しようと努力している人間たちは増えてきています。人間は殺した森を再植樹し始めました。スポーツ目的の猟は禁止し始めています。鉱物界のクリスタルでヒーリングを行い、植物にも話しかけてきています。食物連鎖のより低い食べ物を食べているのです」

エレメンタルたちはまだ黙ったまま聞いていたので、私はさらに続けた。

「まだまだ道半ばであることは否めません。しかし人間たちはより責任をとれるようになろうと努力していますし、人間はあなた方の助けを受け入れることが出来ます」

私が自分のローブを見下ろすと、それが変化し始めていることに気づいた。枯葉は少し緑がかってきていて、かれた森には切り株の間から小さな木や花が育ってきていた。鷲は巣に降り二つの卵を抱え、アフリカでは人間たちが銃のかわりにカメラを持って象を狙っていた。

希望がわきあがっていたのを感じ、私が顔を上げると四人が私を観察していた。私は突然、私の目の前の四人のマスターたちはエレメンタル世界のマスターであることに気づいた。私は人間であり、彼らにとっては人間の進化の方向性は担当外なのだ。しかし私は彼らと協働して、私たちの二つの世界の間の架け橋となる仕事をするように仕向けられていることが分かっていた。この私の試練は一種のイニシエーションなのだ。その夏、人間界で私が経験したイニシエーションのように。彼らは私が世界とすべての存在のために働く決意を試していたのだ。

このような私の考えを取り込みながらも、彼らは口を開かなかった。ついに、前日一番敵対的だった地のエレメンタルが、友人のレプリコーンのほうを向き聞いた。

「君はどう判断するかね？」 このプロセスにあまりに夢中で私は友人がそこにいることをすっかり忘れていた。私が目を右にやると、彼は相変わらず黒いローブを着て、大きな机の向こうに座り、手には槌を握っていた。槌を持ち上げ机を叩き、彼はこう宣言した。

「無知を理由に無罪にする！」 それから私を見つめ、こう続けた。

「しかし彼女は完全に無罪放免には出来ない。懺悔を申し渡したい」

「懺悔とは何かな？」 と地のエレメンタルは聞いたが、その判断には合意しているようだった。レプリコーンは断固とした口調で言った。

「彼女は私たちの世界とエレメンタルの進化に関する本を著して、人間たちがもう無知を抗弁できないようにし、その代わりに私たちと協働して地球の癒しにあたるようにする」

四つのエレメンタルたちは口を揃えて言った。

「賛成だ」 地のエレメンタルは私のほうを向き、こう続けた。

「今はまだ時期尚早なのでこの本はまだ書いてはいけない。十年後に書くことになる。その間君は人間の頭と心に働きかけて私たちのメッセージを歓迎するようにしなさい。また、本人が意識しているかに拘らず私たちと協働している他の人間たちを助けるのだ」

「わかりました」 と私は答え、私が見えている前で四人のエレメンタルたちは私のほうに杖を向けて私の体にエネルギーの光線を発射した。私はそのショックで意識を失い、数時間後気がついた時には庭の椅子に座っていた。

 


第十九章 協働

 

その日の夕食を終えた私が庭で腰をかけながら今日の経験について考えていると、思いがけなくレプリコーンが現れた。既に黒いローブは着ておらず、普通の長袖の緑のウエストコート、茶色のズボンとおなじみの黒いシルクハットをかぶっていた。

彼に挨拶をしながら私は言った。

「明日まで会わないと思っていたわ」 彼はうろたえた様子でつぶやいた。

「待てない、待ちきれないんだ、やることが多すぎて」 彼の学者風の立ち振る舞いに私はすっかり慣れていたので、不思議の国のアリスに出てくるマッド・ハッターのように彼が狼狽している様子を見て私は当惑した。私は立ち上がり、彼が落ち着くように紅茶を入れようとしたが、彼は私の腕を掴み、私の席に押し戻した。

彼は相変わらず興奮して続けた。

「時間がない、時間がないんだ」 私は精一杯の落ち着かせる声で彼に尋ねた。

「何が起こったのか教えてくださる？」

「仕事を与えられたんだ」 と彼は囁き、口を噤んだ。彼は何か大切な秘密を隠している。彼の話の全体像を聞かなくてはなるまい。

「何の仕事？」

「本のことと君がすべて正しい情報を得て、すべて正しいエレメンタルたちと会って、私たちと協働することと、全部だ。全てなんだ」

彼は帽子を取って、額の汗をぬぐった。今度ばかりはフリをしているのではなさそうだ。同情しながら私は尋ねた。

「私が出てから何が起こったの？」

「最初から話さなくてはならないだろうな」 と彼は、あたかも子供に何かを説明するかのように、苛立ちながらも優しく私のほうを見て言った。

「君らのように時間に囚われている人間たちには、最初から説明しないと理解できないからね」 彼は帽子をかぶりなおし、気を取り直して椅子に座り、こう始めた。

「君が悟りを得るのを待ち望んでいたように、君がここに来て住むようになるのを待ち望んでいたんだ」

と彼は鼻をツンとすましながらイギリスの上級階級風の声で言った。私は彼がユーモアを取り戻したことに安心した。

「前にも述べたように、君が君の世界で霊的覚醒の準備をしているように、私も私の世界で覚醒の準備をしていて、君から人間のことについて学び、君に教えることが私の勉強の一部なのだ」

「しかし」 と彼は間を置いた。

「ルールが突然変更になったのだ。これから何年もの間、私は君と協働しなくてはならない。そして君に本を書いてもらい、その本の内容が間違っていないかどうかを確認しなくてはならないことになった」 彼はこう言いながら、困ったように両手をもみ絞った。私は彼に同情しながら言った。

「あら、私のルールも変更になっているわよ。忘れないでね。私は夏中瞑想して悟りを得る予定だったの。でも呪われた小屋に住み、あなたの世界に旅して人間を弁護して、その挙句に自分が悟っていないばかりではなく、十年後にこの経験を本に著さなくてはならなくなったの。どうやったら今から十年後にこれら全部を覚えていられるか考えられます？」

彼はそれは問題ではないという風に手を振りながら言った。

「記憶については心配しなくていい。私がそこにいて、君を助けてあげる」

「そう言えば、」 と彼は話を変えてこう言った。

「こうなったのも私をより素早く創造主とするためなのだ。しかし彼らは助けてはくれない。私がどうやるかを観察しているだけだ」

彼はこう言うと、助けなしに創造主とならなくてはならないことに関する不安の波が彼を襲っていた。

私は彼を宥めた。

「あらそれは心配しなくてもいいわよ。人間は全部の人生を独力で通り抜けているの。それは私が助けてあげるから」

私たちは目を見合わせ笑い始めた。私の弱みは彼の強みであり、その逆も真であることに二人は気づいていたのだ。私たちが一緒に巡り合ったのも明らかに偶然ではない。

まず私が口を開いた。

「あの四人のエレメンタルたちはあなたの先生なのでしょ？」 と私は聞いたが、ふと思いついたので、こう付け加えた。

「彼らの本当の姿はあの通りじゃないんでしょう？」 彼は私の質問に困惑した様子だった。

「彼らは確かに私の先生たちだが、どんな姿に君には見えたんだい？」 今度は私が彼の質問に混乱する番だ。

「全員同じように見えたわ。白髪と白いヒゲ、背の高い魔法使いの帽子に白いローブ、ね？」 彼は再び笑い出した。

「私には彼らはそのようには全然見えないんだ。上級のエレメンタルたちはどのような形をもとることが出来るが、異なる存在にそれぞれ違う姿を同時に見せることが出来るのはマスターだけだ。彼らは君が安心するような姿で現れたのさ」

興味をそそられ私は尋ねた。

「あなたには彼らはどのような姿に見えたの？」 私と一緒に行った二回の時のことを思い返しながら、彼は私が理解できるような言葉をどうにかして見つけようとしていた。

「地、エーテル、火、水のエレメンタルたちは、話の内容に従って形を常に変えている。時には自分のエレメントに関連している姿として見える。地ならノームのようにね。時には定常波やクリスタルやつむじ風のような姿を見せることもある」

彼の話を聞きながら、私は彼らの胸に刻まれた形を思い出し、友人のレプリコーンに見える全体像を、小さくしたものなのだということに気づいた。

面白くなり私は聞いた。

「彼らからどうやって教えを受けるの？」 人間の先生のようにただ話すようなことはしないはずだ。「私たちのエレメンタル・マスターたちは私たちの体に入り、彼らが何であるかを十分経験させてくれるのだ。そうすると私たちは彼らと似てくる」

と彼は答えたが悲しそうにこう付け加えた。

「しかし最近はそれも珍しくなったがね。私たちのグループが濃く、人間的になってきているから、彼らが私たちの体に入るのが難しくなってきているのだ。その代わりに彼らから話を聞くことが多くなって、私たちは言われたとおりの練習をする。このように学ぶことはエレメンタルにとってはとても難しいことなのだ。しかしこれが人間がすることだし、君ともそうやって話をしてきている。君が私のエレメンタル・マスターのところに連れて行かれたように、恐らく私も人間のマスターのところへ行くだろう。そうして人間の進化について学ぶようになる」

「あなたは他のエレメンタルに教える時には、彼らの体に入ったりはしないの？」

「時にはそうすることもある。彼らの許しがある場合に限られるけれどね。ただ私はすべてのエレメンタルを教えているわけではないよ。私は人間と協働するわれわれの階級のエレメンタルだけを教えているんだ。そのために、私は自分のボディ・エレメンタルを生徒の体に伸ばし、彼らが私の説明を直接経験できるようにする。君がマスターたちにやっているようにね。同時に話もたくさんする。というのも、あまりに種類の違うエレメンタルたちがいるので、お互いの体に長時間留まることがとても難しいからね。私たちがもっと強くなって自分のアイデンティティを失わないようになったら、これはもっと頻繁に行うことが出来るようになる。でも、大部分のエレメンタルはまだこのような学び方は出来ない。他の存在の体に入ることは、多くのエレメンタルにとってはその存在と同化するためのやり方なのだ。われわれの階級が例外的なのだ」

私は、彼が私の体に入ってきたことがないことを思い出し、そうしたら彼の学びになるだろうかと考えた。

彼はこの私の考えを捉えていた。

「それはならないね。それは危なすぎる。君の自我は私にとっては強すぎて、私は君のようになってしまう。話を通して学んだほうがずっとよい。話しているだけでも君のエッセンスが私のほうに激しく流れてくるからね。これ以上は私は耐えられないよ」

私はどうも理解できずに尋ねた。

「でも私たちが火のエレメンタルと一緒にいた時には、あなたは私があなたの体に入ることを許 可しているじゃない。それとはどこが違うの？」

「あの時われわれはエレメンタル界にいたし、あちらでの君の自我は今よりずっと弱くて私にとっても危険はなかった。しかし、ここは君の世界だから、ここでは君は私よりずっと強い存在だ」

私たちが最も大きな学びを得られるようにしたくて私は尋ねた。

「私たちが一緒にいる時間を使う方法で何か変えたいことはないの？」

「いや、何もない」 と彼は私の考えを捉えて笑った。

「ここまでの進歩には満足しているよ」 私たちが話していると彼はリラックスしてきて、彼の先生たちに言われたことの心配が薄れてきていた。その話題に戻すタイミングだと判断し、私はこう言った。

「じゃあ私たちの協働はうまくいっていて、これまでもお互いにたくさん学んだということね。じゃあ、これからエレメンタルたちと人間たちをどうやって協働してもらうかを考えないといけないわね。それが本当の目的だものね」

彼は私が続けるのを待った。どうも私たちは新しい領域に入り込んだらしい、人間が話をリードしているのだから。

「あなたのエレメンタルの階級が人間と協働することを決めた目的は二つあるの。創造主となることと、私たちの惑星を救うこと。エレメンタルにはそれぞれ一緒に働く相手の人間がいるの？」と更に情報を求めて私は尋ねた。

「残念ながらそうではない。それには幾つか理由があるが、一つは君のようにエレメンタルの世界に直接アクセスが出来たり、もともと関心を持っている人間の数が少ないことがある。二つ目に私のように人間界でも自分を保っていられるほど強くなっているエレメンタルの数が不足しているんだ」

私は口をはさんだ。

「エレメンタルのマスターたちは十年後には人間はもっとエレメンタルと協働することに関心を持つようになると言っていたわ。あなたの階級のエレメンタルたちもその頃には人間と協働するほど強くなるということかしら？」

彼はアゴを撫でながら考え深げに言った。

「私と同じ時期に参加している年長組は今でも出来るはずだな。新しいエレメンタルたちの自我を強くすることに集中したら十年もしたら準備が出来るだろう。人間たちと協力してどうやったら地球を救うことが出来るかも話さなくてはならないな」

「話してくれる？」 と私はこう言い、悪戯して自分の耳が巨大になったようにイメージした。私を見て、彼は笑い転げた。

「君がイメージするとエーテル界では実際に君の耳が大きくなることを分かっているのかい？」 と彼は聞いたが、私がそれを考えたことがないことは既に分かっているようだった。私は本能的に手を伸ばし自分の耳の大きさを確かめた。私の無知加減に呆れて首を振りながらレプリコーンは言った。

「物質界では大きくならないよ、エーテル界でだけの話だ。人間たちは彼らが考えることのすべてがエーテル界に記録として留まることをまったく分かっていない。その考えが強いほど、その記録も強く残るんだ」

彼は私に基礎知識を教えながら言った。

「もし人間がキレイな水や健康な森をイメージし、そこにいるエレメンタルたちに助けを求めたなら、地球の健康を取り戻すのはわけないことなのだ」

「それは素晴らしい考えね！でも人間が野生生物を無駄に殺して原生林を伐採し続けたら、これは起こらないわよね？」

「もちろん、それはそうだ。変化は両方同時に起きなくてはならない」 私はがっかりして肩を落とした。

「だから絶望的になってしまうのよね。一人の人間が瞑想したりエレメンタルたちと話をしても、何千人もの人が休みなく陸や海に乱暴している影響を打ち消すことが出来るのかしら？」

「神の意志に従って働く一人は、そうでない何千もの人々に影響を与えるんだ。君自身マスターたちに言ったように、人間は変わりつつある。これまでの古いイメージに陥るのではなくて、人間たちがなろうとしている姿のイメージを描いていかなくてはならないな」

彼が人間を擁護しているのを聞いて面白く感じ、真面目にこう質問した。

「人間がエレメンタルとどうやったら一番効果的に協力することが出来るかしらね？何かアイディアないかしら？」

彼は明らかに質問されることを待ちきれなかった様子だった。

「たくさんあるさ！こんなこともあろうと既に書いてきたものがあるんだ。それはこれさ」

 

人間がエレメンタルと協働する１０の方法

１．エレメンタルの実在を信じること。人間が信じるとエレメンタルはエネルギーを得て強くなる。

２．ハッピーで生き生きとしていること。エレメンタルは元気のない悲しそうな人間には惹きつけられない。

３．自然を享受できる場所に、できる限り頻繁に行くこと。森の中や海辺を散歩し、原っぱに寝転がり、鳥の声に耳をすませ、小川のほとりにたたずもう。自分を地球の本来の波動に合わせ、地球が何を欲しているかに耳を傾けよう。そうすると人間の波動は浄化されていく。

４．自然の美しさを讃えよう。自然を味わっている人間にエレメンタルたちは引寄せられる。

５．木を植え、花を育て、鳥に餌をあげ、自然と協力して創造しよう。

６．木、花、水、山のお世話をしているエレメンタルにエネルギーを送り、彼らの健康を保つようにしよう。喜びと感謝の心を込めてこれを行おう。

７．他の人間たちにも、自然を味わうことを教えよう。愛と喜びを持ってこれを行えば、彼らも地球が何を必要としているか理解し始める。

８．思いつくままに行動しよう。計画しすぎたり、準備しすぎたりしないこと。

９．毎日、何もしない時間を作ろう。家の中にも頭の中にもスペースを設ければ、魔法が起きる。

１０．自分と継続的に協働したいと願うエレメンタルに出会うためには、自然の中の静かな場所に座り、目を閉じて、エレメンタルを呼んでみる。そして、どんなエレメンタルがやってきたか感じてみる。その存在に、どんな名前でどんな才能を持っているか尋ねてみよう。そのエレメンタルのメッセージを継続的に聞き、示唆通りに行動すると、その存在との結びつきが強まる。

 

 

彼を祝福しながら私は言った。

「素晴らしいわ！でもあなたの提案は人間が出来ることばかりね。じゃあ私がエレメンタルには何が出来るか考えてみましょうか」

と私は数分考え、こう始めた。

 

エレメンタルが人間と協働する１０の方法

１．人間は全て悪者と決めつけずに、ひとりひとりの人間の良いところを探そう。

２．少しでもその「良いところ」を見つけたら、そこに自分のエネルギーを吹き込んで拡大させよう。

３．人間が植物、木、石などに注意を向けていたら、その植物や木が、より健康になるために人間に何をしてほしがっているか伝えよう。人間は、顕在意識では聞こえなくても潜在意識でそのメッセージを受け取っている。

４．もし自然を救おうとしている人間を見つけたら、その人の周りに集まり、出来る限りの手助けをしてあげよう。人間はエレメンタルに直接助けを求めることなど思いつかないことが多いが、人間のハイアーセルフはそれを求めている。

５．人間が子どものような喜びと驚きを取り戻せるように、一緒に遊んであげよう。人間の多くは気分が沈んでいて、エレメンタルが与えてくれる喜びを必要としている。

６．人間に、エレメンタルが存在する証拠を見せよう。そうすれば人間はエレメンタルをより信じるようになる。

７．人間の長所である、赦すこと、愛、忍耐、集中力を評価しよう。人間と関わることで、エレメンタルはこれらの資質を学ぶことが出来る。

８．ボディ・エレメンタルたちへ。諦めないで。宿主の人間を、良い変化が起こるような状況へ導き続けよう。

９．人間をエレメンタルの基準で判断しないように。現時点では、人間は動物を食べるし、排泄するし、年をとる。しかしこの道を辿ることで、人間は形態と世界の創造主になることを学んでいるのだ。

１０．人間を驚かせよう。

 

 

「とてもよく出来ているよ」 とレプリコーンは言った。

「今日は素晴らしい初日だったと思うよ。また明日会おう。それからお客さんが来るから準備もしておいて」

『お客さん』とは誰のことだろう？彼は消えてしまい、私は答えがわからないまま考え続けていた。

 


第二十章 地球の中心から来た存在

 

その頃ほぼ毎晩私はベッドに座りろうそくの火の側で晩の瞑想を行っていた。レプリコーンもオツール夫人もいないと、夜小屋は深い静寂に包まれていた。居間の天井に一つ明かりがあったが、それでは読書には暗すぎたし、いずれにしても読むものは聖書以外には持っていなかった。だいたい九時半から十時になるとベッドに向かい、晩の訓練を始めるのが日課だった。

幾つもの湯たんぽにお湯を入れ、私の足とお尻が当たるところを暖めるようにカバーの下にそれを具合よく配置した。それからナニーガウンに着替え、上にはウールのセーターを着てベッドに入った。ベッドの脇のテーブルにはベッドサイドランプがあり、その横には両親が堅信式でくれた聖書が置いてあった。聖書にはシナイ山の頂上で十戒を説いているモーセス、ナオミの世話をしているルース、また漁夫たちのために海を鎮めているイエスなどの色つきの絵があった。

私の晩の儀式は福音書からの数行を読むことから始まった。その後、通常ろうそくを見つめ集中力を高める訓練、あるいは否定的な思考形を取り除く視覚化を行った。自宅や昔の仕事のことを思いつくこともあったが、このような晩のほぼ全部は私の精神性を高めるために費やされた。

私が聖書の朗読を終え、ろうそくに火を点すと、部屋の隅から私を見ている存在に気がついた。それは友人のレプリコーンではなかったし、これまで会った他のエレメンタルとも違った。実際は彼がエレメンタルであるかどうかも確かでなかった。しかしそれが人間ではないことはハッキリしていた。

私は自分がパニックしそうになるのを感じた。私は、夜ドスンと音を立てたりその夏闘わなくてはいけない悪しき存在に対する恐れを持っていたのだ。私はそれに立ち向かうために身構え、彼をよく観察し、彼が現れた意図を明確にするまで待った。

それはとても古風で素朴な黒スーツで身を包んでいた。さほど背は高くなく、むしろか細いほうで、リラックスした体勢であぐらを組んでいた。その白い手は脚の上で組まれていた。しかし彼の頭は異様だった。平均より大きく丸く頭には毛がなく、その目はとても小さく一見盲目のようだった。しかし彼には私が完全に見えていることには疑いがなかった。

彼は脅すような仕草を見せず、私の心臓は落ち着きを取り戻し始めていた。恐らくこれを感じ、彼はこう口を開いた。

「君に危害は加えない。君が知らないことをたくさん教えるためにやってきたのだ。もう始めなくてはならないので、起きて着替えなさい。外に行こう」

「ちょっと待って」 と私は言った。もう十一時半で私は疲れていた。

「明日には出来ないの？ それに一体あなたは誰なの？」

「名前は重要ではない」 と彼は答えたが、その話し方にはなじみがあった。

「明日まで待つことについては、残念ながら不可能だ。私たちの作業は夜間に行わなくてはならないのだ」

暖かいベッドから出てこの見知らぬ存在と寒く暗い道に出る気が起こらず、私は躊躇した。私は強固に言った。

「名前を教えてくれなくても、少なくともあなたがどこから来たのか教えてちょうだい」 彼は組んでいた手をはずし、その長い指を私に向けてこう話し始めた。

「私がどこから来たかを信じることはにわかには難しいだろうから、取りあえずその不信の心を抑えなくてはならない」

それはなかなか出来ない相談だ。私は本物と偽者を区別する批判的意識を鋭く保っていたかったのだ。私の考えを彼に投影した。

「批判的な意識も問題ではない。学ぶためには君は何が可能で何が不可能かという君の信じ込みを大幅に変えなくてはならない」

私の最初の質問から話が逸らされないように私は聞いた。

「あなたは誰なの？」 その盲目のような目で私を見ながら彼は静かに言った。

「私は地球の中心から来た存在だ」 この言葉の重みが染み込むまで彼は間をあけ、こう続けた。

「私たちはこの惑星の古い種族で、人間よりずっと古い。それに私たちは君らの次元には生きていない。人間と滅多に係わりを持つことはないが、この惑星で起きているすべての変化は把握している。精神的な法則に則った地球の自然なバランスを回復する手伝いをしている人間たちと私たちは働くことを望んでいる。君がこれをしているので、私がここに来たのだ」

その存在が私の目の前に現れたのは予想外だったが、このような種の存在については私は全く知らないわけではなかった。

「何年も前に友人があなたがたに関する本を貸してくれたことがあるわ。ジョン・ウリ・ロイドのエティドーファという本で、私はその本にとても感動したの。そこに書いてあることは真実のように思えたから。あなたは正しいとしても、その考えは私の現実からはあまりにかけ離れていて、私の内部ではたくさんの葛藤が起こったわ。それからおかしなことが起きたの。私が借りた本を返し、本屋でその本を買おうとしたら、店の人はそんな本は聞いたこともないし、どの目録にもその本の記録を見つけられない、と言ったの」

彼は私のほうを見て賢そうに微笑みこう言った。

「ジョン・ウリ・ロイドに色々なことを教えた、その本に現れた存在は私のことだ。私が人間との大使なのだ」

「そんなことがあり得るの？ その本は百年以上も前に書かれているのよ？」

「エレメンタルのように私たちは長生きするのだ。人間も自然の法則に自らを合わせれば私たちやエレメンタルの種族のようにもっと長生きできるだろう。それで私と一緒に行く準備は出来たのかね？」

彼は聞いた。私は数秒で決断しなくてはならないことがわかった。彼の要請に私はとても恐れおののいた。彼について不安なばかりでなく、人間を嫌っている、道に住むエレメンタル存在たちも心配だったのだ。私は子供の頃から暗闇で私のもとにやってくる存在に恐怖を抱いていた。生まれつきの過敏さは、夜その度を増すのだ。夜は他の世界からの存在をより鋭敏に感じていた。自分自身がそれらの次元に行ってしまったり、別の次元から入ってくるのを防ぐため、自分を守ることを学んでいた。夜中に外をこの不可思議な存在と歩くことは私にとっては最悪の恐怖だったのだ。でも私が恐怖を克服することがその夏の目的の重要な一つであることは分かっており、意識的な創造主となるためにはこれをやらなくてはならない。私は覚悟を決め、清水の舞台から飛び降りるつもりで、ベッドから跳ね起き服に手を伸ばした。私が着替えている間彼は姿を消し、私はレインコートとスカーフを着て寒い夜風の中に歩み出した。真夜中だった。

私の脇に再び現れたその人間のような存在と一緒に私は道を歩いた。彼は道を左に曲がり私は後を追った。闇に目が慣れると私は空を見上げ、その美しい星のどれもが見慣れないことに気づいた。これらの星を見た晩は初めてだった。

「あなたのことをもう少し教えてくれる？」 と私は尋ねた。理解するための基本的な情報がどうしても欲しかったのだ。

「私たちの種族は人間よりもずっと勝れた方法でエレメントをマスターしている。私たちは地球の電磁気力をコントロールして空間、時間や次元間を移動することが出来る」

今年の夏は一体何種類の空間・時間旅行の方法を学ばなくてはならないのだろうと思いながら、私は尋ねた。

「あなた方のやり方はエレメンタルたちの方法とはどこが違うの？」

「私たちとエレメンタルとの違いは、私たちの種族は人間と同じように見習い中の創造主なのだ。君がこれまで聞いてきたように、種族としてのエレメンタルは創造主となることを学び始めたばかりだが、私たちや人間は何百万年もの間この道を辿ってきている。私の種族はこの惑星のすべての存在の進化を管理している階級と協働している。この階級は人間、エレメンタル、私の種族などのメンバーから成り立っている。この階級に属する者はそれぞれの進化の方法で強力な創造主となり、地球のような惑星の運命を決めてきているのだ。地球の内部にいる存在として私の種族の特別な役割は、地球が意識体として進化できるよう手伝うことなのだ」

私は人類の弁護を再びしなくてはならないかもしれないと心配になってきた。

「その計画には人間はどのように関係してくるの？」

「人間たちがもともとこの惑星に来た時に、私たちの種族は地のエレメントと一緒に形を創造することを教えた。地球がより固くなり私たちは地球の内部に入り私たちの進化を続けることにした。その後、アトランティスでも私たちの仲間はポラリティの法則を教え地球の電磁気流を使う方法を教えていた。残念なことに、この知識は誤った人間たちによって自己中心的な目的のために利用されてしまい、君も知っての通りアトランティスは滅んだ。私たちはこの地球上で起きているあらゆることがわかるので、このようなことが起きていることも分かっていたし、実際神の計画に従って働いていたアトランティス人が地球上の他の場所に避難するように警告を出した。しかしこれが私たちが人間種全体を助けた最後になった」

彼の話にすっかり夢中になり、既に道の終わりまで来ていたことに気づき私は驚いた。上に行けば墓地に続き、下に行けば海に行く。私は彼が下に行ってくれることを願ったが、彼は上に向かった。

「じゃあ、もし私の理解が正しければ、あなたがたの種族の目的は地球自体が意識体となることを手伝うことなのね。でもあなたの目的は人間の目的とどうやって関連してくるの？」

「人間たちも創造主となることを学んでいるが、それには使える原材料が必要なのだ」 彼はちょっと間を置き、私が理解できるようなイメージを考えた。

「人間は砂場で砂の城を作ることを学んでいる子供のようなものだ。地球がその原材料を提供する」

「じゃあ、あなたがたの種族は色々な太陽系を旅して、惑星が意識体となることを助けているの？」

彼は喜んだ様子で言った。

「その通りさ。それがまさに私たちが学ぼうとしていることだ。これが種族としての私たちの進化の道なのだ。その惑星の表面で進化しようとしている存在たちと協働するのは、飽くまでも副次的な目的さ。ヒエラルキー組織から特別に要請があった時にしかこのようなことはしない」

興味をそそられ私は聞いた。

「そしてそのヒエラルキー組織は、地球上のすべての存在の進化を管理する人間やエレメンタルのマスターたちから成り立っているわけね？」

「まさにその通りだ。私たちも仲間だがね」

「さて」 と彼は話題を変えて言った。

「君への指示を始めなくてはならない。まず君が学ぶ最初のことは、君が固いと考えているものは実は固くないということだ。私が夜に現れた理由は、君らの現実と他の現実の境界は、夜のほうが薄いからなのだ。昼間は不可能だと思われたことでも夜ならできる」

彼は立ち止まり道の脇の生垣を指してこう言った。

「あの生垣も固体ではないんだ。君もあれを通り抜けることが出来るから、やってもらいたい」 まるでカスタネダの魔術みたいね、と私は思い、ドン・ファンがカルロスに教えようと思っていたトリックを私はマスター出来るのだろうかと考えた。「固体ではない、固体ではない」と考えながら、私は前に進み生垣に衝突した。後ろに戻り私は他の方法を探した。まぶたを下げて目の焦点を緩め、私は自分の意志と視覚化の力を使って生垣にトンネルを作った。

私がこのトンネルを歩いて抜けようとした瞬間、声が聞こえた。

「止まれ！トンネルを作ってはいけない。それは魔術師がすることだ。これをすると他の次元でも穴をあけてしまい穴があった場所の生命を殺してしまうことになる。その代わりに君には生垣の本当の姿を見てもらいたい。それは概ね何も無い空間で出来ていて、ただ少数の原子があるだけなのだ」

こう話しながら彼は手を伸ばし生垣に腕を入れたり出したりした。私は彼が今行ったことをしている自分を想像した。彼がしたことが可能であることはわかっているのだ。私の問題は自分にはそれは出来ないと思っていることだ。ここに乗り越えられない壁がある。子供の頃にピーター・パンのように空を飛ぼうとして失敗したことを思い出した。この夏にも自分の心を使って暖炉の火をつける試みを続けていた。しかし結果は失敗だった。投げやりになり私は生垣に自分の身を投げ出してみたが、予想通り失敗した。棘から身を引き離しレインコートの汚れを叩き落としながら、私は一緒にいるその存在のほうを助けを求めるように見た。

腰に手をやったまま、彼は呆れたように私を見つめ、こう言った。

「見てられないな」 私は自分を擁護した。

「もしかするとコントロール出来なくなることが怖いのかも知れないわ。他の次元では出来ることはわかっているけれど。でもこの現実では出来るとどうしても信じられないの」

心の中で私は他の人間の知人たちと比較して、彼らにも出来ないことを思いホッとした。それに私はその存在よりも濃い存在なので、彼が出来て私には出来ないことがあっても不思議ではないはずだ。

彼は腕をこちらに伸ばし言った。

「触ってごらん」 私は手を伸ばし彼に触った。驚いたことに彼は私と同じように固体だった。

「今度は」 と彼は言った。

「もう一度触ってごらん」 私はそうしたが、私の手は彼の腕を通り抜けてしまった。彼の顔を見て私は説明を待った。彼は盲目のような、しかしすべてを見透かしている目で私を見ながら言った。

「簡単なことだ。私は自分の原子の配置を好きなように変えることが出来るのだ。もしより濃くなりたかったら原子を表面に集める。薄くなる時には原子を体中に広げるのだ。この原理を使って私は生垣を通り抜けることが出来るし、君にもそれは出来る。目を閉じて君の体が軽く、薄くなっているとイメージしてごらん。生垣も同じようにイメージして。そうしたら君の原子が生垣の原子とぶつからないようにして、君が生垣を通り抜けているイメージをするんだ」

私は彼の指示に従い、心の中でそれらのイメージを作った。

「さあ生垣を通り抜けてごらん」 と彼は命令した。そのイメージを保とうとしながら私は前に踏み出したが、また生垣にぶつかってしまった。私は苛立ちながら言った。

「私は出来ないみたいよ」

「今度はずっと上手に出来ている。ほとんどの人間は最初の三つの次元しか意識していない。それは静止した点、線、立方体だ。しかし次元は全部で十二ある。君のエーテル体、つまりボディ・エレメンタルは四次元の存在で、君が願った通りに体を変えていた。しかし、君はこれを三次元の現実で作り出すことが出来ると信じることに強い抵抗を感じているんだ。自分でそれをイメージしていても、君の心の一部がそれは不可能だと言っている」

彼の言うことはその通りだった。私も自分の内でのこの対話は意識していたが、どのようにして自分の不信を打ち消すことが出来るのか分からなかったのだ。

「高い次元なら私は自分が出来ると信じているの？」 と私は聞いた。

「もちろんだとも。感情界だけでなく、高次のメンタル界、精神界でも、君は既にそれを成し遂げているんだ。ただほとんどの人間は五次元以上を意識することはないがね。ここで『以上』と言っているのは正確ではないな。すべての次元は同時に存在するからね。次元が高いほうが、エネルギーはより純粋でより精妙だと表現するのが正しい。君は大部分の人間よりこれらの精妙な波動にアクセスできていて、その君の才能を使って高次元から情報を取って君の本、『運命を紐解く』を書いている。しかし、君個人のことに関しては、この生垣での実験でもそうだが、三次元の現実を信じる心を手放すことが出来ずにより高い世界に移動することが出来ないでいるのだ」

私は自分にガッカリしたが、どのようにしたら自分の信念をより高い次元に転換して、この『固体の』物質界の経験を克服することが出来るのか分からなかった。

「実験はここまでにしておこうか？」 と彼は提案した。ホッとして私は賛成し、私たちは墓地に向かって歩き続けた。私は疲れていて、暖かいベッドにどうしても戻りたかった。墓地に到着しそうになると彼は立ち止まった。

「今夜の勉強は終わりにしよう。君がまた出かけてきてくれたら明日また再開しよう」私はこれに心から同意し、私たちはきびすを返し、小屋までの長い道程を黙々と歩き始めた。

私は時間のない意識に入りこみ、一時間が一分のように感じられた。門のところで彼は立ち止まった。

「明日の真夜中にまた迎えにくる」 と彼は言い、そして姿を消した。ボーっとして、私は門からの道を歩き小屋に入った。電灯をつけると時間は三時半だった。大急ぎで服を着替え、私はベッドに倒れこんだ。湯たんぽの熱はまだ少し残っていた。湯たんぽを抱えながら私は深い眠りに落ちた。

 


第二十一章 大使との再会

 

私はビクッとして目を覚ました。地球の中心から来た存在と夜中に外を歩いている夢を見ていたのだ。いや、ちょっと待て。あれは現実の出来事だったではないか。自分の手を見下ろすとそこには引っかき傷があり、私は生垣を思い出した。そして真夜中にまたあの存在と会う約束をしたことも思い出し、掛け布団を頭からかぶり眠りに戻ろうとした。

すぐさまレプリコーンの声が聞こえた。

「いや寝ちゃダメだ」 彼はイライラした声で言った。

「君のお客さんの話を全部聞かせてくれ」 私は文句を言った。

「いつになったら平和な時間が持てるの？ 昼間はあなたで、今や夜は彼が来るの。どうりで私が悟りを得ていないわけだわ！」

この状況の可笑しさを思い私はクスクスと笑い始め、同時に友人のレプリコーンも一緒に笑った。まだ笑いながら私はベッドから起き上がり、トイレに向かったが、心の中でレプリコーンに私が戻るまで待っていてくれるようにお願いした。果たして悟りを得るために皆がこれをしなくてはならないのかしら、と私は思った。そうだとすれば、無邪気に悟りの経験を待っている可哀想な疑いを知らない人間たちのことを思い彼らに私は同情した。

トイレを済まし、私は寝室に戻り、ベッドから毛布を取上げ、ソファに投げかけた。その分厚いウールの暖かさに包まれ腰を下ろすと、私と同じように毛布にくるまれた友人のレプリコーンが隣に再び現れた。

「それで？」 と彼は興奮して叫んだ。

「全部話してくれ」

「あなたに話すようなことがあるってどうして分かるの？」 と私はじらした。

「ひょっとしたら聖書を読んで静かな晩を過ごし、早く寝たかも知れないじゃない？」 彼は素早く応酬した。

「それならひょっとしたら私がクリスチャンになろうと考えているかも知れないね」 私はまだ微笑みながら言った。

「真面目な話、昨晩お客さんが来ていたってどうして知っているの？」 彼は顔を赤くし躊躇した後、言った。

「話を立ち聞きしたのさ」

「誰の？」

「私の先生の一人と大使の間の会話さ」 と、この野次馬さんは答えたが、まともに私の目を見られないようだった。好奇心を刺激され、私は質問した。

「人間のための大使はエレメンタルの大使と同じなの？」

「いや、私たちには独自の大使がいる」

「じゃあなぜエレメンタルの大使がエレメンタルのマスターに、人間の大使が人間を訪れることを話したのかしら？もし……」 と私は間を置き、効果を狙った。

「あなたに立ち聞きさせるためじゃないとすればね？」 私は彼らの冗談とレプリコーンがそれにまんまと引っかかってしまったことを喜んでいた。毛布を横にのけ背筋を伸ばすと彼は顔を赤くして声を荒げた。

「どうしてそんなことをするんだい！」

「それは」 と私は自分の推理が正しいことを願いながら答えた。

「地球の中心の存在についてあなたが私に全部説明してくれるためよ」

「うーん」 とアゴをさすりながら自分になされた引っ掛けに、お人よしのように微笑みながら彼は言った。

「君が正しいのかも知れないな。じゃあ、そうして彼らの期待に応えようか」 彼は間を置き、考えをまとめてからこう始めた。

「惑星で進化している種族のそれぞれを担当する地球の中心の大使がいるんだ。エレメンタルの大使は私が生まれる前からずっと私たちと協力している。人間とは違ってエレメンタルたちはずっと地球の中心の存在のことを知っていた。彼らは普段はエレメンタルと話すことはないが、私たちのマスターたちや、ノームや小人のように地のエレメントを直接取り扱うエレメンタルたちには話をする。私たちの階級が出来てからは大使は何度も私たちと話をしている」

私が受けた指示との違いを知りたくて私は尋ねた。

「彼は何を教えてくれたの？」

「地球の重力と極性を保つ方法を教えてくれているんだ。彼らの種族が地球を去ったらその仕事はエレメンタルが引き継がなくてはならないからね。私たちを地球の中心に連れて行って、彼らの仕事の様子を見せてくれたこともあった。大使は私たちの体の原子を動かし私たちが濃くなったり薄くなったりすることも教えてくれた。私には難しいことだがね」

とイライラするようにレプリコーンは肩をすくめた。私は信じられない風に彼に言った。

「でも、あなたの手を暖炉に通したりこの壁を通り抜けたりできるじゃない？それは原子を動かしているのではないの？」

「いや違う。それは私には簡単なことなんだ。エレメンタルたちは四次元に住んでいるからね。そこが私たちにとっては君の三次元に相当するものだ。もし人間に見えるようになりたくて、人間たちが自分たちを固体だと思っているように三次元でも固体になりたいと思っても私にはそれは出来ない相談だ。大使が言うように私が自分の原子を動かすことが出来るなら私も君のように濃く見えるようになるだろう」

彼に同情しながらも、あの練習に苦労しているのは私だけではないと聞いて、私は嬉しく思った。

私のほうを向き彼は聞いた。

「それで昨日の晩は何を学んだんだい？」

「あなたの大使が教えてくれたものと同じ練習を教えてくれようとしたの。私にも出来なかったけれどね」

と私は悲しそうに答えた。

「どうも私たちの種族はお互いにこれを学ぶことが重要なようね」 友人のレプリコーンは興奮して答えた。

「もし自分の原子の動きをコントロールできるようになったら、より多くの次元に出かけてもそこの生命に影響を与えないようになる。私たちが会う度に君の原子と私の原子は交じり合っていて、お互いを変えているんだ。私たちが話をし、相手のことを考えると私たちの原子は同調する。今はお互いにこれをコントロール出来ないけれど、私たちが他の次元を訪れそこの存在の原子と交差しないためには、学ばなくてはならない」

私は興味をそそられ聞いた。

「今あなたは幾つの次元と世界に行けるの？」

「私が意識しているのは三つだ。エレメンタル界、人間界、そして鉱物界だ。地球の中心の存在の世界も意識するように学んでいるけどね」

彼の話を聞きながら私は自分が意識している世界のことを考えこう言った。

「私が意識しているのは人間界、天使界、エレメンタル界ね。そしてマスターたちの世界の意識を学んでいるわ」

「君はボディ・エレメンタルの世界を忘れているよ。あそこでも君は意識を持っている」

「全部で十二の次元があるって聞いたけれど、あなたの情報と合っているかしら？」 と自分の情報をクロスチェックしようと私は聞いた。

「私もそう聞いている。地球の中心から来たこの存在は君に重力や極性をコントロールする方法を教えるかも知れない。彼らが望めばいかなる種類のクリスタルも作れるって知っているかい？」

突然私はこれから学ばなくてはならない事柄の量に圧倒され、こうお願いした。

「今日はおやすみにしてくれない？ 今夜彼が戻ってきた時まで充分休みをとっておきたいから」

「もちろんだとも」 と彼は答え、スクッと立ち上がった。

「じゃあまた明日会おう」 この言葉と共に彼は姿を消し、私はその日の残りを一人で休むことが出来た。真夜中まで起きているのは苦痛だった。ベッドに早めに行き、服を着たままベッドに座り、聖書を読んでいた。三十分毎に私はあくびをし、時計を見た。座ったまま居眠りしてしまったらしく、真夜中すこし過ぎに目を覚ますと前の晩座っていたのと同じ椅子に彼が腰を掛けていた。私を観察しながら、彼は辛抱強く私がすっかり目を覚ますのを待っていた。

朦朧としながらも無理やり目を覚ましながら謝り、こう言い訳をした。

「ごめんなさい。昔から夜には弱くて」 彼は優しく私を訂正した。

「それどころか君は夜はこの上なく活動的だ。ただ覚えていないだけさ」

「夢はたくさん覚えているわ、もしもそう言う意味だったらね」

「それはベッドに横たわっている体がしていることを覚えているだけだ。君の意識が外で何をしているかは覚えていない」

「よく分からないんだけど、つまり私のボディ・エレメンタルがベッドに留まり私の体を看ていて、私の高次の意識が体を去っているということなの？」

「まさにその通りのことが起きているんだ。君のボディ・エレメンタルはその時間を使って、その日の記憶を統合し、時にはイメージを再生して、それらが貯蔵される前に君がそのイメージを消化して考えることが出来るようにしているんだ。一方、君の高次の意識は他の世界に出かけている。その夜の間の旅行中に私たちは会っているのだが、君は覚えていない」

私は彼に精一杯の笑顔を見せた。

「大変申し訳ありませんでした。忘れておりましたわ」

「まったく構いませんよ」 と彼は会釈しながら答え、話を続けた。

「君が夜それほど長時間眠れる理由の一つはそれだけ活発な夜の意識を持っているからだ。願わくばその夜間の意識が君の昼間の意識、人間が呼ぶところの人格というものにもっと反映するようになればいいのだがね」 私の非生産的な癖を直したく感じ私は尋ねた。

「どこを直せばいいのかしら？」 彼は無表情な目で私を見ながらこう答えた。

「一つには君は自分の才能に頼りすぎている。ただそれは理由の一つに過ぎない。もう一つは夜の間あらゆる世界と協力しそれぞれを紹介しようとしているのだ。君は異なる世界の間のメッセンジャーなのだ。そこでは君は学ぶばかりでなくて、教えることもしている」

私は真面目なフリをして言った。

「道理で朝目が覚めたときに疲れていることがあるわけだわ」 そして既に彼の答えを予想しながら尋ねた。

「じゃあ、私はあなたやあなたの種族に会いに地球の中心にも行ったことがあるの？」

「何度もね。君が鉱物にそれほど深い愛と関心を持っている理由の一つはそれだ。私たちは君にそれぞれのクリスタルの能力を教え、それらが人間と協働できるようにプログラムする方法を教えてきた。だから君の本のためにその情報に簡単にアクセスできたんだ」

不思議に思い私は聞いた。

「もし私の寝ている間の意識では私たちがそれほど上手く協力出来ているなら、私の昼間の意識になぜ現れることにしたの？」

「君は君の進化のある段階に達したのだ。その段階では、異なる世界や次元で働くために自分を分割することは出来なくなる。だから私や君の友人や君のボディ・エレメンタルが現れた。君の昼間の自己と夜の自己が一緒になりつつあるのだ」

私は少しムッとして言った。

「どうもあなたたちはみんな、私以上に私のことを知っているようね」

「それは君たちが分離しているからだ。エレメンタルたちは眠らないし、私たちの種族も眠らない。私たちには人間と同じような分離は起こっていないからね」

私は驚いて答えた。

「面白いわね。でもなぜ人間には分離があるの？」

「人間はそれを『失墜』と呼んでいる。君らは自由意志を使い自らの運命を選ぶことを始めたからだ。昼間は君らは自分の人格を強化し、夜になると自分たちの聖なる自分と協働する。君らの人格が強くなればそれだけ聖なる自分を強くすることが出来る。これが人間が創造主に進化するために選んだ方法なのだ」

「あなたたちも創造主なのでしょう？」 と私は彼にその前の晩彼が教えてくれたことを指摘した。

「あなたたちの進化は人間の進化とどう違うの？」

「私たちの種族は、地球がまだほとんど物質化されていない時代に、極性と重力を使うことを学んだのだ。地球は今日よりずっと柔らかく、もっとガス化していた。この仕事を通し、私たちは能力と知識を高め、他の種族との接触を通し思考の柔軟性と知恵を養ってきた。私たちが創造主となるのは神の計画から離れるのではなく、そのエッセンスをより多く具現化することによるのだ。君らはまったく違う意識を育てている」

私が彼の言葉を理解しようとしていると、彼は立ち上がりこう言った。

「ではこれで失礼するよ。今夜の話についてよく考えてくれたら、君の二つの部分が統合するようになる」

今晩が何事もなく終わる見通しがつき、私がホッとため息をついていると、彼はこう続けた。

「明日は私は来ないが、君には宿題がある。真夜中に墓地、古いアイルランドの墓地に行ってもらいたい。そこから道を先に進むと古代の石室があるので、そこで一晩過ごすのだ。この訓練は夜に騒ぎ出すものに対する君の恐怖心を克服させてくれる」 この言葉を残し、彼は軽くお辞儀をし、寝室を去った。扉の開閉する音は聞こえなかったが、彼が出て行ったことは分かった。地獄の処刑だわ、と私は思い、早くも翌日の試練の心配をし始めた。私はその墓地がとても怖かったし、古代では秘密の霊的覚醒の場所として使われていたに違いない四つの巨石から出来た古い石室の中で一晩を過ごすことには更に強い恐怖を感じていた。服を着替えベッドにもぐりこむと、私が最後に思ったのは今夜は怖すぎて眠れないかもしれないということだった。

 


第二十二章 ビジョンクエスト

 

その翌日私は一日中苦しんでいた。瞑想を試みたがどうしても出来なかった。村に雑貨を買いに出かけたが、気晴らしになったのは一時間ほどだった。言うまでもなく友人のレプリコーンは明らかに私を一人にしてくれていた。

一日中私は自分の周りにエネルギーが高まるのを感じていた。その晩がこの上なく大切なものであることには疑いがなかったが、墓地で一人一夜を過ごすほど怖いものはなかったのだ。時々、私の状態がジキルとハイドのように感じられた。オツール夫人や村人たちにしてみれば、私はデイビッドソンさんの小屋を借りている観光客で確かにそれも私の現実の一部だった。しかし私が夜な夜な道をうろつき墓場に行っていると知れたら彼らは何と言うだろうか？ ハッキリしているのは私が自分の恐怖について話すことの出来る人は一人もいないということだった。私は独力で立ち向かわなくてはならないのだ。

夕食は軽く済まし、真夜中が近づくにつれ私は出かけるべきかどうか迷った。外は雨が降っており寒く真っ暗で、このベッドは暖かく安全だ。大使が訪れたのも私の想像の産物だったと自分に言い聞かせようともした。しかし彼の存在を疑うことは、レプリコーンと過ごした夏全部の現実を疑うことになり、また私が子供の頃からしてきた経験をも疑うことになる。いや、これら別の世界が現実に存在する証拠はたくさんありすぎる。

同時に私がハッキリとわかっていたのは、この夜間のビジョンクエストは私が悟りを求める心に関連しているということだった。もう選択肢はない。私は自分の恐怖心を直視しなければならないのだ。

真夜中の少し前、私は防水レインコートとスカーフを羽織り、出来る限り暖かい身づくろいをした。玄関の扉を開け、一人で外へ出た。雨足は弱まっておらず空には月も星も出ていなかったので、周囲はほぼ真っ暗だった。間もなく私のメガネはびしょぬれになり、道がよく見えなくなった。ほとんど、盲目のような状態で、水位が高くなっている溝に落ちないように気をつけながら、道を足を引きずるようにして歩いた。道は深い穴だらけで私の靴は次々と水溜りにはまり込み、足はぐしょぬれになった。

私は体の不快感を出来る限り無視し、意識を道に向けて私を待ち構えているゴブリンがいないかどうか調べた。彼らの存在を感じ、私はその攻撃に身構えた。私がこのように危うい状態で、彼らが攻撃してくるならば今ほど完璧なタイミングはなかった。雨を耐えながら昼間何度も歩いた道を辿り、私は前進した。冷たく水浸しの足を進める度に、私は墓地に近づき、ついにそこに到着した。門がぼんやりと姿を現し、私は自分の周りに身を守る霊的シールドをイメージしながら、門を開け中に入った。

すぐさま、私は何百もの亡霊に遭遇した。未浄化霊たちだった。小屋を出てから初めて私は内なる声を聞いた。

「中央の墓石の上に座りなさい」 とそれは言った。その声は私が協働したどの存在の声とも思われなかった。しかしそれに従うべきであることは分かっていたので、私は指示に従ってその石を探して腰を掛けた。霊たちは私の後を着いて来ていた。泣いている霊もいたし、ナイフを手にして私を刺すと脅してくる霊もいた。私は取り乱しそうになるほど怖くなったが、息を潜め自分の保護シールドを強くした。

声が言った。

「シールドを下げなさい。自分の思考形にしたのと同様に、これらの霊を愛し助けなくてはならない。彼らは動けないのだ。自分たちが地獄にいるか、あるいはまだ生きていると信じている。彼らが死んだことを納得させ、彼らの次の故郷に連れて行くのを待っている天使たちが見えるように助けてあげなくてはならない」

泣き崩れている女性や路頭に迷った者たちに向けてシールドを下げることは出来るが、私を刺そうとしている男たちに対してはそれは別問題だ。

また声が聞こえた。

「これをやることが大切だ。そうでなければいつまでも恐怖から逃れられないことになる」 愛でシールドを保つことも出来る、と私は決心して、シールドを安全に感じられる私のハートに入れた。必要なら私のエーテル体で身を守れることが分かっていた。私は周りを漂っている霊に呼びかけた。

「止めなさい！私の話を聞いて」 彼らは動きをやめ私のほうを見たが、彼らがばらばらで集中していないことが見て取れた。敵対的な男性の霊の一人が手を挙げ、ナイフで私を刺そうとした。彼の腕を掴み私は言った。

「やめなさい。あなたを助けてあげます」 彼は一瞬止まり、私の意志が彼をそこに抑えたことがわかった。他の何人かは納得せず私に突進してきた。私の体からたくさんの腕が伸び、攻撃者のエーテル上の手首や腕を掴んだ。やっと皆の注意を引いたようだ。

「あなたたちは皆死んでいるの」 彼らがどのくらい集中できるか分からなかったので、単刀直入に私は言った。すぐに女たちは泣き叫び始め自分の霊的服を裂き始めた。男たちはさらに私を殺そうとした。

私が自分のハートを開け、彼らを愛で包み込むと、彼らはすぐに落ち着いた。

「お前の言うことはウソだ」 とリーダーは私に吐き捨てるように言った。私は全員に呼びかけた。

「周りをよく見てごらんなさい。あなたたちは墓地にいて、よく見ればあなた方の何名かは自分の名前が刻まれた石を見つけることができるわ」

周囲がガサガサとし、霊たちは墓地中に散らばって自分の墓石を探していた。

「私のがここにあった」 右のほうで声が聞こえた。

「私のもあったわ」 左のほうで女性が泣いた。すべての魂が納得したわけでもなかったので、私は体を離れた魂を助ける天使たちに、心の中で助けを求めた。天使たちはすぐにやって来て、墓地の周りに立った。

「あなたたちには天使たちが見える？」 と私は霊に聞いた。多くは頷き、私はこう続けた。「彼らがあなた方の世話をしてくれるわ。彼らに着いて行けば、あなた方が愛した人たちに再会できるのよ」

大部分は前に進み出て、すぐさま天使に抱かれ、姿を消した。しかし強情な霊はしり込みし行くのを拒んだ。

「これ以上は何も出来ない」 と声が言った。

「こちらに来なさい」 私は立ち上がり門に向かった。振り返ると残された何名かの霊が私を見ているのが見えた。彼らはまだ怒りや激情に固執していて、地上を離れることが出来ないのだ。門を閉め、私は左に曲がり石室に向かう道を歩き続けた。

びしょぬれでほとんど前も見えず私の足取りは重かった。自分が墓地の霊たちに立ち向かったことは誇りに思ったが、彼らを助けることが出来たことに感謝の念も感じていた。しばしば私たちは自分の恐怖心にはまり込み、他人を助けるために自分が何ができるか見失ってしまう、と私は思った。私がこれを考えていると道の岐路に着いた。左に上っていくと石室がある。

左折し、私は上り坂を歩き始めたが、すぐに滑って転んでしまった。四つんばいですっかりずぶ濡れになり、かつては道であったところが、今や雨の中で小川のようにになっていることに気づいた。どうにか立ち上がり、前に進み始めかけるとまた声が聞こえた。

「そこでうつ伏せになり自らを卑しめなさい」 それは墓地で聞いたのと同じ声で、交渉の余地はなかった。私は泥だらけの流れの中、うつ伏せになり水が首や胸を流れるままにした。ゴルゴタに十字架を運ぶイエスの姿が私の心に湧き起こった。その夜、それに匹敵する経験が私の身に起きていた。私は悟りの旅を求め、それを得たのだ。奇妙なことに、この考えは私の気分を軽くした。足をついて立ち上がり、メガネを草で拭い、私は坂を上り続けた。歩いたり躓いたり四つんばいで這いながら、ついに私は石室に到着した。

アイルランドのこの地方にあるものと同じく、この石室は恐らく少なくとも五千年前のものだった。それは四つの立石から出来ていて、三つが三方の壁を作っていた。四つめの石は最も大きく、横になり三つの壁の上の天井となっていた。その形は小さな洞窟、あるいは棺おけのようだった。

その石室の周りには有刺鉄線が張られていた。もともとは羊を寄せ付けないために作られたものであろうが、一部は既に壊れていた。

声が聞こえた。

「トゲで指を刺し、血を流しなさい」 私の手は汚く、有刺鉄線は錆付いていた。どのくらい重大な感染をするのだろうかと私は考えたが、血の奉献は相応しく思えた。石室が霊的覚醒に使われていた古代にも同じような儀式があったはずだ。またイエスも棘の冠で頭を傷つけていると思い返した。人差し指で鉄線の一つを私は握った。何も起きなかった。トゲは錆付いていて、もっと強く押さなくてはならなかった。少し気分が悪くなりながらも、私はもう一度指を押し付け、必ず目的を遂げるように鉄線沿いに指を走らせた。傷口があいたというより深い引っかき傷が出来ただけだったが、これで充分であることを願った。

声が聞こえた。

「その指で自分の全部のチャクラのポイントを触りなさい」 私は急いで、背骨の基底部から始めて、ルート・チャクラ、セクシュアル・チャクラ、太陽叢、ハー

ト・センター、喉のセンター、第三の目、そして頭頂部のクラウン・チャクラを順番に触った。これをしながら、各々の霊的エネルギー・センターを開け、この惑星のすべての意識体に自分がより役に立つようにイメージ化を行った。作業を終え私は石室に行くべきだと感じた。今度は声は聞こえなかったが、そちらの方向に強い引きを感じた。

身を屈め私は石室の棺桶に入り、石の壁の間に座った。雨を逃れてきた羊の臭いがして、自分のお尻の下に何があるかは考えないようにした。メガネを外し私は瞑想を始めた。別の時代の守護霊が現れた。彼は粗いウールの服に身を包み、私と同じように汚い格好をしていた。彼は私の存在を受け入れ、私は彼がこの場所に多くの人を霊的覚醒の旅に連れてきていることに気づいた。杖を持ち上げ彼は私の背後を指した。背後の石が開き、そこにトンネルが現れ、彼は私に中に入るように指示した。

私は指示に従い、意識を失いかけた。半覚醒状態で、私の今生や前世の人々が私の前に漂ってきた。私自身が多くの受肉でしたことが走馬灯のように浮いて出た。それらの過去生に入ろうとすべきでなく、ただ客観的に観察すべきなことは分かっていた。これらの人生を眺めながら私の今生に呼応している傾向、強さや弱さを見て取ることが出来た。私は自分を客観的に見たのだ。それは誰よりも完全に自分自身を裁いているかのようだった。同時に、これが第三の霊的覚醒の最中に起こることだということにも気がついた。そこでは私たちの進化を助けてくれる存在たちが、彼らと一緒に働く準備が私たちに出来ているかを決めるのである。これらの経験は常に、すべての人間が創造主となる旅において通り抜ける秘儀の隠された部分であったのだ。そこにどのくらいいたのかは分からなかったが、最後に私は自分の冷たく湿った体に気づき、石室の中で身を屈め顕在意識に戻っている自分に気づいた。

声が言った。

「メガネを置き、また朝に戻ってきなさい」 身をかがめ私は石室から出て家への帰り道を見つけようとした。すべてがボンヤリ見えていた。

まだ激しい雨が降っており周りは真っ暗だった。メガネがなければ何も見えなかったので、それを置いていくことは一瞬躊躇ったが指示に従いこのまま続けることにした。私が、メガネなしに見えると信頼するように求められたのは象徴的だった。違った視覚を使うように求められたのだ。滑って足を取られながら私は道に戻った。雨が顔を流れ落ち私はトランスのような状態で小屋にとぼとぼと戻った。門に着くと東の丘には朝焼けが始まっており、隣人たちが起き出す前に家に戻れたことに私は感謝した。感覚を失った指で濡れた洋服を剥ぎ取り、湯たんぽにお湯をいれベッドにもぐりこんだ。半分麻痺した状態で暫くそこに横たわりながら、体は疲れきっていたが、私の内部は達成感で満たされていた。私は求められたことをやり遂げたのだ。

 


第二十三章 ライダーたちの到着

 

ドアにノックの音がして私は深い眠りから起こされた。苦労して意識を取り戻しながら時計を見ると十時半だった。再びノックの音。ベッドから毛布を掴み、私はそれを体に巻きつけ重い足を引きずりながら玄関に向かった。黒革のバイクスーツに身を包み小脇にはヘルメットを抱えた背の高い若者が入り口に立っていた。

笑いながら彼は言った。

「こんにちは。この小屋の持ち主の息子、ロバート・デイビッドソンです。友達とダブリンから数日の予定で来たのですが、裏でキャンプしてもいいでしょうか？」

彼が話していると別の若者が二人同じような格好をして歩いて現れた。

「キャンプするのは構わないけれど、でもちょっと濡れていない？」 まだ前の晩からの小雨が続いていたのだ。

「いや、気にしませんよ」 彼は２１歳くらいで、その時期は強くあることが大切な年頃だ。

彼が背を向けて立ち去ろうとした時、突然私は口を開き、声をかけた。

「あなたとお友達で食事にいらっしゃいません？」

「是非、喜んで」 ロバートは答え、他の二人も頷いた。

「午後一時はいかがかしら？」 アイルランドの古い地方では食事は昼に取り、晩には軽いものを食べるのが習慣だった。

「わかりました」 彼はバイクを庭に入れるために大股で歩き去った。話し相手が来ることは嬉しかったが、時間までにどうやって間に合わせようかと私は考えた。それだけでなく、私はメガネを石室に置いてきたことをすっかり忘れていた。これでは午後遅くまで取りに戻ることは出来ないだろう。私は静かにメガネがそこにあってくれるよう祈った。メガネなしには二メートルくらいしかハッキリ見えないのだ。コンタクト・レンズをつけることも出来たが、違った視覚を使う訓練だと思いなおした。

毛布を寝室に引きずりながら戻ると、前夜からの濡れた服が床の上に山になっているのを発見した。私は服を足でひっくり返してみたが、それらは泥だらけだった。タンスから乾いたジーンズとシャツを取り出した。どうにかして数日間アランセーターなしに過ごさなくてはいけないようだ。恐る恐るびしょぬれのセーター、ジーンズとレインコートを取上げ、風呂桶に入れて出来る限り洗濯した。ブルージーンズをタオル掛けに掛け、セーターはタオルを広げてその上に載せた。それからレインコートを居間に持って行き暖炉の火で乾かすことにした。

キッチンに戻り冷蔵庫を開けて食べ物を探した。ラム肉一塊とポテト、にんじん、玉ねぎがあった。ラムのシチューが出来そうだ。それとソーダ・ブレッドがあれば充分ね。シチューを火にのせているとオツール夫人が門を入ってくるのが目に入った。いつもどおり彼女の登場のタイミングは完璧だった。

玄関を開け、彼女を暖かく招きいれた。

「オツールさん！またお会い出来てなによりです。ロバート・デイビッドソンさんと友人二人が来ています。食事にいらしていただけますか？」

彼女は私の質問に答えず言った。

「パディが今朝彼らがこちらに来るのを見かけたといっていたわ。だから彼の様子を見にやってくることにしたのよ」

「キャンプをするそうです」 私は答え、彼女が目をクルクルさせるのに微笑んだ。

「それで一時に食事に来ていただけますか？」 オツール夫人と知り合ってからほぼ一ヶ月経っていたが、これまでチョコレート、ビスケットとお茶にしか招いたことがなかったのだ。彼女は喜んで笑顔を見せた。

「それはいいわね。じゃあ、ついでに火もおこしておきましょうね」 話し相手と暖かい暖炉の火、前夜成し遂げたことに祝福を受けているようだった。しかし食事のお客さんに私の信じられない経験の詳細を話すつもりはなかった。オツール夫人が火をつけている間、私は居間を整え、妖精の本を片付けテーブルセッティングを始めた。

オツール夫人は玄関から出掛けに、私と目を合わせこう言った。

「一時に戻るわね」 なぜこのままここにいないのだろう、と私は不思議におもったが、その答えはやがて明らかになった。一時きっかりに現れたオツール夫人はよそ行きの服装をしていたのだ。玄関のところで新しいレインコートと長靴を脱ぎ、彼女は教会用の靴に履き替えた。青年たちと私はカジュアルな服装をしていた。彼らはレザージャケット、私はジーンズをはいていた。私のアランセーター、レインコートと靴は暖炉の前で湯気を上げており、居心地の良い暖かい雰囲気をかもし出していた。

「オツールさん、またお会いできて嬉しいです」 とロバートは言い、椅子から立ち上がり彼女と挨拶の握手をした。それから彼は夫人を友人たちに紹介した。夫人はあたかも舞踏会の花であるかのように嬉しそうに微笑んだ。彼女がチヤホヤされているのを見るのは素晴らしかった。彼女の人生は決して楽なものではなく、食事に出かけることは特別なことだったのだ。私はオツール夫人をとても好きになり、小屋を去るのを淋しく感じていた。

その考えを頭から追い出し、私はロバートに聞いた。

「オツール夫人を長い間知っているのかしら？」

「この小屋を買ってからですから」 彼はそこで間を置き、オツール夫人のほうを向いた。

「二十年前のことでしたでしょうか？」

「そうだね、あの頃はお前も随分小さかったけれどね」 とオツール夫人は答え、悪戯っぽくロバートを皮肉った。彼は少し顔を赤らめたが、気がよさそうにニヤッとした。彼らに会話を任せ、私はシチューを取りに席を立った。ロバートの二人の友人たちは口数は少なかったが、彼らの食欲から見て食事を楽しんだ様子だった。アイルランドの田舎の女性やカナダからの観光客と共通の話題を持っているとは思えなかったが、会話はロバートとオツール夫人が先導し、過去二十年間で村がどれだけ変わったかという思い出話が続いた。

ロバートはオツール夫人に聞いた。

「ひどい嵐が来て屋根が落ちた冬のことを覚えていますか？」

「この地方では最悪の冬だったわね。雨のなか屋根を直すのは大変だったわ」 ここの天気はあまり変わっていないのね、と私は思った。彼らの昔話を聞いているのはとても楽しく、オツール夫人はこれまで見たことがないくらい能弁だった。食事の最中ずっと二人は過去の話をし続け、ようやく最近の話が始まった。

「町には手芸店が出来たのよ。パディの妹のメアリーが開いたの」 とオツール夫人は言った。そこには行ったことがある。その店はユニコーンの近くの小屋にあり、主に手編みの赤ん坊の靴下や陶製の台所製品を売っていた。その店が観光客で繁盛するとは思わなかったが、あえてコメントはしないことにした。

「その店も行ってみないとな、そうだろう？」 そう言うとロバートはテーブルを立ち、私に食事の礼を述べて玄関からゆっくりと出て行き、その後を友人たちは追った。オツール夫人は長靴に歩み寄りそれを履いた。ポケットからスカーフを取り出し、一張羅のレインコートを取り出し、こう言った。

「お食事ありがとう。とてもおいしかったわ」 そして背を向け立ち去った。

私の肩越しに声が聞こえた。

「ロバートは大好きだよ。彼のことをどう思ったかな？」 友人のレプリコーンはいつもの席に座りソファに脚を乗せ両手を頭の後ろで組んでいた。私は彼に近寄り座ろうとしたその瞬間、彼は飛び上がり言った。

「ダメダメダメ、時間がないよ。メガネを取りに行かなくちゃ」 いつものように彼は私の生活のことを全部知っているようだった。彼が私といない時に何をしているのか不思議に思ったのは今回が初めてではない。その質問をしようとしたら、彼はもう一度言った。

「君のメガネは？」 窓の外の相変わらず激しく打ちつける雨を見ながら私は答えた。

「もう少し経ったら晴れるかもしれないわ」

「天気は変わらないよ。さあレインコートと靴を履いて出掛けて」

「レインコートも靴も昨晩からまだ乾いていないの」 私はそう答え、火の側で湯気を上げているのを指差した。しかしレプリコーンは無表情で言った。

「じゃあ、それ以上濡れることもないだろう？」

「それもそうね」 私は言い、足をずぶ濡れの靴に押し込んだ。

「あなた様にはご一緒いただけないのよね？」 一瞬躊躇しながら彼は窓に歩み寄り雨を眺めた。

「普段は『荒天時』には外出しないのだが」 と彼は言った。彼の強調具合から新しい言葉を試していることがわかった。

「でも君のためなら……」 と彼は付け加え、語尾を飲み込んだ。

「この御恩はきっと忘れませんわ」 と私は言い、かがみこんでもう一足の靴を履いた。濡れたレインコートを取ろうとすると、レプリコーンが既に丈夫そうな雨具を着ていることに気がついた。膝の上まである大きな長靴と、漁師の使うような黒いオイルスキンのレインコートに身を包み、頭の上にはシルクハットの代わりに大きなつばの広い防風雨帽が乗っていた。

「私にもあなたのような雨具をくれないかしらね」 私はため息をつき、体を引きずるように扉に向かった。

「これもエレメンタルのちょっとした利点だね」 彼はクスクス笑い私の後を追って雨の中に出た。私たちが道に出るとレプリコーンは大声で笑いながら言った。

「それで君の霊的覚醒の晩は楽しかったかね？ 悟りは得られたのかな？」

「私が変わったように見える？」 私は尋ねたがもし変化があったなら彼は気づいているだろうと確信していた。彼は帽子の縁の下から私を覗き見ながら言った。

「いいや」

「確かに悟りを得たようには思わないわね。悟りを得たなら何か感じが違うと思うから。目もくらむような光を見たのでもないし、ただ泥水の中を歩いただけ。でも妙なことにもうそれほど気にしていないの。一晩中墓地や石室に座って死者の霊を助けたことはとても誇りに思っているの。それに私に求められていることはすべて成し遂げることができたと感じているから」

レプリコーンは嫌そうに答えた。

「死者なんて嫌なこった！ 呪われた墓場の近くには絶対に行かないよ」 笑いながら私は聞いた。

「エレメンタルには幽霊はいないの？」

「事故で体を失ったエレメンタルはいるし、彼らが呼んだり、同じことを何度もしているのが聞こえることはあるね。でも私たちの世界には死体はないんだ。気持ちが悪いじゃないか。私たちの体は無に戻り、そこで非物質化されてエネルギーの再利用が行われることになっている」

「まったくその通りね。私も火葬には賛成なの。肉体を処分すれば人はそれを取り戻そうと漂うこともないから」

話していると墓地に近づいた。私はそこで自分の恐怖に立ち向かったことは嬉しく思ったが、あの経験を二度としなくてよいことを願った。

私の考えを読み、レプリコーンは言った。

「君はとても勇気があるよ。私のマスターたちは霊的覚醒の闇夜に私にも同じようなことをやらせると思うかい？」

「それはわからないわ。人間は悟りを得る前に最悪の恐怖に直面する必要があるの。同じようなプロセスがエレメンタルたちにもあると思うけど。あなたが一番怖いものは何？」

「それは私が失敗することだ。つまり創造主になれないこと。喜びや遊びの人生を犠牲にし職務と責任の人生を選んだのに、失敗してそれが無駄になることが一番怖いね」

彼の真面目な話し振りから彼にとってこれはとてつもないショックとなることが分かった。私は何を心配しているのだろうと考えた。何万人もの人間が既に意識的な創造主となっているに違いない。だから時間さえあれば少なくとも私もそうなれると信じていた。しかし友人のレプリコーンは、彼の種族の草分けであるので、そのような確信を持つことは出来ないのだ。その時、私は彼と彼の種族を助けるために私のエネルギーを更に倍加させようと決心した。

私たちが話している間、雨は降り続けた。私たちはようやく石室に近づいていた。いや、少なくとも私の微かな記憶で石室があった場所に。私のメガネがそこにあるといいのだけれど。私たちが坂を上り始めると、ぼんやりと二人の人間がこちらに近づいてくるのが見えた。それは男と女のようだった。

男性が北アメリカの訛りで聞いた。

「石室に向かっているのかい？」 観光客だ、と私は思った。もはや自分を観光客だと思っていないのも妙なことだ。

「そうです」 と私は答え、衝動的にこう付け加えた。

「そこにメガネを忘れてきたかも知れないと思って」 女性が言った。

「ああ、ありましたよ。壊れないように石の上に乗せておきました」

「どうもありがとう」 彼らがなぜメガネがそんなところにあったのか知りたがらなかったことに喜びながら、水の中を坂を昇り石室に向かった。私のメガネはそこにあった。私は胸をなでおろし大きなため息をついてメガネを掛けたが、激しい雨で周りの視界はあまり変わらなかった。私は試しにメガネなしで数日を過ごして、視覚がどのように変わったかをみてみようかと考えた。

レプリコーンは答えた。

「それはいい考えだ。もしも構わなければ、僕はもう出かけるよ。今夜ロバートが来る時にまた会おう」

ロバートは来るとは言っていなかったが、レプリコーンがどこからその情報を得たのか聞いても仕方ないことも学んでいた。疲れて私は取って返し、小屋に帰り始めた。友人がいない道程はずっと遠く感じた。ありがたいことに私が到着しても火は燃えていて、私は泥炭を足し、ソファに横になり眠りに落ちた。

 


第二十四章 暖炉の脇での会話

 

 

目を覚ますと既に暗くなっていた。時計を見ると八時だった。私は暖炉に泥炭を足しダイニング・テーブルを片付けた。洗い物を終えるとその時ドアにノックの音がした。玄関を開けると雨の中ずぶ濡れでロバートが立っていた。

「中に入って暖炉の前で乾かしてもいいですか？ 友人たちはパブに出掛けてしまって、私もこれから行くんです」

私は彼を招きいれた。

「どうぞ、さあ入って」 まだ外は雨が降っていてスッキリしなかったが、私は彼がこの小屋で過ごした昔の生活をもう一度味わうための口実を探しているのだと思った。一週間もしないうちに新しい持ち主が来る今のタイミングで彼がここに来たことがそれを示していた。

「お茶でも飲みますか？」

「はい、是非いただきます。りんごありますか？」

「幾つかあるけれど食べたい？」

「ローストアップルを食べたことがあります？」 彼が小屋で楽しんだ子供の頃のご馳走を思い出していることが分かった。

「いいえ、食べたことはないけれど食べてみたいわ」 私はそう答え、彼にりんごを渡し、彼がりんごを火かき棒に串刺しにして火のついた泥炭の上にかざすのを眺めていた。彼の目が部屋を見渡し、すべての大切なものを目に焼き付けているのがわかった。私はお茶を持ってきて座った。彼に話を始めるきっかけを与えたくて、私は尋ねた。

「何かここから持って行きたいものはあるの？」

「いやぁ、両親が全部引き上げに来ますよ」 と彼は答えたが、彼の思い出を抑えようとしているようだった。その時、レプリコーンが到着し、私の隣の彼のいつもの席に座った。

「ロバートに君が夏中ここに留まるって伝えてくれ」 と彼は要求した。私はレプリコーンを無視し、ロバートに聞いた。

「お茶には何を入れますか？」

「ミルクと砂糖をお願い」 レプリコーンは声を高めて繰り返した。

「夏の間君が小屋に留まるってロバートに言って！」

「りんごはどう？」 私はロバートに尋ねた。友人のレプリコーンには心の中でメッセージを送り、話の邪魔をしないように伝えた。

「もう出来たと思いますよ。はいこれがあなたの分です」 ロバートは言い、熱々の形の崩れたりんごを私のお皿に滑らせた。レプリコーンは顔を赤くして私の横に座った。彼は自分の意思が妨害されるのに慣れていないのだ。

「とても美味しいわ」 と私は言って、一口かじり、自分のお皿をレプリコーンのほうに押し出し和平の印とした。レプリコーンは皿に手を伸ばしひとかけら指でちぎり、席に座ってそれを味わった。彼はまた言い始めた。

「これはとても大切なことなんだ」

私はレプリコーンに心の中で言った。

「そんなこと言えないわ。そんなことを言ったら私がとても高飛車で自分勝手な人間だと思われるじゃない」

レプリコーンは反駁した。

「彼には私が君に伝えるように言ったと説明すればいい」

「それじゃ私が頭がおかしくなったと思うわ」 私は心の中でレプリコーンにこう伝え、ロバートにはこう言った。

「こんな美味しいりんごは食べたことがないわ！」

「今だ！」 とレプリコーンは命令した。彼のしつこさには苛立たせられたが、これは立派な理由があるに違いないと信頼し、私は気が進まなかったがロバートにこう言った。

「あなたが座っていてくれてよかった。というのも、ちょっと信じられないかも知れないけれど、あなたに伝えたいことがあるの」

ロバートは不思議そうに見て、私はどう切り出そうか迷っていた。私は話し始めた。

「私の脇に実は、レプリコーンが座っているの」 ロバートは夢中になって聞いてきた。

「本当ですか？ それは驚きだな。彼はこの小屋に住んでいるんですか？」 これは思ったより簡単そうね、と私は思った。

「そうなの。この小屋に住んでいて、家族もいるの」

「うちの家族のことをどう思っているのかな？」

レプリコーンは答えた。「家族みんなとても楽しかったし、別れるのが残念だと言ってくれ。それから彼が君の言うことを信じてくれるように、私が彼の詩を大好きだったと言ってくれ」

私はレプリコーンが言ったことをそのままロバートに伝えると、彼は笑いながら認めた。

「最近はあまり詩を作っていないんですけどね」 彼はアキル島に関する自作の詩を一つ暗誦した。その詩はイェーツ風でとても上手なものだった。確かにロバートには秘教的なところがある。彼の血にはアイルランドがしっかりと根ざしていて、彼の父親のように航空会社でのキャリアが彼に向いているとは思えなかった。レプリコーンはリラックスしてその晩を一緒に楽しむ気になっていたが、私をそのまま放っては置かなかった。

彼は強固に言った。

「さあ、君が夏中この小屋に留まるって彼に言ってくれ」 私は言った。

「ロバートさん。レプリコーンが私に、夏の間中この小屋に私が留まるって言って欲しいみたいなの」

彼はうつむき、悲しそうに話した。

「それはあり得ないんです。この小屋は、ドイツの作家であるハインリッヒ・ボル氏の小屋に住んでいるフランス人の夫婦に売られてしまっています。いずれにしてもハインリッヒ・ボル氏は一週間内に戻ってくるし、その夫婦は彼の小屋からここに移ってこなくてはなりません。あと五日間しかありません」

私もこの小屋を去るのが嫌だったが、その夏経験したすべてのことを考え、そのことについては考えないことにした。しかし私には選択肢がないことは分かっていた。レプリコーンは私の立場をとても苦しいものにしていた。

 

私は彼が心配しないようにロバートに伝えた。

「私は予定通りこの家を空けます。でも、もし何かが起きて私がここにいられるようになったなら、私はそうしたいと思っていることは覚えておいてくださいね」

ロバートは答えた。

「もちろんです。でも事態は変わりません」 私は友人を庇いながら言った。

「私はレプリコーンと長いこと一緒に生活してきたの。彼にとっては私たちとは時間の意味が違うので、彼には将来何が起きて、物事がどうなるのかわかるみたいなの」

ロバートは出かけようと立ち上がった。

「もう行かなくては、パブに行く時間なので」 彼はこう言い、それからレプリコーンの方向に向かってこう付け加えた。

「彼に私もここに住んでいて楽しかったと伝えてください」

「彼にはあなたの言葉は聞こえているし、あなたには詩を書き続けるように言っています」 私は答え、ロバートを玄関まで見送った。

ソファに戻ると私は友人の横に座り尋ねた。

「これから何が起きるの？」

「いい青年だ」 と彼は答え、ウィンクした。

「じゃあまた明日」 そして彼は姿を消した。あの悪戯者め、と私は思った。小屋のことでロバートにお願いしなかった仕返しをしているのだ。ロバートは彼の友人や家族にレプリコーンのことを話すだろうかと考えたが、彼は多分そうするだろうと思った。きっと色々な反応を得ることだろう。

再び腰を下ろし、くすぶっている泥炭を見ながら、もしレプリコーンが間違っていてここを離れなくてはならなくなった時の選択肢を考えた。既にこれまでの夏の経験は私にとって忘れられないものとなっているので、悟りを得たいという気持ちからも癒され、目標としての悟りも手放していた。既に忘れられない夏となっていたのだ。いつでもキプロスやギリシャに行って日光浴も出来る。しかしそれはとても退屈だ。ここにこのまま留まりエレメンタルのことを学び続けるほうがずっと面白い。

何も解決しないまま私はベッドに入った。翌朝朝食を食べていても解決策は浮かばなかった。ソーダ・ブレッドのトーストを食べ終わると玄関にためらいがちなノックの音が聞こえ、それがロバートだとわかった。玄関を開けると私は笑いかけ「おはよう！」と挨拶した。彼の顔は真っ青だった。昨日飲み過ぎたに違いないと私は思った。彼は無言のまま朝刊を私の目の前に突き出した。その見出しには「ハインリッヒ・ボル氏死去」とあった。ロバートは明らかにショックを受け、説明を求めていた。

ビックリした私はどうにか気分を軽くしようとこう言った。

「私もレプリコーンもハインリッヒ・ボル氏を殺したわけじゃないわ。昨日の晩話したように彼には事前に何が起こるかわかるの」

ロバートは私の言葉を考え、彼の頬には色が戻り始めた。

「私たちはダブリンに出発します。父には翌月もあなたが小屋に留まることを伝えておきます」

「ありがとう、ロバートさん」 私は答え、私の代わりにメッセージを伝えてくれることに感謝した。三日後、デイビッドソン氏から手紙が到着し、私の小屋での滞在は八月一杯まで延長された。

 


あと書き

 

 

十年前アイルランドで夏を過ごしてからずっと、レプリコーンは定期的に私を訪ねてカナダまで来てくれた。人間と違って彼は時間や空間の制約を受けていないので、私を訪問するためにトロント、ノヴァスコシア、そして私が今住んでいるバンクーバーまでやってくる。彼のお気に入りの訪問時間は、容易に想像されるとおり、朝のお茶とトーストの時間だった。時には私は日々の仕事に忙殺され何日も何週間も彼と会わないこともあったが、私が彼を心の中で呼ぶとほぼいつも彼は来てくれるのだ。

彼が来るのは私の家に限らない。私の森の散歩に付き合うのも大好きだし、開放的な夏の海辺よりは木や木陰をずっと好み、時が経つにつれ私の好みも彼の趣味に似てきてしまった。彼と出会ってから私は、一人で自然な環境の中でより長い時間を過ごす必要があることに気づいた。夏は働かないようにし、小屋に行ってベッドの中ではなく星空を見ながら寝て、そこで大切な夢を見るようになった。

アイルランドから帰ると多くのことが起きた。その年の晩夏カナダに到着した私は、とても虚しく何の目的も持っていなかった。悟りさえも望んでいなかった。帰国直後チベットの仏教徒の友人、ザ セップ・ツルク・リンポッシュ氏のところに行き、私が目標を失ったことを話した。

彼は嬉しそうに言った。

「それは素晴らしことだ」 どうもこれが悟りへの道の進歩と捉えられていたらしいが、その時点の私はとても虚しく感じていた。アイルランドで私は孤独な試練の直後でもあったので、リンポッシュ氏のこのコメントで私は感情が溢れ出し泣き出してしまった。

泣きながら私はこう答えた。

「でももうしたいことが何もないのです。悟りの目標さえ手放してしまいましたから」 リンポッシュ氏はとても心配しているような表情をしていたので、私は彼が何を考えているのかわかった。私が生きる望みも捨ててしまい、一種の受動的自殺をしてしまったのではないかと彼は思っていたのだ。

私はこれをとても可笑しく感じて笑い出してしまったが、慌てて彼にこう約束した。

「心配しないでください。私は自殺はしないわ。ただ何をしていいのかわからないの」

「何か君の興味をひく小さなことをやったらどうかね？」 と彼は言い、こう付け加えた。

「大きなことを探してはダメだよ」 心の中に、私が大好きで訪れたことのある様々な国と世界の聖地の映像が出てきた。そしてその瞬間、それらの場所に人々を一緒に連れて行こうと決めた。私が最初に訪れた国はもちろんアイルランドだった。それ以降、アイルランドへは何度も戻ったが、友人のレプリコーンは私といつも一緒にいてくれた。毎年彼は翌年どこの国に行きたいか私に教えてくれて、行く先々で私にその国のエレメンタルたちを紹介してくれた。

過去十年間で、これらのツアーは私と一緒に行く人々のためだけでなく、地球のエネルギーセンターを開けるために重要であることが分かってきた。地球を癒し、古代の知恵を私たちの世界に取り戻すためだ。これは人間のためだけではなく、エレメンタルたちにも良いことだった。また、徐々にエレメンタルたちのことを学びたいと考える人が増えていることにも気づいた。これは環境に対する懸念と他の生命体に対する関心の増加に比例しているようだった。

ツアー、カウンセリング、そして企業向けのコンサルティングで私は十年間とても忙しくし、本を書く約束についてすっかり忘れていた。しかし友人のエレメンタルはこれを覚えていて、アイルランドに滞在した十年後１９９５年の夏、彼は本を書く時期が来たことを私に思い出させてくれた。

私はその約束を果たすために特別に時間をとって著述活動に専念することにしたが、エレメンタルの友人からは執筆がきわめて順調に進むからという保証を何度も受け取っていた。彼と一緒に過ごした最初の月について書くのは驚くほど容易で、友人は日々やって来て、アイルランドで過ごした日々に私を連れ戻し、すべてを思い出させてくれた。

しかし最後の章、暖炉脇での会話を書き終わるや否や私は本が閉じられるのを感じ、それからはまったく書けなくなった。レプリコーンが姿を見せない期間が、何日も、何週間も、そして何ヶ月にも及び、その間私は物語を続けるのかどうかを聞くために辛抱強く待ち続けた。

ある日、私のバンクーバーの自宅でブルーベリーパンケーキを作っていると、背後で高い声が聞こえた。

「一つ私にも作っておくれ。そしてメープルシロップを忘れないようにね」 私は振り向きテーブルに座って朝食を待っている友人のレプリコーンを見つけた。

「また会えて嬉しいわ」 私の声には嫌味が込められていた。

「怒らないで欲しいな。それは相応しくないよ」 と彼は顔をしかめながら答え、こう続けた。

「ここ数日間、私が経験したことを理解さえしていればね」 気がおさまらない私は応酬した。

「数ヶ月でしょ？」

「そんなに長かったかな？」 彼は窓の外の黄色と赤色の落ち葉を見ながら言った。

「なるほど、その通りみたいだね」 レプリコーンはため息をつき、私のほうを見てこう言った。

「じゃあ、私たちが話していたところまで戻ったほうがいいね」 どうも謝罪の言葉は出てこないようだ。彼は人間の女性がそれを望んでいることをまだ学んでいないのだ。私は自分の期待を手放して彼の話を待った。

「さあ話してちょうだい」 私は笑いながら答え、同時に自分の耳が小妖精のように大きくなったイメージをした。

「それをやりすぎると元に戻らなくなるぞ」 彼はクスクス笑い楽しんでいた。彼は前置きなしに言った。

「きっと夏の残りの話をするのかどうかを考えているのだろう？」

「そうよ、それで？」 彼が長い間留守にしていたこととその答えが関連していることが分かっていたので私はこう尋ねた。

「だめだ」 彼は答え、私が口をはさむ前に空中で手を振って、私に判断をしないように求めた。

「君と最後に会ってからずっと、私は他のエレメンタルたちの合意を得ようとしてきた。でも彼らに関する部分の話はして欲しくないのだ」

「でもなぜ？」

「すべてには正しいタイミングというものがあって、今はこれまで書いてきた部分だけをシェアするタイミングなのだ。十年前は人間たちはエレメンタルについて聞く準備さえ出来ていなかったが、いまや準備は出来ている。あれから、天使に関するたくさんの本が出版され、人間はこれまでにないくらい天使を信じるようになってきた。同様に十年前よりは他の惑星から来た存在に関しても信じるようになってきている。だからエレメンタルの存在もこれからもっと信じやすくなっていくんだ」

「だからこそ話せることは全部話すべきなんじゃないの？ そうは思わない？」

「全然思わないね」 とレプリコーンは答え、私が彼の気を変えようとしている試みに微笑んだ。

「だからこそ話をし過ぎないようにして、私たちの信頼を失わないようにしなくてはならないんだ。君には私のことと、この件のタイミングを信頼してもらわなくてはならない」

「でもちょっと前にあなたは他のエレメンタルを説得しようと言っていたじゃない」

「君と協力し人間の研究を何年も続けてきた結果、私たちがここで何を達成できるかということに関しては私は他のエレメンタルたちよりかなり楽観的な見方を持っている。でも彼らは、自分たちに関する部分の話がよりよく受け取られるタイミングが来るまで待ちたいと思っているんだ」

「その結論には不服だわね。もちろんあなたのことは信頼しているわ。そしてあなたと一緒に何年も一緒にいたから、必ずしも私には理解できないけれどあなたがすることにそれなりの理由があることも分かっている。でも」

と私は自分のポイントを強調するために間を置いた。

「人間はエレメンタルとは違うの。もし夏全部の話をすると言ったら、読者たちは二ヶ月目についても聞きたがるわ」

レプリコーンは私の言葉を勘案し、彼のその濃い眉毛を寄せて私の苦境を理解しようとしていた。

彼は私を論破しようとして言った。

「この本の題名はレプリコーンと過ごした夏で、エレメンタルと過ごした夏ではないだろう。だから約束は既に果たしているよ」

「それはそうね」 と私は思ったが、完全に納得はしていなかった。私の反応を見たレプリコーンは頭の後ろで手を組み横に頭を振りながらこう叫んだ。

「人間というのはまったく！ 君ら人間は約束したことを果たすことに自らを閉じ込めてしまっている。状況が変わってそれが正しくなくなっても、約束を守ろうとするのだ。それだけじゃない」

彼は私に向けて人差し指を振りながら言った。

「人間はいつも何かを見逃していると思っている。それに、たくさんあるほうが何でもいいのだと思っているんだ。それに君にとっても、君が約束したこと全部をする癖を止めるいい練習じゃないか。これを訓練だと思ったらどうかな」

長い演説を終え、彼は椅子に深く腰を戻し、その講義に対する私の反応を見て、自分の目つきを柔らかくした。彼がこうしたのは良いことだった。私は人間を騙して自分の要求は通しながらも、約束したものを提供しない、気まぐれであてにならないエレメンタルに関して反論しようとしていたからだ。

私の心を読んで、友人は深呼吸をして、私の見方を認め、こう言った。

「君の立場が難しくなっているのはわかっているよ。でも読者もわかってくれると思うんだ。私たちは進化の重要な段階にあるのだからね」

彼はこう言い、ニヤニヤ笑いながら付け加えた。

「私たちはデートしているだけなんだ。まだ結婚もしていないし。だからお互いに誠意を見せて相手の機嫌を取らなくてはいけないんだよ」

私も態度を和らげ言った。

「普通に結婚している人間より長い時間、あなたは私の人生に係わっているように感じているけれどね」 挑戦的な態度をとって私はこう聞いた。

「じゃあ、本を書くのを拒否したらどうなるの？」 

彼は声に脅しを込めて答えた。「それはお勧めできないね。今年の夏、君が私たちの指示に逆らおうとしたことを忘れたのかい？」

どうしてあれを忘れることが出来ようか。レプリコーンが私を苦しめたのは一度ならず三度もあったのだ。本を執筆中は他の人に内容を見せてはならないと、私は彼からハッキリと言われていた。私が友人の小屋で一人執筆していた時のことだ。日中ずっと私はコンピューターに向かって原稿を打ち込んでいたが、夕方別の友人が食べ物の差し入れと、独りでいる私の様子を見に来てくれた。もともと好奇心が強い彼女は原稿を読ませて欲しいと私に言い、私は人をガッカリさせることが苦手だったのでそれに同意した。プリンターをつけて原稿を印刷しようとするとプリンターが故障していることがわかった。プリンターの故障は初めてだったし、原因も発見できなかった。私はその出来事に含まれているメッセージを無視して、それから三日もかけて島中でプリンターを修理してくれる人を探したが見つからなかった。私がバンクーバーに戻るとプリンターは正常に戻った。

二週間後、再びプリンターを持って、三つもフェリーを乗り継いで別の小屋に移り、執筆の続きをした。家主のところに１２歳の甥が来ていて、彼にレプリコーンについての本を書いていると話すと、当然のごとく彼はそれを読みたがった。最初の教訓を学んでいなかった私はまた同意してしまった。今度は三ページ目でプリンターのトナーが切れた。島ではトナーを調達することが出来ず、残りの二週間プリンターがまったく使えないままだった。

最後三度目に私がレプリコーンの指示を無視しようとした時はまた予想外の展開になった。私は書くことが許された部分の執筆を終えていたが、二ヶ月目についても独力で書こうと決めていた。今回は前回の二度よりもずっと人里はなれた場所の小屋に篭っていた。エレメンタルたちの裏をかこうと、今回はプリンターを持っていかなかった。その代わり原稿全部を事前に印刷しておきコンピューターだけを持って行ったのだ。小屋に到着し、コンピューターのスイッチを入れようとしたが、電源は入らなかった。全く反応しないのだ。

その週の残り私は毎日電源を入れてみてエレメンタルたちの気が変わったかどうか調べた。これが彼らの仕業であることに疑いはない。コンピューターの電源は、どこで試そうと入らなかった。一週間後私は諦めて家に戻ることにした。家で試してみたら、見事電源が入り何も異常はなくなっていた。

これまでレプリコーンがこれらのことについて話したことはなかった。しかしそれらを思い出し、私が彼や他のエレメンタルの許可なしに本を書き続けると私の人生が大変なことになることはハッキリとしていた。その夏どうにか通り抜けてきた私は、これ以上教訓を学ぶ機会を作ろうとは思わなかった。

私の記憶を一緒に再体験したレプリコーンは、私が指示を無視しないとしても、彼の決定に不服であることがわかっていた。アプローチを変えて彼は言った。

「私たちがやっていないことを考えないで、実際にやっていることに集中したらどうかな。つまりこの本で君や人間たちに何を与えることが出来たのかを考えるんだ。これで君の人生は良くなったろう、そうは思わないかい？」

彼は精一杯の笑顔をみせ、私を見た。しぶしぶ彼を許しながら私は言った。

「つまり紅茶やトーストや時々はワインの固定費がかかっているのに、それを回収できないことを除いたらってこと？」

「ああ、でもそれは君や他の人間たちに与えられたものを考えれば安いものだろう？例えば……」彼は情報庫から珠玉の一品を探して、それを見つけたことで興奮して言った。

「君の心で火をつけることとかね」 私は心で火を点けた最近の経験を思い出し微笑んだ。前年、自分たちのエレメンタルに会わせる初めての公開ワークショップをしたばかりだったのだ。私たちは郊外に出かけたが、それはハロウィーンの夜、ケルトの伝統では「オール・ハロウズ・イブ（All Hallows Eve）」、つまり私たちの二つの世界の間の境界が開く時だった。ワークショップは順調に進んでおり、参加者は様々な種類のエレメンタルと出会った経験について語り合った。私のようにエレメンタルの姿を見ることの出来る人も何名かいた。メッセージを聞いた人もいたし、その存在を感じる人もいた。ワークショップの参加者の大部分はそれぞれの人生でエレメンタルの存在の証明を体験していたが、体験していない人も何名かいた。でも全員がもっと強い確信を望んでいた。

証明をするのはジレンマだった。私個人の経験を話すのは出来たがそれでは不足だと感じる人もいる。『この目で見たら信じる』タイプの人を変えるためにエレメンタルの協力を必要としていた。

その晩は寒かったが、晴れていて静かだった。食事が終わると、私と一緒にワークショップを先導していた友人のレプリコーンが全員に暖かい格好をして外に集まるように言ってくれと私にお願いしてきた。その日の昼間私たちはかがり火をするために枝を集めており、レプリコーンは私たちに木の周りに集まるように指示した。私は彼が何をしようとしているのか分からなかったが、いつもの通り、彼の意図を理解することなく彼の指示に従っていた。

私たちが木の周りで円を作ると彼は宣言した。

「全員に心で火をつけるように言ってくれ」 それまで十年も試み続けてきた私もまだこの三次元の現実では火をつけることに成功していなかった。自分でも確かでないのに、私は全員を巻き込んで失敗するのが嫌だった。試して失敗したら人々は信じなくなるし、それなら何も試さないほうがいいと思った。

彼は私の考えを聞いたが、私が拒否しても彼は頑として言い張った。

「やってくれ」 自分の巨大な不信を克服しようとしながら、私は参加者に向けて出来る限りの説得力を込めて言った。

「友人のレプリコーンがこの木が燃え上るイメージをするようにと求めています。火のエレメンタルであるサラマンダーにお願いして火が燃え上るように想像しましょう」

何も起こらなかった。更にイメージ化を続け、全員が集中していたが、やはり何も起こらなかった。私が失敗を認めようと思った瞬間、百メートル向こうで私たちの目の前で起こったであろう火よりもずっと大きな火が夜空に燃え上った。この成功に全員が歓声をあげた。レプリコーンは言った。

「見ただろう。君らが火を作ったんだよ。君らが創造すれば、宇宙は君らが求めたものを与えてくれるけれど、時には予想したのとちょっと違う方法で与えてくれるんだ」

レプリコーンは、このオール・ハロウズ・イブを思い出している私を眺めていた。

「確かに」 と私は認めた。

「あの点火式はとてもドラマチックだった。皆ものすごく感心していた」 レプリコーンは自分の才能に笑いながら答えた。

「その通りだ。君ら人間は本当に証明が好きだな。証明といえば昨年イギリスで君が連れ出した女性たちのためにエレメンタルが作ったものも覚えているかい？」

レプリコーンが話しているのは十八名の女性を連れて九日間のイギリスの聖地巡りをした時のことだった。それは五月でホーソーンやブルーベルが満開だった。森は新春の緑で神秘的な雰囲気を湛えていて、あらゆる場所にエレメンタルがいた。参加者全員がエレメンタルたちの姿を見ることは出来なかったが、その存在は皆が感じていた。しかし彼女たちはもっと証明を欲しがった。

昼食時、参加者の何名かが聞いてきた。

「タニス、今日私たちのエレメンタルに会えないかしら？」 それはまだツアーの二日目で、それまでその女性たちとの散歩をすっかり楽しんでいた友人のレプリコーンは、あと数日待ったほうがいいと言った。私はグループに答えた。

「あと数日待ちましょう」 女性の一人が懇願してきた。

「ブルーベルも森もこんなに美しいのだから、今出来ないでしょうか？」 参加者の熱心な顔つきから他の人も同意見であることがわかった。それを聞いたレプリコーンは私に言った。

「じゃあ、何か手配してみようか。昼の後は全員が君の近くにいるように言っておいて」 彼の指示を参加者に伝えると、参加者は大急ぎで昼食を終え、その後に受け取る贈り物を期待した。荷物を持ち山道を一列になって歩き始めた。とても綺麗で魔法のように素晴らしい日だった。

三十分ほど、この特別な出来事に備えて黙ったまま歩き続けると、レプリコーンが私に言った。

「次の角を曲がったところで止まっていてくれ」 私は彼の言葉を伝えたが、私の声の調子でこれがどれだけ幸運なことなのか皆に伝わったはずだった。皆さらに口数が少なくなり角を曲がると、そこには草もホーソーンもブルーベルもない空き地があった。これ以上寂しくて気分が滅入る場所もないだろう。グループのガッカリした表情を見て、皆も私と同じように感じていることがわかった。もっとロマンチックな場所に移動することも出来たが、レプリコーンのひねくれたユーモアを信じるようになっていたので、これには何か大きな目的があるに違いないと思いなおした。

私は指示した。

「皆さん、円になってください」

「いや」 とレプリコーンは訂正した。

「馬蹄型になって上のほうを空けてくれたら、そこにエレメンタルの長老たちが来て話しをしてくれる」

私はすぐにグループに修正の指示を出して、むき出しの土の上でグループは新しい形を作った。地面は平坦でさえなく、一部はあまりに急斜面なのでそこにいる女性たちが後ろに転げ落ちないように注意しなくてはならないほどだった。

よほどスゴイことが起きてもらわなくては困るわね、と私は思ったが、自分の懐疑的な心を抑え、上を見ると、あらゆる種類のエレメンタルがやって来て、私たちが丁度空けた馬蹄の上の部分に立つのが見えた。そこにはエルフ、妖精、小人と共に白いヒゲを湛えた年老いたレプリコーンが杖をついて白いローブを着ていた。

長老は挨拶した。

「ようこそ！あなた方の一人一人は、ここであなた方の才能を実現するために協力するエレメンタルと出会うために集ったのです。私たちはあなた方と協力するコミットメントをしており、あなた方にも同じようにコミットしていただきたいのです。これは安易にされるべきことではなく、もしコミットしていただけないのであれば、協力するエレメンタルを受け取ることは出来ません」

私は老いたレプリコーンの言葉を女性たちにそのまま伝えていたが、彼が話している間にもエレメンタルたちがそれぞれの人間の前に移動するのが見えた。その日にどれだけの人間とエレメンタルの関係が固く結ばれるのかを思い、私は歓喜に溢れた。エレメンタルたちは、人間がどれほどのコミットをし、どれだけエレメンタルのことを信じているかがわかっていて、明らかにそこにいる全員が合格していた。これらのエレメンタルは、私のレプリコーンのように、この女性たちが世界中でどこにいようと一緒に着いて行くことだろう。

老いたレプリコーンは続けた。

「左手を前に伸ばしなさい。そこにあなた方が世界で実現できる贈り物を与えます。その贈り物を見て、それを右手に持ち替えなさい。それからエーテル界の視覚と意志を用いて、右手を伸ばし世界であなたの贈り物を『実現しなさい』」

老人のレプリコーンが『実現しなさい』と強く言った時、信じられないことが起きた。その日の天候はとても静かだった。そよ風さえも吹いていなかった。しかし突然大きな音を立てて木が折れて、大きな音を立てて地面に落ちたのだ。目を開けると、ショックなことに、木の枝が馬蹄の上部、そこに座らないように指示された部分に落ちていたのだ。枝はエレメンタルたちの目の前に横たわっていた。

老人は言った。

「これが、実現する力なのです。それを考えればそれは起こる。このようにあなた方はあなた方の贈り物を世界で具現化するのです。それから」

と彼は私たちが座っている土を指してこう言った。

「ブルーベルや魔法の森にいなくても具現化は出来るのです。いかなる場所でも、いつでも、都市に住んでいても、それは可能です。これを忘れないようにしてください」

この言葉を残し、彼は消えた。残された私たちは、今与えられた多くの贈り物を私たちの内に取り込んだ。友人のレプリコーンが私の隣に戻ってきて座った。彼はこの『証明』を完璧にアレンジできて嬉しそうだった。

 

 

今、バンクーバーの自宅の居間でレプリコーンは、過去十年間に一緒に経験した、興奮に満ちて楽しかった、共有できた時間について私がたっぷり感じ取るのを待っている。その瞬間、私はこの物語が終わらないことに気づいた。彼にとってみれば、時間とは、人間が経験するような最初と中間と終わりがあるものではないのだ。前に彼が、彼らの世界では本は存在しないし必要でもないと話していたことを思い出した。彼らは望み通りの時と場所に行くことが出来るからだ。私は人間の標準に合わせて、この本に相応しい終わり方をしようとしてきた。しかしついに私はこの本（彼の物語であるとともに私自身の物語）に関しては、レプリコーンや他のエレメンタルたちのありかたをそのまま受け入れるべきだと理解した。彼らは本の形式で彼らの経験を伝えてくれるが、それは人間が本を通して学ぶからであり、彼らはそうやって学ぶわけではないのだ。

私がこのように考えていると、無愛想な声で現実に戻された。

「パンケーキはどうなったんだい！」 友人は彼が来た時に私が作っていたブルーベリー入りの生地に目をつけていたのだ。

「すべてのことにはタイミングがあるのね」 と私はレプリコーンに微笑みながら納得して言い、立ち上がってパンケーキを作ろうとした。

「ついに分かってくれたみたいだね」 と彼は答えた。

「それから紅茶を忘れないでくれよ」

 

 

（続く？）

 




